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　　　一、こいつらは……いきなし復活するなよな……









　──尾つけられている──

　そのことに気づきながらも、あたしは知らん顔のまま、ひとり、夜の道を行く。

　宿を出てからずっとである。

　心当たりは、それこそ掃はいて捨てるほどあった。

　宿に戻もどるか、それとも──

　一いつ瞬しゆん考え、あたしはそのまま歩調を変えず、まっすぐ町の外れへと向かった。

　こんな夜中でも、まだやっている酒さか場ばがあるらしく、かすかなざわめきがどこからともなく、風に乗って流れてくる。

　それもだんだんと小さくなり──

　やがてあたしは町を出た。

　気配はいまだに、あたしのあとを尾けてきていた。

　森を抜ぬける街道に出たその時、雲が満月を覆おおいかくす。

　そして──あたりに深い闇やみが降りた。

　すかさずあたしは気配を殺し、手て近ぢかな木の陰かげに身をひそめる。

　気配は、だんだんと近づいてくる。

　やがて、再び月が顔をのぞかせ──

「アメリア!?」

「あわぁぁぅっ!?」

　あたしの声におどろいて、思わず悲鳴を上げる彼女。

「おどろいたじゃないのっ！」

「おどろいた……って……あんたねえ、アメリア、あんたが黙だまぁぁぁぁってあとからついて来るもんだから、てっきり敵かと思っちゃったのよっ！」

「だって！　あなたが宿抜け出すのが見えたから……どうせ盗とう賊ぞくたいじにでも行くつもりだったんでしょ!?」

「[image: ]っ……!?」

　いきなしまともに図ず星ぼしを指され、思わず一瞬ことばに詰つまる。

「……そ……そのとーりよっ！　だいたい、盗賊いびり倒たおしに行く、って以外の理由で、女の子が夜中にひとりで宿を抜け出す、なんてことふつーはないわよっ！」

　ヤケクソ気味にいなおるあたし。

「乙おと女めご心ころのわかんないガウリイやゼルに見つかったら、どーせ何やかや言われるでしょうしね。

　……けどアメリア、まさかあなた、あたしを止めに来た、なんて言うつもりじゃないでしょーねっ!?」

　しかしあたしのその問いに、アメリアは、きっぱり首を横に振ふり、バックにイナヅマさえ光らせて、

「いーえっ！　わたしもいっしょにやるわっ！」

　……おいおい……

「……本気……なの……？」

　思わず問い返すあたし。

「もちろんよっ！　私利と私欲を満たさんがため、他人のものを盗ぬすみ取り、徒と党とうを組んで悪あく逆ぎやくの限りを尽つくす盗賊団っ！　いかなる理由があろうとも、その悪あく行ぎようを見過ごすなどと、このわたしにはできないわっ！　そーいうわけで、さっそく退たい治じに行きましょうっ！」

「ちょっ……！　ちょっと待った！」

　言うだけ言って、勝手にすたすた歩き出す彼女に、あたしはあわてて声をかける。

　アメリアは、ひたり、と足止め、ふり返り、

「ついて来るな、なんて言わないわよね？」

「そーじゃなくて」

　ぴっ、とあたしは人さし指を立て、

「おたからのわけ前は半分ずつね[image: ]」




　かくて──

　真夜中の森に、攻こう撃げき呪じゆ文もんの花が咲いた。




「うーん。思ったよりもーからなかったわねー……ま、こんな辺イ境ナカじゃ、盗賊団も不景気なのかもしんないけど……」

　背中のザックにおたから詰めて、宿屋へ帰る道すがら、あたしはぷつぷつつぶやいた。

　このあたり、地理的に言えば、カルマート公国のやや北あたり。大きな町や街道からも外れたりっぱな北国である。

　盗賊団がいるほうが珍めずらしい、といったふーなところだが、世の中どこでも、いつの時代でも、悪人の種たねというのは尽つきないらしい。

　あたしがこれだけしょっちゅう盗とう賊ぞく団だんを壊かい滅めつさせているんだから、そのうち盗賊たちの数が激げき減げんして、しまいにゃ国が盗賊たちを、特別天然記念物か何かに指定したりするんじゃないだろーか、などという心配を抱いだいた時期もあったのだが、どーやらそーゆーことはなさそうである。幸か不幸かは知らないが。

　一応のストレス発散はできたものの、実入りの少なさにやや不満なあたしに対し、アメリアの方はいたって上じよ機うき嫌げん。

「そんなこと気にしちゃだめよっ！」

　ぶーたれるあたしに向かって、いたってのーてんきな声で、

「何はともあれ、これでまた、ひとつの悪が滅ほろびたのよっ！　明るい未来はまだ見えないけど、それでも一歩、確実に、前進したことは確かなのよっ！」

　……はいはい……

「……そーは言うけどねー……アメリア……あんた、最近のあたしたちの旅費、どっから出てるか知ってんの？」

　あたしの問いに、しばし彼女は沈ちん黙もくし、

「……あの……ひょっとして……」

　沈ちん痛つうな表情で、あたしは大きくうなずいた。

　何も考えてないガウリイ。

　正義通ればすべてよし、のアメリア。

　人前には顔も出したがらない、悪事からは足を洗ったゼルガディス。

　この一行で、何をどーやったら収入があるとゆーのだっ!?

　これがまだ、大きな町や街道すじで、別に急ぎでもなんでもない旅なら話は別だろう。

　しかし今の状じよう況きようで、ちんたらと護衛だの、荷物運びだのをうけおっているヒマはない。

　いきおい支出だけがかさみ、それであたしはしかたなく、こまめに宿を抜ぬけ出して、近きん隣りんの盗とう賊ぞくいぢめにいそしんで、かせぎをたくわえている、というわけなのだ。

　……いや……そりゃーまあ、多少はシュミの部分もあるし、おたからを旅費にまわさずピンハネしたりしてるけど……

　そこはそれ、役得とゆーか、勤労の報ほう酬しゆうとゆーか……

　などといろいろ、あたしが考えていると──

「──待って、リナ」

　アメリアの声に、あたしは思わず足を止める。

「どうしたの？　トイレ？」

　あたしの問いに、しかし彼女は首を横に振ふり、

「──いるわ。何ヽかヽが」

　いきなし声がシリアスである。あわててあたしも、あたりの気配を探る。

　──夜の森。あたしの頭上の小さな『明ライテりイング』だけが、あたりをうすく照らしている。

　虫の声。なんだかわからん鳥の声。

　……怪あやしい気配は別にないが……

「なんもないじゃない」

「いえ──いるわ……」

　きっぱり彼女は言い放つ。

　もともと彼女──というか、巫み女こなんぞをやっている人間の中には、知りうるはずのないことを、なぜか知ってしまう能力、というのを持つものが多い。アメリアもまた、どうやらその能ちか力らがあるようなのだが……

　たぶん今の状態がそうなのだろう。──とすれば相手は、あたしやアメリアからさえも、完全に気配を隠かくせるほどの使い手か……？

　あたしは彼女と背中あわせに、ゆっくりと、腰のショート・ソードを引き抜いた。

　その瞬しゆん間かん。

　虫の声が消えた。

　沈ちん黙もくが夜の森に落ち──

　そして殺気が吹ふきつける！

「来たっ！」

　アメリアの声に思わずふり向けば、闇やみを駆かけ抜ぬける影かげひとつ！

　あれはっ!?

　あわてて呪じゆ文もんを唱となえるあたし、だがしかし──間に合わないっ！

　影が疾はしる。あたしは夢むち中ゆうで剣けんをふるう。

　びぎぃんっ！

　影の両手が、あっさりと、あたしの剣をへし折った。
















「くっ！」

　とっさに後ろに跳とぶあたし。影の足が、あたしのみぞおちあたりを狙ねらって伸のびる。

　よけられないっ！

　がっ！

　後ろに吹っ飛ぶ黒い影。

　すんでのところでアメリアの放った蹴けりが、影をはじき飛ばしたのだ。

　ようやく影は動きを止めた。

「何者よっ！」

　体勢をととのえて、問いかけるアメリアのことばに答えたのはあたしの方だった。

「……あたしの知ってる奴やつよ……動きに見おぼえがあるわ……」

　言ってあたしはそれをにらみつける。

「……あんたにだけは復活してほしくなかったわね……暗アサ殺ツ者シンズーマ……」




「こいつが!?」

　ズーマからは目を離はなさぬまま言うアメリア。

　……あんただって見たことあるだろーが……

　とは言っても、以前と同じく全身黒ずくめの服で、目の部分だけを覗のぞかせて、顔も黒い布で覆おおっている。暗アサ殺ツ者シンなんぞたいていこんなかっこうだし、アメリアに見分けがつかないのも、無理ないのかもしれないが。

　この男、かつて、とある事件で、あたしを殺しに来た暗アサ殺ツ者シンである。最後にはガウリイと戦い、両方の腕うでを失って敗走したのだが……

　……きっちし復活してやがんの……

　確かに、高位の神しん官かんなどの使う術なら、手や足を再生させることも不可能ではないが……あの時、とどめを刺させなかったのが、よもやこういうことになるとは……

「何しに出て来たのよっ!?　あんたにあたしの殺しを頼たのんだ依い頼らい人にんは、もういないわよっ！　あたしたちが倒たおしちゃったからっ！」

　たぶんムダとは思いつつ、いちおーあたしは言ってみる。

　帰って来た答えは、ミもフタもそっけもなかった。

「前金はもらった。しごとはまだだ」

　……とことん困ったプロ意識である。この商売でそれはめーわくだぞ。

「どうやらいくら説得しても無む駄だなようねっ！」

　言って、びしぃっ！　とズーマを指さすアメリア。

　……説得しようともしてないだろーが……あんたは……

　心の中でつぶやくあたし。

「人に雇やとわれ、他人の命を奪うばい取る、闇やみをさまよい歩くものっ！　己おのが手の血ぬられたことすら気づかぬならば、救いの道はもはやないっ！　法がお前を裁さばけぬならば、天にかわってわたしが裁くっ！」

　……なんでこいつは、もーちょっとストレートに、『このくそ暗アサ殺ツ者シン、反省する気がないならはり倒たおしちゃるっ！』と言えんのだ？

　……まあ……別にいいけど……

「もしもあなたに、人の心が残っているのなら……」

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　まだもなお、ねちねち続く彼女の口上をさえぎって、あたしは唱となえた術を解とき放はなつ！

　あたしの生んだ十数本の炎ほのおの矢は、一定の間を置いて、暗アサ殺ツ者シン目がけてつき進む！　むろん逃にげられるタイミングではない！

「──虚グ霊ーム障エオ界ン」

　ぽつり、とズーマがつぶやいた。

　瞬しゆん間かん、彼を直ちよく撃げきするはずの炎の矢が、ことごとく宙空に砕くだけ散る！

『──なっ!?』

　思わず声を上げるあたしとアメリア。

　おそらくは、あたしの攻こう撃げきがあることを読んで、やはり呪じゆ文もんを唱えておいたのだろうが──こんな術など、見たことはおろか、聞いたこともない。

　ズーマが疾はしる！　あたしを目ざして！

　あわてて次の呪文を唱えるあたし。

　──間にあうかっ!?

「そうはいくもんですかっ！」

　アメリアが動く。ズーマに向かって。

　その瞬間！

　ズーマがいきなり進路を変えた！

　目標は──アメリア！

「……なっ!?」

　完全にタイミングを外され、思わず声を上げる彼女。




　どぐっ！




　ズーマの蹴けりがまともにきまる！

「…………！」

　だんっ！

　声すら上げずに大きく後ろにふっ跳とばされて、アメリアは、近くにあった木の幹に、背中からまともに叩たたきつけられる！

　こいつっ！　最初っから、先に彼女を倒すつもりでっ!?

　倒れたアメリアには見向きもせずに、ズーマはあたし目がけて突つっ込んで来る！

　あたしの術が完成した！

「黒ダー霧クミ炎スト！」

「!?」

　ズーマの動どう揺ようの気配が伝わる。

　あたしの生んだ黒い霧きりは、向かい来るズーマとそのまわりを、すっぽりと黒く包み込む。

　かつて、ズーマ自身が、あたしに対して使った術である。

　これでこちらからも、中のズーマは見えないが、同じくやはり向こうからも、こちらの姿は見えないはず。

　あたしは場所を移動しつつ、口の中で、明ライテりイングの術をとなえはじめる。

　黒ダー霧クミ炎ストの範囲からとび出して来た瞬しゆん間かんに、こいつで目つぶしをかけて、次に、攻こう撃げき呪じゆ文もんでとどめを刺さすっ！

　しかし──

　出てこない。

「リナっ！　上っ！」

　アメリアの声を聞いた、その瞬間。

「明ライりテよインっグ！」

　ふりあおぐいとまもあらばこそ。

　あたしは唱となえていた術を、ま上に向かって解き放つ！

　目を閉じ、その場を離はなれようと身をひねったその瞬間、まばゆい光がまぶたを通して目に届とどく。

　あたしの放った、持続時間ゼロ、光量最大の『明ライテりイング』が頭上で炸さく裂れつしたのだ。

　頭上でふたたび動どう揺ようの気配。

　──ズーマの目を灼やいたかっ!?

　思うと同時に、あたしの肩──ショルダー・ガードに何かが触ふれた。

「黒ブラ魔スト・波ウエ動イブ」

　声は、すぐ耳もとでした。




　がごぉっ！




　同時にあたしの右肩の、ショルダー・ガードが砕くだけ散る！

　──もしもアメリアの声がなければ、こうなっていたのはたぶん、あたしの頭だろう。

　一体いつの間に、黒ダー霧クミ炎ストから抜ぬけ出したのか知らないが、ズーマはあたしの頭上から、攻撃をしかけてきた、というわけである。

　だがしかしっ！

　これでもはや、一時的とはいえ、ズーマの目は見えないはず！

　あたしはふたたび目を開き、呪じゆ文もんを唱となえはじめる。

　またもやあたしに向かって突つっ込むズーマ！　呪文の声が目印になったかっ!?

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

　横あいから術を放ったのはアメリアだった。さすがは超ちよう合ごう金きん娘むすめ！　まともに蹴けりを入れられたというのに、すでに復活していたりする。

「ちぃっ！」

　しかたなくスピードを殺すズーマ。アメリアの放った術は、暗アサ殺ツ者シンの、すぐ目の前を行き過ぎる。

　……こいつっ！　ほんとーに目が見えてないのかっ!?

　おそらく風の音や気配をたよりに動いているのだろうが……

　しかしこんどはあたしの番！

「火フアイ炎アー・球ボール」




　ごぅんっ！




　炎ほのおがはじける。

　風が唸うなり声を上げた。

　あたしの放った火フアイ炎アー・球ボールは、まともに暗アサ殺ツ者シンの足もとで炸さく裂れつした。

　しかしっ！

　爆ばく煙えんも、まだ消えやらぬそのうちに、炎を裂さいて飛び出す黒い影かげ！

　ばかなっ！

　あたしが思ったその瞬しゆん間かん。

「氷フリーのズ・矢アロー！」

　ふたたびアメリアの声が響ひびく！

　やった！

　あたしは内心、声を上げていた。

　ズーマが、風で術を察知し、身をかわしているのなら、あたしの火フアイ炎アー・球ボールであたりの空気がかき回されている今、彼に、飛びくる十数本の氷の矢を、すべてかわすことなどとうてい不可能！

　が！

「ひゅっ！」

　鋭するどい呼こ気きを吐はき出すと、ズーマはやすやすと、飛び来る冷気のことごとくを、いともあっさりかわしてみせる！

　こいつっ！　目がっ!?

　見えてるのかっ!?

　ズーマが迫せまる！　あたしに向かって！

　その時。

　あたしは見た。

　迫り来る暗アサ殺ツ者シンの両目が、確かに閉ざされているのを。

　やはり、見えているはずはないのだ！

　背中を冷たいものが走った。

　まだ手にしていた、へし折れたショート・ソードをズーマに目がけて投げつける！

　それが、あたしにできるせいいっぱいだった。

　暗アサ殺ツ者シンの姿が目の前に迫り──

　──ざんっ。

　小さな音を立て、草が揺ゆれる。

　気がつくと、ズーマは大きく後ろに跳とび退すさっていた。

　……え……？

「──ヴェゼンディに来い──」

　ズーマは低い声で言った。

　獲え物ものを逃した猟りよ師うしのような口ぶりで。

「──来なければ──誰だれかが死ぬ」

　言い捨てるなり、いきなりくるり、と身をひるがえし、そのまま闇やみに溶とけ、消える。

　しばしぼーぜんと佇たたずむあたし。

「……一体……なんでいきなり……？」

「援えん軍ぐんが来たからじゃないですか？」

　声はいきなり、あたしのま後ろからした。

「ぅどわっ!?」

　あわててあたしがふり向けば、黒いローブに身を包み、闇に佇む人影ひとつ。

「──ゼロス!?」

　あたしは思わず声を上げていた。




　そう──

　そこに立っていたのは、かつて、とある事件でかかわった、自他ともに認める謎なぞの神プリ官ースト、ゼロスくん。

「やー、おひさしぶりです。リナさん、アメリアさん。……けど、あのくらいの相手なら、ひとりで倒していただかないと……」

「『おひさしぶりです』ぢゃなぁぁぁぁいっ！」

　叫さけんであたしはゼロスの胸むなぐらつかみ上げる。

「……ちょっ……！　ちょっとリナさんっ!?」

「あんたねぇっ！　一体どゆーつもりでまたまたのこのこ出てきたわけっ!?　温厚なあたしはたいして気にもしてないけど、ゼルガディスなんて、もぉ、かんかんに怒おこってるわよっ！　……たぶん……」

「……そーですか……いやー、困りましたね、それは……」

　あたしに胸ぐら摑つかまれたまま、たいして困ってもいないよーな口くち調ようで言う。

「……ったく……」

　つぶやいて、あたしはゼロスから手を離はなす。こいつの胸ぐらひっ摑んだところで、ただ、こっちが疲つかれるだけである。

「……それで？　今度は一体何の目的で出てきたわけ？　今の登場からして、『たまたま通りかかった』ってようすじゃなかったけど」

「もちろん──」

「秘密なんですか？　やっぱり」

　横から口をはさむアメリアに、彼はにっこり笑みを浮うかべ、右手の人さし指を立て、

「その通りです」

「……あ……そう……」

　あたしは小さくつぶやいた。

　たぶんこの件けんでこれ以上、こいつにつっこんで聞いてもムダだろう。

「そいじゃあ質問変えるけど、とりあえず、これから何をしたいわけ？」

「とりあえず──リナさん、あなたといっしょにしばし、旅をします」

「正気なのっ!?」

　悲鳴に近い声を上げたのはアメリアだった。

「あなた……リナといっしょに旅するなんてっ!!」

「……をい……」

「そりゃあ、わたしやゼルガディスさんは、ある程度覚かく悟ごもできてるし、ガウリイさんはあヽあヽだから、現実に気づいてないみたいだし」

「……こらっ！　アメリアっ！」

「あなたにどういう事情があるかは知らないけど、人生投げるにはまだ早いわよっ！」

「あんたねえっ！　そこまで言われるおぼえはないわよっ！」

　しかし、あたしの上げた抗こう議ぎの声に、彼女は冷たい視線を送り、

「……じゃあ聞くけど、リナ、あなたまさか、平へい穏おんな人生送ってるつもり？」

　……[image: ]っ……

　そーゆー反はん撃げきをされると……

「……いや……まーそれはともかく……けどゼロス、いくらここであたしやアメリアが説得したって、今さら気を変えるつもりはないんでしょ？」

「むろんです」

　あっさりと言うゼロスくん。

　説得は無理と悟さとったか、アメリアは大きく息をついた。

「──とはいえ、やっぱし問題はゼルガディスよねー……」

「怒ってたもんねー。ゼルガディスさん」

　あたしの漏もらしたつぶやきに、アメリアもしみじみうなずいた。

「そんなに怒ってました？」

『うん』

　同時にあたしとアメリアは、声をハモらせ、首を縦に振ふる。

「いやぁ。いけませんねー。人間もっとおおらかに生きなくちゃ」

「あんたねぇっ！　あぁぁんなことやっといて『人間もっとおおらかに』で、世の中通ると思ってんのっ!?」

「あ。だめですか。やっぱり。はっはっはっ」

　……気楽に笑うなよ。

「けど、あれには、合キ成メ獣ラをもとに戻もどす方法、なんてのは載のってませんでしたよ。単につくりかたが書いてあっただけで」

「問題は、そのセリフをゼルが信じてくれるかどうか、よね。……ま、がんばって説得してちょーだい」

「フォローしてくださらないんですか？」

「……あのね……今のあんたのわけのわかんない話聞いただけで、一体何をどぉフォローできるわけ……？」

「そこはそれ、蛇じやの道は蛇へびというか、魚うお心ごころあれば水みず心ごころというか」

「……またわけのわからんことを……」

「──わかったわ」

　あたしのつぶやきとは逆に、言って力強くうなずくアメリア。

「……えっ!?」

「納なつ得とくしたんですかっ!?　今ので!?」

　ゼロス当人までもが思わず問い返す。

　彼女はふたたびうなずいて。

「わかったわ。ここで話しこんだところで、どうにもならない、ってことがね」

「……まー、そーだけどね……」

　言ってため息つくあたし。

「ともあれ、今日はとりあえず宿に帰りましょ」

「賛成です」

「同感」

　三人はめいめい首を縦に振り、そろって夜の道を歩みはじめた。

　……しかし……

　──ヴェゼンディに来い──

　宿への道を戻もどりつつ、あたしの頭の中には、ズーマの残したそのひとことが響ひびいていた。

　むろんあんなのと二度と会いたいとは思わない。

　一いつ瞬しゆん、『聞かなかったことにしよう攻こう撃げき』というのも思いついたのだが、あのことばはアメリアやゼロスも耳にしているはず。

　……来なければ……誰だれかが死ぬ……か……

　むろんその『誰か』というのは、あたしたちのことではないだろう。

　おそらく、ヴェゼンディの町の誰か。

　そう──

　来なければ、見せしめに、無関係な人間を殺す。

　ズーマはそう言ったのだ。

　……えぇいっ！　行くっきゃないかっ！

　暗い夜道を行きながら、あたしは半ばヤケクソ気味に決意を固めたのだった。




「よお。おはよー」

　その翌よく朝ちよう。

　ゼルガディスより先に起き出して来たのはガウリイだった。

　剣の腕なら文句なしの男だが、あいにく脳ミソはゼリーでできている。

　宿の一階にあるメシ屋。

　あたしとアメリア、そしてゼロスのついたテーブルに、まったくいつもと変わらぬ様子でつく。

「やー、きのうはなんか、よく寝ねたわ。さて、と、今日の朝メシは……」

「……をい……」

「何か用か？　リナ」

　しゃあしゃあと問いかけるのに、あたしはゼロスを指さして、

「あんたねえっ！　せっかくこいつがない知ち恵えしぼって、意外な演出しよーとしてんのに、そぉれを無視するなんてっ！」

「……あの……ない知恵……って……？」

　ゼロスが何やらつぶやくのを無視し、

「せめてお義理にでもつきあいにでも、『きさまっ！　どうしてこんなところにっ！』とか、『よくもおめおめ顔が出せたなっ！』とか言ってやんなくちゃかわいそーでしょーがっ！」

「……あの……もーいいです。リナさん。……なんだかだんだん悲しくなってきましたから……」

「よくないっ！　いーこと、世の中には……」

「まあ待てよ。リナ」

　なおも言いつのろうとするあたしのことばをガウリイが制した。

「驚おどろく驚かん、というより先に、解決しなくちゃならん問題があるだろーが」

「……うっ……まあ……確かに……」

　ガウリイは、真しん剣けんな目で、ゼロスを正面から見すえ、

「そもそも──こいつ誰？」




　ずがしゃぁぁぁっ！




　まともにイスごとひっくりこけるゼロスくん。

「……ほ……本気で言ってるんですかっ!?」

　なんとかふたたび体勢をたてなおすゼロスに、アメリアは沈ちん痛つうな表情でうなずきながら、

「……彼はいつだって本気よ……不幸なことに……」

「あんたねえっ！　ガウリイっ！　まさかこいつのこと、忘れちゃったわけじゃーないでしょーねっ」

「ほら、ガウリイさん、前に、邪じや悪あくの宗教団体と戦った時……」

　横からフォローを入れるアメリア。

　ガウリイはしばし考えて、

「──おおっ！」

　言って、ぽんっ！　と手を打った。

「そうそう！　覚えてる覚えてる！」

　超ちよう巨大うそつき。

「なんて名前だっけ？」




　どごがぁぁぁぁっ！




　ふたたびひっくりかえるゼロス。なかなかリアクションの大きい男である。

「ぜんっぜんおぼえてないじゃないのぉぉぉぉっ!?」

「……いやぁ……だってさぁ……」

　ガウリイは、ぽりぽり頭を搔かきながら、

「オレ、そいつの名前とか、紹しよう介かいしてもらったことないんだぜ」

　…………

　あ……そーいえば……

　前回の事件でガウリイとゼロス、ほとんど入れ違ちがいやってたんだっけ。

　なおかつこの二人が顔を会わせたのはわずか二回。それもごくごくわずかな時間で、互たがいの紹介などもしていない。

　ゼロスの方には、ガウリイのことをあれこれ話しもしたのだが。ガウリイには、『言ってどーなるもんでなし……』などと思って、ゼロスのことは話さなかったっけ……

　そう考えれば、これでガウリイがゼロスのことを覚えているほうが不思議である。

「……ゼ……ゼロスといーます……よろしく……」

　疲つかれた声で言うゼロス。

「ガウリイだ。よろしくな」

　カルい口くち調ようで彼は言った。

　……やれやれ……

　本番のゼルガディスを前に、すでにじゅーぶん疲れたよーな気がするぞ……

　あたしが思ったそのとたん。

「きさまっ！　なんでこんなところにいるっ!?」

　声は、あたしの後ろからした。




「ゼル！」

　まっ白いコートとズボン。今は、おそらくひとの目を嫌きらってだろう。目ま深ぶかにかぶったフードとマフラーで、目の部分を除く顔のほとんどを隠かくしている。

　かつて、とある魔ま道どう士しの手によって、石ゴ人ー形レム、邪ブロウ妖・デ精ーモンと合成させられた魔戦士で、今は人間に戻もどる方法を探し、あてのない旅を続けているのだが……

　ここしばらくは、あたしたちといっしょに行動をしている。

　彼はゆっくりとした足取りで歩みを進めた。

　ゼロスに向かって。

「ちょっとゼルっ！　おちついてっ！　れーせーにっ！」

「ゼルガディスさんっ！　早まっちゃあいけませんっ！」

　あたしとアメリアの制止を無視し、彼はゆっくりと歩みを進め、ゼロスの横で、ひたりっ、と足を止めた。

「……よくもまあ、おめおめと顔が出せたもんだな？」

　言うなり──

　そのままひょいっ、と身をひるがえし、まるで何ごともなかったかのように、ガウリイの隣となりにこしかける。

　口もとを覆おおうマフラーを下げ、

「……さて……と……今朝の朝メシは……」

「…………あの…………ゼル…………？」

　あたしの漏もらしたつぶやきに、彼は口の端はしに笑みを浮かべ、

「一応果はたしたぜ。お前さんの言う『お義理』と『つきあい』は」

　…………

「聞いてたの!?　あたしたちとガウリイの話!?」

「まあな」

　いけしゃあしゃあと言い放つ彼。

　……こいつ……一体いつの間にこんな、お茶ちや目めになった……？

　あなどりがたしッ！　ゼルガディス！

「……怒ってないんですか？」

　不安な顔で問うアメリアに、彼はいたってへーぜんと、

「……俺おれが怒ったくらいで反省するような奴やつじゃないだろ。だったら腹を立てるだけ無む駄だだ」

「……なんだ……」

　なぜか残念そーな声でつぶやくアメリア。

　一体何を期待しとった？　お前は？

「……あのー……」

　そんな中、ぽそり、とつぶやくゼロスくん。

「……なんだか、ないがしろにされてるよーな気がするのは、僕ぼくの気のせいなんでしょーか……？」

「いーえ。事実そのとーりよ」

　きっぱり言い切るあたしのことばに、何やらぶつぶつつぶやきながら、スプーンでシチューをかき回しはじめるゼロスくん。

　……すねるなよ……

「ま、正直言って、狙ねらってたことは事実だがな」

　やはり平然と言うゼルガディス。

「……狙ってた？」

　問い返すあたしに、こくり、とうなずき、

「ああ。俺ひとりであちこちうろうろ探すより、どうやらお前さんといっしょに旅でもしてる方が、手がかりの方から飛び込んで来てくれるようだからな。

　実際──

　こうやって、ゼロスの奴も、むこうの方からやって来た」

　……なるほど……

「それで──だ。ゼロスさんよ」

　言ってゼルは、ゼロスの方に向きなおる。

　心なしか、微びみ妙ように口くち調ようが変わっていた。

「正直に答えてもらう。あんたが燃やしたあヽれヽは、俺には何の役にも立たないシロモノだったのか？　それとも……？」

　じわりっ、と、彼の全身から殺気がにじみ出す。

　──やばいっ。ゼロスの返答しだいでは──

「むろんです」

　しかしあたしの心配をよそに、彼はあっさり首を縦たてに振ふる。

「どんな美お味いしいミックス・ジュースのつくり方がわかっても、そこからオレンジ・ジュースだけを取り出すことはできないでしょう──そういうことです」

「…………」

　ゼルはしばし、ゼロスの目をじっと見つめていたが、

「──ま、確かにスジは通ってるな」

　小さく笑みを浮かべて言う。

「それはまあそれでいいとして、だ。あんた、何だってこんなところにいる？」

「それは──秘密です」

　人さし指を一本立てる、お得意のポーズで言うゼロス。

「わたしたちといっしょに旅をするんだって。──と、いうよりリナさんと」

『なにぃっ!?』

　横から言ったアメリアのことばに、同時に声を上げるゼルとガウリイ。

「……おいおいおい、あんた、正気か!?」

「いやー。それだけはやめといた方がいいと思うな。オレは」

「ああ。忠告してやる義理はないが、言っといてやる。やめとけ」

「そうそう。人生投げてどーするんだよ？」

　二人は交こう互ごに語りかける。

　……あ……あんたら……あたしを一体何だと……？




「──問題が、ひとつあってね」

　あたしが口を開いたのは、全員の朝食がテーブルに運ばれ、ゼロスへの説得がムダだと、みんなが知ったあとのこと。

　何をどう言ったところで、『理由は言えない、ともかくついて行く』の一点張り。

　それでとうとう、ガウリイもゼルもあきらめたのだ。

「……問題……？」

　パンにべーコンと野菜をはさんでかじりつつ、おうむ返しに問うガウリイ。

　あたしはしばし口ごもり、

「……ええ………ぢつはきのうの夜、ちょっと外出したんだけど……」

「……また盗とう賊ぞくいじめか……？」

　あきれた口調で言うガウリイに、あたしはすなおにうなずいた。

「……面おも白しろいか？　クズどもをいたぶるのは？」

「すっごく面白い」

　きっぱり言い切るあたしのことばに、とりあえずゼルの方は沈ちん黙もくした。

「……まあ……途とち中ゆうでなりゆきで、アメリアといっしょになったんだけど、野や盗とうたちをぶち倒して、その帰り道よ……出てきたのは」

「ゼロスがか？」

　ガウリイが問う。

「ゼロスもいたけど………………ズーマも……」

『なにぃぃぃぃっ!?』

　またもや声をハモらせるガウリイとゼル。

　あ。めずらしくガウリイが、ひとつの名前おぼえてた。

　ゼルの方も、どうやら名前を聞いたことぐらいはあるようである。

「ズーマって……あヽのヽズーマかっ!?」

「そ。そのズーマ」

　問うガウリイに答えるあたし。

「……聞くが……両手は……？」

「……ちゃんと二本あった……」

「……そーかー………やっぱり二本あったかぁぁぁ………」

　誰にともなく言って頭を搔かくガウリイ。

　とりあえずあたしは話を続ける。

「──ま、それで、よ。

　結局ズーマの奴、ゼロスが来たもんで逃にげ出したんだけど……

　その時に、ちょっと捨てゼリフ残してってね……

　──ヴェゼンディに来い、来なければ、誰かが死ぬ──」

「行くしかありませんっ！」

　力いっぱいこぶしをにぎりしめ、叫さけんでイスから立ち上がったのは、言うまでもなくアメリアだった。

「たぶんあいつは、わたしたちが行かなければ、きっとヴェゼンディで人を殺しますっ！　それも見せしめのためだけにっ！」

「……ちょっ……ちょっとアメリアっ！　ンなぶっそーなセリフ大声でっ……！　ほかのひとたちがこっち見てるわよっ！」

　あたしの声が耳に届とどいたか、届いていないか、かまわずことばを続ける彼女。

「そのことを知ってしまった以上、見すごすわけにもいかないわっ！　いかに世の中広しといえど、彼を止めることができるのは、わたしたちしかいないのよっ！」

「わかったからっ！　アメリアっ！　行くっ！　行くからすこしおちついてっ！……ガウリイっ！　ゼルっ！　ゼロスっ！　あんたらもぼーっと眺ながめてないで、止めるとかなんとかしなさいよっ」

　かくて──

　何やらうやむやのうちに、あたしたち一行は、ヴェゼンディ・シティへと向かうことになったのだった……




　ヴェゼンディ・シティ。

　カルマート公国のやや西寄りにある、かなり大きな町である。

　ラルティーグ、ディルスへと続く街道の分ぶん岐き点てんにあり、昔むかしから、交こう易えきの町として栄さかえている。

「──あまり気は進まんな……」

　そのヴェゼンディを目前にして、いきなしそう言い出したのはゼルガディス。

「………どーしたのよ？　今になって？」

　歩み止めず、問うあたし。

　一行は今、町へと続く街道を行く途とち中ゆうである。すでに丘おかのむこうには、ヴェゼンディの町並なみが見えている。

　このあたりになると、さすがに街道もきちんと整備されており、人だの馬車だのがひっきりなしに行き来している。

　ゼルはやはり、フードとマフラーで、顔のほとんどを隠かくしたまま、

「いつかも言ったが──昔、いろいろとやってるんでね。こういった大きい町にはあまり入りたくない」

　……なるほど……

「だいじょうぶですっ！」

　またまた根こん拠きよのない断言をしたのはやはりアメリアだった。

「正義を愛する心があれば、きっとなんとかなるもんですっ！」

「そんなものはない」

「…………」

　あっさりゼルにいなされて、思わず沈ちん黙もくする彼女。

「なぁに。気にすることないって」

　次に口を開いたのはガウリイである。

「そんなふうに顔を隠してりゃ、絶対わかりっこないって。実際、その格好してるあんたと町の中ですれ違ちがったって、オレなら全然気づかねぇよ」

　……おまいだけだ……そーゆーのは……

　説得力、とゆー単語を知っとる奴はおらんのかっ!?　ここにはっ!?

　さすがにこれにはどう答えていいのかわからずに、しばし眉まゆを寄せ、沈黙するゼルガディス。

「──なら、町の外にでもいればいいじゃないですか」

　いきなし不人情なセリフを吐はいたのはゼロス。

「こぉらゼロスっ！　あんたねぇっ……」

「──とは言っても、リナさんたちといっしょにいた方が、やはりなにかと有利だ、と思っていらっしゃるのなら、町に入ればいいわけですし。

　あなたが昔、どんなことをやっていたのか、はたまたどれくらいの知名度なのか、僕は知りませんが、金さえ出せば泊とめてくれる宿屋なんて、どこの町にもあるもんです。

　結局はゼルガディスさん、あなたがどちらを選ぶか、ですね」

　彼のことばに、ゼルは小さく鼻を鳴らす。

　たぶん──苦笑したのだろう。

「……確かに、な。あんたの言う通りだ。

　──わかった。町に入るよ」

「わかってくれてうれしいわっ！」

　言って満足げにうなずくアメリア。

　……あんたが説得したわけじゃないだろーが……




　……ざわり……

　道ゆく人々が、一いつ瞬しゆんざわめいたような気がした。

　あたしたちが、ヴェゼンディ・シティに入ってすぐのことである。

　花を売ってるねーちゃんが、あるいは屋や台たいのおっちゃんが、はたまた道行くにーちゃんが、あたしたちの方に注目してるよーな気がしてしかたない。
















「……なんか……目立ってない？　わたしたち？」

　アメリアが小声でぽつりとつぶやく。

「ああ……確かにな……」

　警けい戒かいの色を声に込こめ、ゼルガディスはうなずいた。

　一方、堂々としているのがガウリイとゼロス。

　──もっとも、ガウリイの方は、『ぼーっとしてる』と言った方が正確だろーけど……一行が、しばし通りを進むうち──

「──なあ」

　あたしに声をかけてきたのは、としのころなら十二、三。まだ声変わりさえしていない男の子。

　世間でよく言うなまいき盛ざかり。むしょうにどつき倒たおしてやりたくなるとしごろ、という奴やつである。

「……何か用？」

　足を止め、尋たずねるあたしを、男の子は、しばしじっと眺ながめてから、

「──ねーちゃん、ひょっとして、リナ＝インバースとかって名前か？」

　礼れい儀ぎもくそもない口調で彼がそう聞いたとたん。

　ざわざわっ。

　またもやあたりの人間がざわめく。

　──何だ何だ？

　実は以前に一度、私し怨えんから、手配をかけられたことがあったのだが、その時の雰ふん囲い気きになんとなく似ている。

　……まさかとは思うけど……

「……そうよ……」

　警けい戒かいしつつ、あたしが答えたその瞬しゆん間かん。

　どぉぉぉっ！

　ロコツなどよめきがあたりに起こる！

　なんだなんだなんだっ!?

　あたりの人間の、あたしたちを見る目つきがモロに変わっていた。

　をいをいっ！

「やっぱりそうだ！　人数がひとり多いから、違ちがうかなー、なんて思ったんだけど……」

　あたしの内心の動どう揺ようをよそに、目の前の少年はことばを続ける。

　……はて……？

　もしあたしたちが前みたいに、凶きよう悪あく犯はんとして手配されているのなら、こんな子供がなれなれしそーに話しかけてくるはずもないが……

　一体何がどーなっているのか、あたりには、やじ馬たちまで集まって来ている。

「ところでね、ねーちゃん、頼たのみが……」

「ちょっと待ちな。ぼうや」

　少年のことばも終わらぬそのうちに、人ごみの中から、ずいっ、と一歩踏ふみ出したのは、ごろつきふうのひとりの男。

　ただし、あんまし強そうには見えない。

　男は少年に向かって、

「いいか、このおねえちゃんたちを見つけたのは、おじさんの方が先なんだ」

「何言ってるのよっ！」

　次に声を上げたのは、そこいらにいたおばちゃんＡ。かなり太りぎみで、ド派手なピンクの服が似合ってない。

「そんなこと言うなら、このあたしの方が先だよ！」

　言うなり──

「それなら俺おれが先だっ！」

「いーやあたしがっ！」

「オレだっ！」

　いくつもの声が一いつ斉せいに上がった。

「ちょっ……!?　ちょっと!?　どーゆーことよっ!?」

　思わず声を上げるあたし。

　……誰も聞いてないでやんの……

「ちょっと！　ちょっとぉっ！　どなたかぁっ!?」

「あたしだっ！」

「いーやおれが先にっ！」

　…………ぷちっ。

「二つ前の通りからこいつらを……」

「わしなんか町の入り口から……」

「爆バー煙スト・舞ロンドっ！」




　きゅどごどぶどどごばどぉんっ！




　……しぃぃぃぃぃぃん……

　あたしが放った一いち撃げきに、さすがにあたりが静まりかえる。

　見た目はハデだが、威いり力よくの少ないこの術、こーゆーハッタリに使うには便利である。

　……まあ……さっきのガラの悪いにーちゃんが、そこでコゲたままぴくぴくしてる、という説もあるのだが、黙だまっていりゃあわかんないだろう。

　──たぶん。

「──それで？」

　あたしは両手を腰に当て、ぐるりっ、と町のひとたちを見回した。

　ずざざざっ、と、集まった人たちが大きく後ろに退さがる。

「一体あたしたちに何の用？　なんだってみんなモメてるわけ？」

　…………しーん…………

「……あ……あのさぁ……」

　おずおずとした声がかかったのは、かなり長い沈ちん黙もくが落ちたあとのこと。

　見れば、最初に声をかけてきた、あの男の子である。

　恐きよ怖うふの色の浮うかんだ瞳ひとみで、やや遠まきにあたしを見ながら、

「……じ……じつは……ラドックさんが、リナ＝インバースを見つけて連れてきた奴やつには、金貨をやる、っていうから……」

　言いつつ、ズボンのポッケから一枚の紙を取り出し、おそるおそるあたしに手渡した。

　たしかに──

　見ればそこには、リナ＝インバースとその一行を、当とう屋や敷しきまで連れてきた者には賞金をやる、などと書かれている。

　賞金額は、それほどおどろくほどのものではないにしろ、ごくふつーに暮くらすひとたちにとっては、かなりおいしい額だった。

　その下に、あたしとガウリイ、そしてアメリアとゼル、四人のざっとした特とく徴ちようが文章で記しるされているのだが──

　特徴などといってもいたっておーざっぱなもので、ゼルなど単に『白い服を着た、背の高い男』としか書いてないし、つい二日ほど前から旅に加わったばかりのゼロスのことなど書かれてもいない。当り前だが。

　ただ、さすがにあたしの特徴は──

「──行きましょう」

　くしゃっ、とその紙をにぎりつぶし、あたしは固い決意を込こめてそう言った。

「案内してくれるわね。その、ラドックとかいう男のところまで」

　あたしのことばに少年は、かっくんかっくんうなずいた。

　瞳ひとみに恐きよ怖うふの色をたたえたそのままで。

「とりあえず行ってみるわよっ！　みんなっ！」

　言ってふり向くあたしの目が点になる。

　たぶん、あたしが術をぶちくらわした時からだろう。

　ガウリイたちは、あたしのそばから遠く離はなれ、通りの陰かげからこそこそと、こちらの様子をうかがっていた。

　……他人のふりをするか……おまいら……




「ここだよ」

　彼があたしたちを案内したのは、一軒けんの、やたらりっぱな家の前。

　どれくらい立派かというと、ガウリイさえもが思わず『へぇ……』などと小さくつぶやいたほど。

　なおかつ、こーいったところによくありがちな、成なり金きん趣しゆ味みがカケラもない。

　金は持ってるはセンスはいいわ。

　典型的な、「陰でトモダチに悪口言われてるタイプ」とゆーやつだろーか。

　ここまでやって来る道すがら、案内をたのんだ男の子に聞いたのだが、ここのあるじ、ラドック＝ランザードは、この町屈くつ指しの商人だということである。

　──もっとも、十年ほど前──先代が生きていた頃ころには、この町『随ずい一いちの』商人だったらしいが。

　よくいる、芸のない二代目、といったところだろう。

「──俺はここで別れる」

　門のすぐ目の前まで来て、そう言い出したのはゼルガディス。

「……ちょっとゼル、あんた……」

「考えてもみろ」

　あたしのことばをさえぎって、

「もしここに入って、飲のみ物ものか食い物でも出されてみろ。俺はこのマフラーを取らなくちゃならなくなる。あまり人前に顔は晒さらしたくない」

　……そっか……

「あ。じゃあさ、どっかで宿取っててよ。話が終わったら外に出て、このあたりぶらつくから。それならいいでしょ？」

「──ああ」

　言ってくるりと背を向ける彼。

「──さて、と……行きましょうか」

「うんっ！」

　あたしのことばに、男の子はひとつうなずいて、屋や敷しきの門もん番ばんに声をかける。

「リナってひと、連れてきたよ」

　そのひとことで、あたしたち一行は屋敷の中へと通されて、男の子のほうは、門番から、金貨を受けとり、ほくほく顔で帰って行った。

　奥にある、応接室らしき場所に通されて、お茶さえ出されず待つことしばし──いや、かなり。

　ようやく部へ屋やの扉とびらが開いて、入って来たのはひとりの老人。

「──もうすぐラドック様がおみえです」

　あたしが文句を吐はき出すよりも一いつ瞬しゆん早く、言って部屋の隅すみに立ち、ちらり、とあたしたち一同に視線を走らせた。

　おそらく執しつ事じなのだろう。銀ぎん髪ぱつなのか、白はく髪はつなのか。白い髪かみをうしろになでつけた老ろう紳しん士しである。

「……話をする気がないなら帰りたいんだけど？」

「おいでになりました」

　つぶやいたあたしのことばをまるっきし無視し、彼はふたたび扉を開く。

「あんたがリナ＝インバースか!?」

　ほとんどケンカの口くち調ようで言いながら入ってきたのは、としの頃なら四十すぎ、黒い髪に一すじ、白しら髪がの混じった中年男。

　容よう貌ぼうはかなりハンサムな方で、としのわりには体形もスリム。

　おそらくこれが、当主のラドック＝ランザードだろう。

　右手には、何やら一枚の紙をにぎりしめている。

　そのすぐ後ろに続き、一人の青年が入って来る。

　こちらは二は十た歳ち前後といったところだろう。黒い髪のハンサムで、親子か何かなのだろうか、先に入ってきた中年おっちゃんと似た面おも影かげを持っていた。

　おっちゃんは、あたしたちの方につかつかつかっ、と歩み寄り、

　ばんっ！

　テーブルに右手を──手にした紙を叩たたきつけた。

「わたしがラドック＝ランザードだっ！」

　憎にくしみすらこもった口調で言いながら、空あいているいすにこしかける。

「それで!?　こりゃ一体どういうことだっ!?」

　言いながら、さきほど自分が叩きつけた紙を、あたしに向かってテーブルの上をすべらせる。

「……何のことよ？　一体……？」

　不きげんな声でその紙を手に取り──

「────!?」

　目を通すなり、あたしは思わず絶句した。







　ラドック ＝ランザード

　　お前を殺す 。

　　死にたくなければリナ ＝インバースを雇やとえ 


ズーマ 　　　









　その下には、ゼロスを除くあたしたち一行の特とく徴ちようが文で書かれている。

「ズーマとかいう暗アサ殺ツ者シンの名はわたしも知っている」

　ラドックは言った。

「この文から察するに、どうやらわたしは、あんたを呼ぶためのダシにされたようなんだがな!?　一体何がどうなっとるのが説明してもらおうかっ！」

　やたら高たか飛び車しやな態度で言いつのる。

　むかっ。

「まえに戦ったことがあってね」

　言いながら、あたしは手にした紙を、ぱさりっ、とテーブルの上にほうり出す。

「あたしを殺すように頼たのまれたらしいんだけど、結局しごとを果たせなくてね。……で、どうやら今でもあたしを狙ねらってるみたいよ」

「『狙ってるみたいよ』じゃないだろうがっ！」

　叫さけんでラドックは、ふたたび、どばんっ！　とテーブルをはたく。

「こっちは迷めい惑わくもいいところだっ！　あんたのとばっちりで命を狙われるなんてなっ！

　………当然、どうにかしてくれるんだろうなっ！　この始末はっ!?」

　それがさも当り前のように彼は言う。

　……こいつはぁぁぁっ！

　よーし。そっちがそーゆー態度に出るんなら……

　あたしはその場に立ち上がり、わざと冷れい淡たんな、口ぶりで、

「どうにかしてあげる義理はないわ。──行きましょ。みんな」

「なんだとぉぉぉぉぉっ!?」

　顔を怒いかりの色に染そめ、ラドックは声をはり上げた。

「おいおいリナ!?」

「ちょっとそれは、いくらなんでも……」

「考えてもみなさい！」

　ガウリイやアメリアまでもが何やら言いかけるのを制し、あたしはラドックに指をつきつける。

「なんで奴やつが、あなたにこの脅きよう迫はく状じようを送りつけたか、を」

「……それは……わたしなら、お前を探し出すだけの力を持っている、と見み越こしてのことだろうがっ!?」

「それだけかしらね？」

「──どういう意味だっ!?」

「たしかにあなたは、この町屈ヽ指ヽの資産家だし、その気になれば、あたしを探し出すことはできたでしょう。

　──現にこうやって、見つけた者には賞金を出す、って方法で、あたしたちを探し出したわけだし。

　けど──単にあたしを呼び出すためだけなら、なんだって脅迫状を送りつける相手に、この町一ヽ番ヽのヽ資産家を選ばなかったわけ？」

　あたしの問いに、ラドックは一瞬口ごもり、

「──そんなことまでわたしが知るかっ！」

　吐はき捨てるように言い放った。

「あたしの考えではたぶん──あヽなヽたヽもヽ狙ねらわれてるのよ」

「……は……？」

　彼は間の抜ぬけた声を出す。

「このズーマって暗アサ殺ツ者シン、くそめーわくな奴やつではあるけど、文句なしのプロよ。ウデも、そして根こん性じようもね。

　となればたぶん、まちがっても、無関係な人間を人ひと質じちに取るようなまねはしないわ。

　つまり──よ。ズーマは別口から、あなたの殺しを依い頼らいされた。そして、それを利用してあたしをおびき出すことを思いついた。

　そして──二人が揃そろったところで一気にかたづける。

　つまりは一いつ石せき二にち鳥ようってわけよ」

「──ちょっと待てっ！」

　あたしの言わんとしたことを、ようやく理解したのか、ラドックは悲鳴に近い声を上げる。

「そうすると……！　何か!?　あんたを護衛につけても、殺される時は殺される、というわけか!?」

　彼のことばに、あたしは首を横に振ふり、

「そうでもないわ。あたしがあなたを護衛するとしたら、あいつはまず、あたしの方を狙ってくるはずよ。もしも先にあなたを殺しちゃったら、残ったあたしがとっととどこかに姿を消す、なんてこともあるわけだし。

　つまり、あたしが生きている間は、奴はあなたに手出しはしない。

　むろん──

　あたしがあなたの護衛を引ヽきヽ受ヽけヽれヽばヽ、の話だけどね」

「まさか──見捨てる気じゃないだろうなっ!?」

「あのねぇ。あなたは、自分を守るのがとーぜんだっ、みたいな言い方してたけど、あたしはそーゆー性格の奴を、親切だけで守るために、自分の命をかけるほど、人間できていないのよ。

　わかった？」

　あたしにたたみかけられて、彼はしばし沈ちん黙もくし──

「………………わかった……」

　苦にがい口くち調ようでつぶやいた。

「なら……正式な依い頼らいとして、わたしの護衛を頼たのみたい。

　むろん依頼料は払はらう、それなら文句はないだろう？」

「それならば──」

　言ってあたしはうなずいた。

　こいつがこんな性格でなければ──あるいはこいつの配布したチラシの、あたしの特とく徴ちよう欄らんに、『胸が小さい』のひとことがなければ、タダで引き受けてもいいしごとではあったのだが。

　……まあ……確かにズーマからの手紙にもそう書いてあるんだけど……

　ぅおのれズーマっ！　許すまじっ！

　あたしはちらりっ、と変わらず後ろでひかえる執しつ事じさんと、入って来てから今までずっと、おもしろくもなさそうな表情で、壁かべにもたれたまま、あたしたちのやりとりを眺ながめている青年に目をやって、

「ところで、そちらのかたは？」

「……執事のラルタークと、息むす子このアベルだ。

　──そういえばそちらも、メンバーがひとり、違ちがうようだが？」

「あ。ちょっといろいろあってね。

　こいつはゼロスっていう、ただの怪あやしい神プリ官ーストよ」

　あたしの紹しよう介かいに、にこやかな笑みを浮うかべて小さく会えし釈やくするゼロス。

「とりあえず今は、こっちが何もしないかぎりは安全だから、あんまし気にしないで」

　ラドックは、多少顔を引きつらせ、

「……その紹介で、どーやったら気にせずにいられる……？

　──まあいい。とにかく、早速今日から、泊とまり込みでわたしの警護をしてもらおう」




「……とまあ、つまりはそーゆーわけなんよ」

　あたしがことのしだいを語り終えたのは、窓の外に見える空が、薄うす闇やみ色いろに染そまるころ。

　ヴェゼンディ・シティの下町──

　はっきし言って、あんましガラのよくないあたりに、ゼルガディスは宿をとっていた。

　部へ屋やの中は、壁かべも天てん井じようもランプのすすでうす汚よごれ、床ゆかは歩けばみしみしきしむ。ひとり部屋とはいうものの、かなり手て狭ぜまで、あたしとガウリイ、ゼル、アメリアの四人が入れば、座る場所にさえ苦労する。

　ゼロスが言っていた、『金さえ払はらえば泊とめてくれる宿屋』というやつらしいが、この部屋で、ふつーのまっとうな宿の倍近い料金だというのだから、ほとんど──もとい、まるっきしサギである。

　まあ、宿屋へのぐちはさておいて。

　あのあと。

　ラドックと依いら頼いり料ようのことで話をまとめ、とりあえずゼルにも報告しようと、ゼロスを除く一同で外に出てみれば、すでにそこにはちゃんとゼルが待っていた。

　いっしょにしごとをしないか、と誘さそってはみたのだが、泊とまり込みだと、どうしても人前に顔を晒さらすことになる、と言うゼルにしかたなく、とりあえず、彼のとっておいた宿屋へ向かった。

「しかし、いいのか？」

　あたしの話を聞き終えて、ゼルはぽつりとつぶやいた。

「いい──って、何が？」

「そのラドックとかいう男……一応依い頼らい主ぬしだろう？　そいつをほうっといて、こんな所で油を売っていても？」

「あ。それならだいじょーぶ」

　あたしはぱたぱた手を振ふって、

「ズーマの奴やつ、たぶんあのひとより先にあたしを狙ねらってくるだろーし、家のほうにはちゃんと、ゼロスって番犬置いてきたから。

　それに、あなたが泊まってるとこがわかんなくちゃ、こっちから連れん絡らくしたいことなんかがあった時、どーしよーもないし」

「なるほどな……」

　ゼルは小さくつぶやいた。

「さて──と。それじゃあ、そろそろ帰るとするわ」

　言ってあたしは、腰かけていた、固いベッドから立ち上がる。

「あんまし遅おそくなっても、ラドックがいろいろとうるさいだろうし……」

「……そうだな」

　言ってガウリイも、もたれていた壁かべから背を離はなした。

「それに何より──もうすぐ晩メシだ」

「……あんまし期待しないほうがいいかもしんないよ」

　ドアに手をかけ、あたしは言った。

「あたしたちに、あんまりいい感情持ってなかったみたいだし。……最悪、同じテーブルにつかされて、あたしたちだけ質しつ素そな食事、なんてことあるかもしんないわよ」

　などとバカ話をしつつ、あたしはドアを開け、廊ろう下かに出──

「どうしたの？　リナ？」

「……うん……なんか、ちょっとね……」

　背中からかかったアメリアの声に、あたしはあいまいな答えを返す。

　──なんだか、おかしな違い和わ感かんが一瞬あったのだが、やっぱしあたしの気のせいだったのだろーか……？

　あたしとガウリイ、アメリアの三人に続き、ゼルまでも、顔を隠かくして部屋を出る。

「見送ってくれるの？」

「いや──下に行ってメシを食う」

　……なるほど……

　こういった宿屋の例に漏もれず、ここもまた、一階が酒さか場ば兼メシ屋、二階から上が宿屋になっている。

　……まあ……このぶんじゃ、ゼルにはかわいそーだけど、食事の味も期待はできないだろーけど……

「……けど、ゼルがいるといないとでは、けっこー戦力差、おーきーんだけどなぁ……」

　暗く人の気配のない、長い廊ろう下かを行きながら、後ろのゼルにあたしは言う。

「そーだゼル！　あなた、笛ふえかなんか持ってない？」

「……笛……？」

　いぶかしげな声で問い返すゼル。

「そう。どこかであたしがそれを吹ふいたら、あなたがどこからともなく助けに来てくれるの。そーゆーやつ」

「………お前………ひょっとして俺のこと、『便利な魔マジ法ツクの・道アイ具テムの一種』とか思ってないか………？」

「思ってる」

　……はあ……

　ゼルガディスは、深い深いため息をつき、ガウリイの肩を後ろから、ぽんっ、と叩たたくと、

「……あんた……よくこんなのと旅してるな……」

「いやぁ。オレってがまん強いから」

　……テレてどーする。ガウリイ。
















　などと言いつつ、やがて一行は階段を降り──

　その場で全員が硬こう直ちよくした。

　薄うす暗ぐらく、掃そう除じされているのかどうかもあやしい店内。

　並ならんだ粗そ末まつな木のテーブル。

　それはいい。

　だが、ひとりとして人の姿が見えないというのは!?

「……なんだ……？　こりゃあ……」

「私たちの結界よ……」

　つぶやくガウリイのことばに答えたのは、知らない女の声だった。

　店の奥──闇やみがいちばん濃こいところ。

　ひとの背ほどの高さのところに、ふうわりと、白いものが浮うきあがる。

　ゆらり、とまわりの闇がゆらめいた。

　長く、乱れた黒い髪かみ。

　黒いローブに身を包み、やや猫ねこ背ぜぎみに、ゆらり、と一歩進み出る、その女（？）には顔がなかった。

　水死人のような、白くぬめったその顔には、目も鼻もなく、ただただ紅あかい口だけが、大きく笑みの形に刻きざまれている。

「──魔ま族ぞく!?」

　思わず漏もらしたアメリアの声に、そいつは老女の声で言う。

「……グドゥザと呼んでもらおうかね……階段の上にいる方はデュグルドよ……」

　言われて思わずふり向けば、一体いつからそこにいたのか、あたしたちが今しがた降りてきた階段のその上に、佇たたずむひとつの黒い影かげ。

　おかしなデザインの黒いマントに、どういうセンスか知らないが、つばつきの黒い帽ぼう子しをかぶっている。

　顔には髪かみの毛すらもなく、ただ、まっ黒い硬こう質しつのタマゴ形。

　そいつはあたしの視線に気がつくと、右手で小さく、帽子のつばを下げて会えし釈やくする。

　変なセンスをしてはいるが、どうやらナメてかかれる相手ではなさそうである。

「……それで？　魔族なんかが一体何の用なわけ？」

　グドゥザの方に向かってあたしは問う。

「──我が呼びかけに応こたえてくれたまで──」

　聞き覚えのある声は、店の戸口の方からだった。

　──まさか──!?

　……ぎ……ぎきぃぃぃっ……

　きしんだ音を立てながら、入り口のドアがおし開かれた。

「彼等は、我が旧ふるき友──」

　昏くらく染そまった空を負おい、それは静かに立っていた。

　マントが風に黒くはためく。

　以前と多少、デザインは違ちがうが、顔を覆ったターバンの下には、やはりまっ白い、悪あく魔まの仮か面めん。

　──セイグラム。








　　　二、ヴェゼンディ　今　戦いの幕まくが開く









　そう──

　そこに立っていたのはまぎれもなく、かって一度、刃やいばを交まじえた魔ま族ぞく、セイグラム。

　その時は、なんとか勝ったが、結局とどめは刺させぬまま、とり逃にがしてしまったのだ。

　……ズーマだけでも、くそいいかげんヤになってるのに、こいつまで復活するとは……

「久ひさしいな」

　セイグラムは、言ってずいっ、と歩みを進める。

　あたしたちの方に向かって。

「……元気そうね……こっちはめーわくだけど……」

　ガウリイの持つ、魔族すら断たつ光の剣の一いち撃げきにもなんとか耐たえるほどの力は持っていたが、あのダメージはかなり大きかったはず。復活までには、かなりの時が要いると思っていたのだが……

　どーやら意外にタフな奴やつだったらしい。

　しかしこちらもパワーアップはしているし、もしセイグラムの回復が不完全ならば、楽勝──とまでは言わないが、決して勝てない戦いではない。

「いつかの借りを返しに来た」

　静かな口くち調ようで言うセイグラム。

「……わざわざお仲間まで連れて、ね」

「俺おれたちは露つゆ払はらいなんだとさ」

　あたしのことばに、声は階段の上から返ってきた。

　デュグルドとかいう、あの、あやしいセンスの魔族である。

　帽ぼう子しを右手でいじくりつつ、

「あんたと、そこの金髪ブロンドの男だけは、自分の手で倒たおしたいんだとよ。俺とグドゥザは残ヽりヽもヽのヽのヽ始末、ってわけさ」

「ほぉう」

　ゼルの眉まゆが、ぴくり、と動く。

「言ってくれるな。──下級魔族ごときが」

「ムキになるなよ。合キ成メ獣ラ野郎」

　[image: ][image: ]っ！　ゼルのいちばん気にしていることをっ!?

「……なんだと……」

　ゼルのことばに殺気がこもる。

「……もう一度言ってみやがれ」

「ムキになるな、と言ったのさ。坊ぼうや」

　いきなし火花散らしてるなぁ……

「そうすると──わたしの相手はあなたねっ！」

　言ってアメリアは、店の奥に佇たたずむグドゥザを、びしぃっ！　と指さす。

「……くふ……人間の断だん末まつ魔まの苦痛か……しばらく食うておらんな……」

　ブキミなことをほざきつつ、グドゥザは、まっ赤な口を、にぃっ、とつり上げた。

「──話はまとまったな」

　言ってセイグラムは、ゆらり、と両手を左右に開く。

「ならば──始めるか」

　その手に魔力の光が灯ともる！

　今──

　魔族の結けつ界かいを舞ぶ台たいに死し闘とうがはじまった！




「ひゅうっ！」

　デュグルドが跳とぶ。階段の上から、ゼルに向かって！

　ゼルは背中のブロード・ソードを抜き放ち、口の中で呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

　──彼の持っているブロード・ソードは、いい剣ではあるが、ただの剣でしかない。本質が精ア神ス世トラ界ルの存在である魔族には、ダメージを与あたえることはおろか、牽けん制せいの役にすら立たないだろう。

　それは、ゼルも知っているはずだが……

「行くぜぃっ！」

　マントを風にはためかせ、舞まい降りながら、デュグルドは右手をゼルに向かってつき出した！

　瞬しゆん間かん、その指先に生まれた、数発の小さな闇やみのつぶてが、ゼルに向かって宙を舞う！

　あわててその場を退しりぞくゼル。

　ばづっ！

　小さく低い音を立て、闇のつぶてはゼルの足もと──木の床ゆかに、小さな穴あなをやすやすと穿うがつ。

　ほとんど同時に、ゼルの呪文が完成した。

「魔アス皇トラ霊ル・斬ヴアっイン！」

　力あることばを彼が放つと同時に、手にしたブロード・ソードの刃が、ほのかに赫あかい輝きを放つ。

　──これは!?

「なにぃっ!?」

　声を上げ、空中であわてて身をひねるデュグルド。

　ゼルが跳とんだ！

　床を蹴けり上げ、宙空の魔族に向かって、すくい上げるかのようなブロード・ソードの一撃を放つ！

　──たんっ。

　二人が着地したのは全まつたく同時だった。

「──やるじゃねえか。思ってたよりも、さ」

　静かな口くち調ようで言うデュグルド。その身につけたマントがざっくり裂さけている。

　魔族の場合、それも体の一部のはずだが。

　顔のない魔族は、ばさりっ、とマントをひるがえし──

　同時に、マントの裂け目が、すぅいっ、と消えた。

「残りものよばわりしたのは取り消してやるよ。……なるほど、ふつうの剣に魔力をこめたか……はじめて見たぜ。そういう芸は」

　そう。

　一体いつの間にどこでおぼえたのか、ゼルの使ったその術は、まさに今、デュグルドの言った通り、魔力を剣にまといつかせる術である。これならば、剣を介かいして、魔力を直接相手に叩たたき込むことができる。

　威いり力よくのほどまではわからないが、これで魔族に対しても、ダメージを与えられるはずである。

「……さてと……それならこっちも、少し本気で相手してやるか」

　言うデュグルドのまわりに、十数個の闇やみのつぶてが生まれた。




「行くわよっ！」

　言い放ち、口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、アメリアは、グドゥザに向かってダッシュする！

　武器のないあんたが突つっ込んでどーする!?

「……くふふ……そちらから来てくれるかい……」

　ざわりっ、と髪かみをゆらめかせ、グドゥザもまた、アメリアに向かって進み出た。

　アメリアが呪文を唱え終わる。

　同時に、床ゆかに落ちたグドゥザの影がずるりっ、と、アメリアに向かって大きく伸のびひろがった。

　あわてて身をかわそうとするアメリア。

　だが、わずかに一瞬遅おそく、影が彼女の足もとに届とどく！

　がぐんっ。

「!?」

　声にならない声を上げ、アメリアの体が一瞬ゆらぎ、そのままその場に硬こう直ちよくした！

　グドゥザの影の成なす技わざである。おそらく影シヤド縛ウ・スりナツプのように、相手の動きを精アス神トラ世ル界・サ面イドから束そく縛ばくしているものだろうが……

「……たわいもない……すぐに引き裂さいてやるわ」

　グドゥザが、一気にアメリアとの間を詰つめる。

　黒い髪かみがざわりっ、とうごめいて──

「烈エルメ閃キア・槍ランスっ！」

　至近距きよ離りまで引きつけて、アメリアは唱となえた術を解とき放はなつ！

　相手の精神に、直接ダメージを与あたえる術である。当たればたとえ魔族といえど、ノー・ダメージではいられない。

　しかし──！

「……ばかめ……」

　魔族は小さくつぶやき、小さく身をひねる。

　まずいっ！　これをかわされたら、アメリアに、次の呪文を唱える時間はないっ！

　だが、彼女の放った魔力の矢は、グドゥザのわずかに横を通り過ぎ──

「ブレイク！」

　その瞬しゆん間かん、アメリアが声を上げた！

　──えっ!?

　同時に彼女の放った烈エルメ閃キア・槍ランスがグドゥザのすぐま横ではじけ散る！

「がぅあっ!?」

　魔力の破片を全身に浴び、思わず叫さけんで飛び退のくグドゥザ。

　術の集中が破れたか、床ゆかに落ちていた影かげが消え、アメリアは、ふたたび動きをとり戻もどす。

　今、アメリアが使ったのは、本来なら直進するしか芸のない烈エルメ閃キア・槍ランスの力を、好きな場所ではじけさせるという、いわばアレンジ・バージョンである。呪文の意味としくみを正しく理解、把は握あくしていれば、こういうこともまた可能。

　とはいえ、術が拡散しているぶん、威いり力よくは本来のものと比くらべて、かなりダウンしているはず。グドゥザにしてみてもおそらくは、やや熱すぎるシャワーをいきなり浴びせられた、程度のダメージしか受けてはいないだろう。

　ただ単に、意いひ表ようをつかれて驚おどろき、退さがったにすぎない。

「……くっ……人間の小こむ娘すめふぜいが、生意気なまねをっ！」

　憎ぞう悪おの声でつぶやくグドゥザ。とりあわず、次の呪じゆ文もんを唱となえるアメリア。

　じわりっ、と、グドゥザが間合いを詰つめた。




　そして──

　あたしとガウリイもまた、戦いを開始していた。

　デュグルドが跳とび、アメリアがダッシュをかけたその瞬間──

「ひゅぅっ！」

　セイグラムが、両手に生んだ二つの魔まり力よく光こうを、あたしたち目がけて解き放つ！

　あたしは呪文を唱えつつ、横に大きく跳とび、かわし、ガウリイは──

　正面から、飛び来る魔力光に突つっ込んでゆく！

　光が彼を直ちよく撃げきする、まさにその寸前。

「光よ！」

　ガウリイが吠ほえた！

　刃やいばを外したロング・ソードの柄つかから、輝かがやく光の刃が生まれる！

　これこそが、持つ者の意志力を具ぐ現げん化かし、魔族すら断たつ光の剣！

「はっ！」

　気合い一いつ閃せん、ガウリイの光の剣は、飛び来る魔力光をたたっ斬きる！

　ぢっ！　ぢうんっ！

　耳ざわりな音とともに、セイグラムの放った魔力球は、いともあっさりとはじけ散った。

　ガウリイは、そのままセイグラムに向かって突っ込んでゆく！

　あたしが烈エルメ閃キア・槍ランスの呪じゆ文もんを唱となえ終わったのはこの時だった。

　しかし今は、しかけるのにはまだ早い。

　セイグラムには、闇やみを操あやつり、空間を渡る能力があったはず。今しかければ、あたしの術も、そしてガウリイの攻撃も、両方あっさりかわされる。

　ならばまず、ガウリイの攻撃を待ってから、セイグラムが姿を消し、ふたたび現れるその瞬しゆん間かんを狙ねらって、あたしの術をたたき込む！

　ガウリイが、光の剣をふりかぶる！

　そしてセイグラムが──

　跳とんだっ!?

　あたしの予想をあっさり裏切って、セイグラムは、ま上に大きく跳びあがり、ガウリイの一撃をやりすごす。

　ほとんど同時に、両手にふたたび魔力の球を生み出して──

　そのまま下のガウリイ目がけてたたきつける！

「うぁっ!?」

　あわててそれを切りはらうガウリイ。ふたたび光がはじけ散る。

　彼が二つめのそれをたたき切った時、セイグラムは、彼のすぐ横に降り立っていた。

　ガウリイが、光の剣をかまえなおすより早く──

「がぁっ！」

　セイグラムの放った蹴けりが、まともにガウリイの腹にきまっていた。

　──こいつ──速いっ！

　ガウリイの体が後ろに大きくふっ飛ぶ。

　同時にあたしは、唱となえ終わっていた烈エルメ閃キア・槍ランスを、セイグラム向かって解き放つ！

　しかし白い仮か面めんの魔ま族ぞくは、余よ裕ゆうたっぷりのしぐさで、左手に生み出した魔力光で、あたしの術を撃げき墜ついした。

「……う……くっ……」

　むこうでガウリイが身を起こす。

　どうやら、蹴りを入れられた瞬間、後ろに大きく跳とんで、威いり力よくを殺したようである。

「本気でやっているのか？」

　変わらぬ口くち調ようで問うセイグラム。

「もしそうなら──弱くなったな」

　──冗じよう談だんではない。

　回復が不完全、どころの話ではない。

　セイグラムは、かつて相まみえた時より、まちがいなく強くなっていた。




「来いよ！　坊ぼうや！」

　あざけりをこめてデュグルドが声を上げる。

「なら──望み通りにっ！」

　吠ほえてかけ出すゼルガディス。

「ひとつ！」

　デュグルドが、後ろに退さがりながら声を上げる。

　それに応こたえて、魔族をとりまく闇やみのつぶてのひとつがゼルに向かってつき進む。

　しかしゼルの魔力をこめたブロード・ソードは、それをあっさりとはじき散らす。

「ほぅ!?　ならば──ふたつ！」

　わずかに軌き道どうとタイミングをずらして放ったつぶてをやはりけちらすゼルガディス。

「ならば──みっつ！」

　しかしこれも、全く同じ運命をたどる。

　デュグルドの背が、壁かベに当たった。

　もはや後ろに逃にげることは無理！

　魔族が次のカウントをするより早く──

　ゼルの呪じゆ文もんが完成する！

「冥ゴズ壊ヴ・屍ロー！」

　床ゆかに生まれた黒い影かげが、デュグルド目ざしてつき進む！

　これが直撃すれば、精アス神トラ世ル界・サ面イドからのダメージを与あたえることができるが──

「やるじゃないかっ！」

　声と同時に、残る闇のつぶてのすべてが、向かい来る冥ゴズ壊ヴ・屍ローの黒い影にむかって降りそそぐ。

　びぢっ！

　小さな黒いプラズマを走らせ、たがいの技わざが消失した。

　そのままゼルガディスが突つっ込む！

　デュグルドを護まもるものは何もない！

　ゼルが大きくブロード・ソードをふりかぶり──

　……[image: ]んっ……

　その瞬しゆん間かん、虫のはばたきにも似た音を立て、デュグルドの体が、背中から壁に溶け込み消える！

「なにぃっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるゼル。

　がづっ！

　必殺のはずの一いち撃げきは、むなしく木の壁にくい込んだだけ。

「──危ない危ない。死ぬかと思ったぜ」

　とぼけた声は、ゼルの後ろから聞こえた。

　剣を引き抜ぬき、あわててふり向けば、床の中からせり上がってくるデュグルドの姿。

　あたりをとり巻く結界のおかげか、あるいはデュグルド自身の能ちか力らなのかは知らないがなかなか器用な芸をかます奴やつである。

　帽ぼう子しのつばを、右手でくいっ、と小さく下ろし、

「魔まり力よく剣けんと同時にあんな術を使うとはねぇ」

　言うと同時に、ふたたびデュグルドのまわりに闇やみのつぶてが生まれた。

「となると……あんまり遊びすぎるのも危ないな」

「ほざけっ！」

　叫さけんで突つっ込むゼルガディス。

　デュグルドは、こんどはその場を動かずに、闇のつぶてを一いつ斉せいに、ゼルに向かって解とき放はなつ？

「ちぃっ」

　かまわず突っ込むゼルガディス。飛び来るつぶてをなぎ払はらい──

「ぐっ!?」

　たたき落としそこなったつぶての一発が、彼の左肩に命中した。

　つづいて別の一発が、彼の右足をかすめてゆく。

「──ちぃぃっ！」

　一瞬、足をもつれさせながらも、かまわず突っ込むゼルガディス。

　そして──

　どがっ！

　ゼルガディスのブロード・ソードがデュグルドの体を貫つらぬいた！

「ぐぁぁぁぁぁっ！」

　魔族の悲鳴が響ひびいた。




「しゃぁぁぅっ！」

　グドゥザが、一気にアメリアとの間合いを詰つめる！

　ざわわっ！

　魔族の黒く長い髪かみが、彼女に向かって伸びたその瞬しゆん間かん。

　アメリアもまた、グドゥザに向かってダッシュをかけた！

　二人の間合いが一気に詰まる！

　魔族に向かってアメリアが左手をつき出した。

　瞬間──

　その左手に、グドゥザの髪がからみつく！




　ぼぎんっ！




　にぶい音が響ひびいた。

　グドゥザの笑みが深くなる。

　だがアメリアは、声を上げるかわりに、右のこぶしを魔族の腹に叩たたき込んだ！

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　同時に呪じゆ文もんを解き放つ！

「ぎぎゃうっ!?」

　悲鳴を上げて跳とび退のく魔族。もちろん髪をアメリアから離はなして。

「……き……きさま……」

　増ぞう悪おと苦痛の混じった声で言うグドゥザ。

　さすがに今の一発だけで滅ほろぶ、ということはなかったようだが、これはかなりこたえているらしい。

　──とはいえ今の攻防で、アメリアも左手を折られている。

「……正気か!?　自分の左手を犠ぎ牲せいにするなどっ!?」

「……こうでもしなくちゃ、勝てそうにないでしょ……」

　不敵な笑みを浮うかべて言うアメリア。

　むろん、痛くないはずがない。

　それが証しよ拠うこに、彼女の額には、うっすらと汗がにじんでいる。

「……なるほど……私がまちがっておったよ……」

　ぽつり、とグドゥザはつぶやいた。

　アメリアも、次の呪じゆ文もんをとなえはじめる。

「なぶり殺しにして、恐きよ怖うふと苦痛を食ろうてやろうと思ったが……そんな悠ゆう長ちようなことも言ってはおれん相手のようだね……」

　言うなり──

　グドゥザが、床ゆかに落ちた自分の影かげに両手をつく。

　……づぶりっ……

　その手が手首のあたりまで、影の中へと溶とけ込んだ。

　びくんっ！

　同時にアメリアの体が小さくふるえた。

　見れば彼女のその足もと。

　アメリア自身の影から生えたグドゥザの両手が、がっちりと、彼女の両足首をとらえていた。

　しかしそれでもかまわずに、呪文をとなえ続ける彼女。

「……くふふ……全身を砕くだいてやるわ……」

　つぶやくグドゥザの黒い髪かみが、まるで無数の細い生き物のように、ざわりっ、とうごめき、大きく伸のびる。

　それが床についたそのとたん、やはりアメリアの影の中から、ゆらめく髪が這はい出した。

　黒髪は、アメリアの足にまきつき、はい上り──

　ぴたりっ、といきなり、それの動きが止まる。

「──小こむ娘すめっ！　その術は──!?」

　ここにいたって、ようやくグドゥザは気づいたらしい。

　アメリアの唱えている術が何なのか。

　──崩ラ・霊テイ裂ルト。

　精せい霊れい魔まじ術ゆつ系けい最強の攻こう撃げき力りよくを誇ほこる術で、敵一匹にしか効かないが、精アス神トラ世ル界・サ面イドからダメージを与あたえるこの術、グドゥザくらいの魔族なら、一撃で倒たおせるほどの力がある。

　ついでに言うと、いくら魔族でも、これをかわすことはむずかしい。

　一瞬とまどうグドゥザ。

　迷っているのだ。

　自分の髪が、アメリアを倒すのが早いか。はたまた彼女の崩ラ・霊テイ裂ルトが、自分を消しよう滅めつさせるのが早いか。

　魔族は、どうやら後者と見切ったらしい。



















「……ちぃっ！」

　両手と髪をアメリアから離はなし、影かげの中から引き抜ぬいた。

　まっ白いその顔が、いきなり黒ずみ、やがて体と同じ色になる。

　逃にげる気かっ!?

　しかしこの瞬間、アメリアの呪じゆ文もんが完成した！

「崩ラ・霊テイ裂ルト！」

　こぅっ！

　青い火柱がグドゥザの体を包み込む！

　悲鳴さえも上げぬまま、グドゥザの体は、光の中で吹ふき散らされた。




「──悪かったな」

　不敵な笑みさえ浮かべつつ、ガウリイは、ふたたび光の剣をかまえる。

「あんたの癖くせが、以ま前えに戦やった時とあんまり違ちがうもんでな。ちょいと驚いただけさ」

　……こら……ガウリイ……ンな大きい口叩たたいて……

　勝算はあるのか？　勝算は？

　ここが荒こう野やのどまん中、とかいうのなら、間合いを取って竜ドラグ破・ス斬レイブの一発もぶちかましてやるのだが、まわりにガウリイたちもいるし、まがりなりにも町の中。

　おそらく異空間か何かになっているのだろう、魔族たちの張ったこの結界が、どんなつくりになっているかは知らないが、ここで竜ドラグ破・ス斬レイブをぶちまかした時、現実の──本来の世界に影えい響きようが出るかどうかもわからない。

　となれば、あんまし見境のない技を使うわけにもいかない。

　そうすると、あたしとしては、小こ技わざで横からちょっかいかけるしかないか……なるべくガウリイ巻き込まないよう注意して。

　しかたなく、あたしはふたたび烈エルメ閃キア・槍ランスを唱となえはじめた。

　そして　ガウリイが疾はしる！

　同時に、セイグラムも、ゆらりっ、と前に出る。

　確かに、今ガウリイが言った通り、セイグラムの戦せん闘とうパターンは変わっていた。

　以前のあいつなら、その場を動かず相手を引きつけ、ころあいを見て空間を渡り、あらぬ方向から攻撃をしかけていたはずである。

　──ひょっとして──

　あたしの頭にこの瞬間、ふと、ある考えが浮うかぶ。

　セイグラムの回復は、やはり不完全なのではないだろうか？　それがゆえに──空間を渡る能力は、使わないのではなく、使えないのでは？

　などとあたしが思ううち、ガウリイとセイグラムとがぶつかっていた。

「ひゅっ！」

　気合いとともに、けさがけに切り下ろすガウリイ。

　セイグラムは──よけないっ！

　ばぢぃっ！

　光だか魔力だかを撒まき散らし、光の剣の動きが止まった！

　セイグラムが、右手のひらに生んだ魔力のかたまりで、光の刃やいぱを受け止めたのだ！

　同時に魔族の右足が、ガウリイの腹を狙ねらってくり出される！

「ちぃっ！」

　すかさずガウリイも、足を使って魔族の蹴けりをなんとか防ぐ。

　すぃっ。

　セイグラムはしなやかな身のこなしで、手と足を引き、一歩後ろに後こう退たいした。

　いきおいあまってガウリイが、光の剣をふり下ろす。

　そこを狙って、ふたたび前に出るセイグラム。

　ガウリイに向かってつき出した、左手のひらに魔力の光が生まれ出る！

　その左腕を狙ねらって、こんどはガウリイが、すくい上げるように光の剣を一いつ閃せんさせた！

　しかし！

　その動きを予想していたのか、セイグラムは体を半回転させ、右手の魔力球で、光の剣の刀身を下からおし上げる！

　同時に左手を、ガウリイに向かって突つき出して──

　ばしゅぅっ！

　鋭するどい音とともに、セイグラムが左手に生んだ魔力の光が消しよう滅めつした！

　あたしの放った烈エルメ閃キア・槍ランスが直ちよく撃げきしたのだ。

　同時に大きく後ろに退さがる、ガウリイとセイグラム。

　……白状すれば、今のあたしの烈エルメ閃キア・槍ランス、セイグラムの体を狙って放ったのだが……

　二人の攻防の速さについていけず、少々狙いがはずれたのだ。

　まあ、まちがってガウリイに直撃したりしなかっただけマシと思うしかない。

　しかし──

　セイグラムの動きが、以前と比くらべて格段に速くなっている。

　接近戦で、ガウリイと、ほぼ互ご角かくに渡りあうとは……

　これでは正直言って、うかつに横からちょっかいをかけるわけにもいかない。

　そこそこつきあっているせいか、最近は、それでもなんとかガウリイの動きが見えるようになってきてはいるが、『見切る』域までは達していない。

　へたに手を出せば、ガウリイの方に術を当てることになりかねない。

　……じわりっ……

　ガウリイと、そしてセイグラム。

　ふたりはすこしずつ、その間合いをふたたび詰つめていた。




　デュグルドの悲鳴が、かすかな余よ韻いんを残して消えた。

　小さく笑みを浮うかべるゼル。

　が──

「──なんてね」

　余よ裕ゆうの声は、腹をブロード・ソードで貫つらぬかれた魔族のものだった。

「!?」

　ゼルが驚きよう愕がくの表情を浮かべたその瞬しゆん間かん。




　ごぅっ！




　二人の間で魔力が炸さく裂れつした。

　声すら上げず、吹ふっ飛ばされたのはゼルガディス。

　だがぁっ！

　そのまま、近くにあったテーブルに叩たたきつけられる！

「……うかつだねえ。坊ぼうや」

　倒たおれ伏ふしたゼルに向かって、デュグルドは、帽ぼう子しのつばを、ちょいっ、と引き下げ、語りかける。

　腹から、ゼルのブロード・ソードを生はやしたままで。

「気がついてなかったのか……？　俺のつぶてが、お前さんが剣に込こめた魔力を奪うばい取ってたことに。

　──魔力の抜けた鉄の棒ぼうなんぞ、たとえそれで体をぶち抜かれたところで、こちとら痛くもかゆくもないさ」

　言って、自分の腹からむぞうさにブロード・ソードを引き抜くと、おもしろくもなさそうにほうり出し、くるりっ、とゼルに背を向けて、こんどはアメリアたちの方に向かって歩き出す。

「──な……なるほど……な……」

　ごそりっ、と小さくゼルの体が動いた。

　デュグルドの足がぴたりっ、と止まった。

「──ほぉう」

　おもしろそうにつぶやくと、デュグルドは肩ごしにふりかえる。

　ちょうど、なんとか身を起こしたゼルが、ほうり出されたブロード・ソードを拾い上げるところだった。

　とはいえ、今のダメージはかなり大きかったらしく、ゼルの足もとはふらついていた。

「……確かに……今のは俺がうかつだったな……」

　それでもまだ、笑みを口の端に浮かべ、ゼルガディスは、ふたたび剣を構えなおす。

「なるほど、ね」

　デュグルドも、彼の方にふたたび向きなおる。

「俺もうかつだったよ、坊ぼうや。

　力かげんを間ま違ちがえた。

　ただの人間なら、今の一撃でまず確実に死んでたところだが──

　お前の体の強度を考えてなかったよ。

　──次は──」

　そして、三度。

「出し惜おしみなしで行くぜぃ」

　デュグルドのまわりに、無数の闇やみのつぶてが生まれた。




　やがて──青い魔力の火柱が消えた。

　そこにはすでにグドゥザの姿はない。

　……ふぅ……

　アメリアは小さく息をついた。

　が。その瞬間。




　ぐごぉっ！




　魔力の衝しよ撃うげ波きはの直撃をまともに受けて、彼女はまともに吹っ飛ばされた！

「っあっ!?」

　壁かべに叩たたきつけられて、そのまま床ゆかに倒たおれ伏ふす。

　術を放ったのは──グドゥザ。

　そのまっ白い顔だけが、ぽかり、と人の顔ほどの高さのところに浮かんでいた。

「……くふ……今のはさすがにこたえただろう……？」

　言うグドゥザの顔から、闇やみがざわりっ、と伸のびた。

　それは見る間に、ふたたび髪かみと体を造り出す。

「……う……くっ……」

　アメリアは、小さく呻うめき声を上げ、倒れたままで、その視線だけをグドゥザに向ける。

「なかなかやっかいな術のようだったがね……精アス神トラ体ルのぬけがらだけをおとりに残して消えてみたのさ。まんまとひっかかってくれたけどね……

　しょせんお前たち人間の使う術など、私たち魔族がその気になれば、防げんことはない、ということさ」

　ふたたび髪をゆらめかせ、グドゥザはゆっくりとアメリアに歩み寄る。

「……さぁて……それじゃあ殺してあげるかね……」

　グドゥザのまっ赫かな口が、笑みを刻きざんだ。




　そしてふたたび──

　ガウリイとセイグラムとが切り結ぶ。

　あい間まを見て、ゼルガディスやアメリアたちの方にも目をやってはいるのだが、おせじにも有利な状じよう況きようとは言えなかった。

　ゼルも、つぶてを受けた左肩を血で赤く染め、アメリアなど、倒たおれて動けないでいる。

　──どうする？　どうすればいい？

　アメリアとゼルの援えん護ごにまわるか──？

　いや、しかし、それで事態がよくなるか？

　なら、魔族の張ったこの結界を破ってみるか？

　しかし、破って何になる？

　この結界、どうやら単にあたしたちを、現実の世界から隔かく離りするだけのもののようである。

　瘴しよ気うきも何もないところからして、魔族たちのパワー・アップに使われているわけでもないし、かといって、あたしたちの能力ダウンに使われているふうでもない。

　ここでこちらから、この結界を破り、現実世界に戻もどったところで、関係のない人間を、むやみに巻き込むだけである。

　……待てよ……？

　そこまで考えて、ふと、あたしはあることに気づいた。

　ならばなぜ、魔族たちはわざわざこんな結界を張った!?

　かつて、あたしが戦った魔族の中に、なぜか無関係の人間を巻き込みたがらなかった奴やつがいたが──ひょっとして──

　ともあれこの結界、破ってみるだけの価値はありそうだ。

　すでに唱となえ終わっていた烈エルメ閃キア・槍ランスを、とりあえずグドゥザに向かって投げ放つ。

「……なっ!?」

　死角になっていたはずだが、グドゥザは小さく声を上げ、あたしの烈エルメ閃キア・槍ランスから身をかわしてこちらをふり向いた。

　……あ。そーか。

　死角も何も、もともとこいつに目なんてないんだっけ。

　ともあれ、魔族がこちらをふり向いた時には、あたしは増ぞう幅ふくの呪じゆ文もんを唱えはじめている。

　首のところとベルトのバックル、そして両の手首につけた四色の呪タリ符スマンが、うすく鈍にぶい輝かがやきを放つ。

「──魔デモン血・ブラ玉ツド!?」

　驚きの声を上げるグドゥザ。

　この呪タリ符スマン、かつてあたしがゼロスから買ったもので、驚くなかれ、術者の魔キヤ力パ容シテ量イを増幅させる、などという芸ができてしまうのだ。

　増幅の呪文を唱えるぶんの時間がよけいにかかってしまうが、術の効力はケタちがいに上じよう昇しようする。

「増ブ幅ース術トか!?──させんぞっ！　そんなまねはっ！」

　吠ほえてグドゥザは、あたしを目ざして突つっ込んで来る！

　呪文がはたして間にあうかっ!?

「手を出すな！　グドゥザ！」

　グドゥザの動きを止めたのはセイグラムの声。

「そういう約やく束そくのはずだ」

「──しかし──セイグラム──」

　グドゥザのことばの途とち中ゆうで、あたしの術が完成した！

「崩フロ魔ウブ陣レイクっ！」

　部屋を囲む、六ろく紡ぼう星せいの頂点位置に灯ともった光が、まばゆい輝かがやきをあたりに放つ！

　そして──

　……ざわり……

　光の消えたそのあとに、人々のざわめきが戻もどって来た。

　テーブルについた、いかにもガラのよくなさそーなにーちゃんたち。すでに酔よっぱらいまくってるおっちゃん。テーブルに、料理を運ぶおやじさん。

　その視線が、一いつ斉せいにあたしたちに集まった。

　彼らの目から見るならば、いきなしこの場に、あたしたちの方が出現したように見えただろう。

　むろん、セイグラムたち三体の魔ま族ぞくも、こちらに出現してきている。

「──ちっ！」

　小さく舌を打つセイグラム。

　その一いつ瞬しゆん、わずかに生まれた動どう揺ようの色を逃にがさず、ガウリイが上段から切りつける！

　間かん一いつ髪ぱつ。またもや右手に生んだ魔まり力よく塊かいで、一撃を防ぐセイグラム。

　だがその瞬間。

　ガウリイは、セイグラムの横をすり抜けざまに、光の刃やいばと魔力塊との接点を軸じくに剣をひるがえし、剣の柄つば頭がしらをセイグラムの、白い仮面に叩たたき込んだ！

　ばぎんっ！

　かたいものの割れる音。

「っぐぁっ！」

　声を上げ、右手で顔の仮か面めんを押えたまま、大きく退さがるセイグラム。

「退ひくぞっ！　グドゥザ！　デュグルド！」

「──ちっ。いいところで……」

「……しかたがあるまい……」

　三体の魔族はその身をひるがえし、店の戸口から外に飛び出した。

　いまだに事態を理解していない、人々のざわめきだけをあとに残して。
















　むろん、あたしたちはその場を動かない。

　うかつな深追いをすれば、反はん撃げきを食うのは目に見えてるし、それに何より、倒たおれたままのアメリアをほうり出していくわけにはいかない。

「──アメリア！」

　あたしは彼女にかけ寄った。

「……だい……じょうぶ……よっ……」

　苦しげな口くち調ようで、根こん拠きよのない強がりを言う。

「無理しないでったら」

　言いながら、そっと彼女を抱き起こす。

　左腕を折られ、ほかに外傷はなさそうだが、魔まり力よく衝しよ撃うげ波きはの直ちよく撃げきは、かなりこたえたようである。

「……だいじょうぶ……今……呪じゆ文もん唱となえるから……」

　言ってアメリアは呪文をつぶやきはじめる。

　──復リザレ活クシヨン。

　回復系列では最大の術である。──と、いうことはやはり、決して小さなダメージなどではなかったらしい。

「……どうだ？」

　言って歩み寄るゼルガディス。こちらもやや足もとがおぼつかない。

「……自分で回復の呪文かけてる。

　ゼル、あんたもこっち来て。肩の傷。なおしたげる」

　あいているほうの手で手まねきするあたしに、彼は首を横に振ふり、

「──いや。これくらいなら自分で治なおせる」

「……治せる……って、ゼル、あんた回復の術なんて使えたの？」

「治リカ癒バリイくらいなら、な。しばらく前にそいつに教えてもらった」

　言ってアメリアを目で指して、口の中で呪文を唱えはじめた。

「……おい……あんたら……」

　店のおやじさんらしきひとが、おずおずと、あたしたちにことばをかける。

「……一体、何がどうなっとるんだ？　いきなり何もないところから出てきたが……それに今、外に出て行った連中は……？」

「……まあ……ちょっといろいろ、わけありでね……」

　あたしは、ことばを濁にごすしかなかった。




　あたしとガウリイ、そしてアメリアの三人が、ラドック＝ランザードの家に戻もどったのは、完全に日が落ちたあとのことだった。

　ゼルはひとり、あちらの宿に泊とまっている。

「……ほんとーにだいじょーぶ？　アメリア？」

「だいじょーぶよっ！」

　ダメージといっしょに気力も回復したらしく、ガッツポーズで言う彼女。

「今回は、相手の能ちか力らがわからず不覚を取ったけど、次に出会ったその時こそが、悪が滅ほろびる時なのよっ！」

　などとことばを交かわしつつ、あたしたちはランザード邸ていの門をくぐった。

　家の奥へと歩みを進め──

「……いやぁ。しかしあなたもたいへんですねぇ。はっはっは」

「いえいえ、これもあるじに仕えるもののさだめのようなもんですからの」

　ゼロスと老人とのかわすカルい声が聞こえてきた。

　声のする部へ屋やをひょいっ、とのぞき込めば、あのラルタークさんとかいう執しつ事じとチェスなどやりながら、にこやかに談笑するゼロスの姿。

　むかっ。

　やつ当たり気味の怒いかりがわき起こる。

　……こいつ……ひとが死にそーになりながら戦ってた時に、のほほーんとチェスなんぞやって……

「くぉらっ！　ゼロス！」

　あたしは思わず声を上げていた。

「──やぁ。お帰りなさい、みなさん」

　いつもと変わらぬ笑顔を向けて、にこやかな声で彼は言った。

　むかかっ！

「『お帰りなさい』ぢゃないっ！　たいへんだったのよっ！　こっちはっ！」

「へぇ」

　変わらぬ調子であいづちをうち、チェスの駒こまを、ひょいっ、と動かす。

　……へぇ……ってあんた……

「……これで王チエ手ツク……ですね」

「──むぅ……いや、やっぱりかないませんな。ゼロス殿どのには」

　つぶやいて、渋しぶい顔を浮うかべるラルタークさん。

「いやぁ。はっはっは」

　……はっはっは……ってあんた……

「っだぁぁぁぁぁっ！　こぉぉっちが死ぬ思いしてたってえのに、なぁぁにをのほほぉぉぉんと『はっはっは』なんて言ってんのよっ！　あんたはぁぁっ！」

「──他人に文句を言えるすじあいじゃないと思うけどな」

　いきなりな声はあたしの後ろからした。

「なんですってぇぇぇっ」

　きっ！　とあたしがふり向けば、たしかアベルとかいう、ラドックの息むす子こが、廊ろう下かの向かいに立っていた。

「だってそうだろう？　父さんの護衛を引き受けといて、勝手にふらふら出歩いて。

　外で何があったかは知らないけど、勝手に外出して、勝手にトラブルに巻き込まれて、それで帰ったら仲間にやつ当たりかい？」

　……[image: ]っ！

　あたしは一いつ瞬しゆんことばに詰つまる。

　……たしかに、アベルの目から見れば、そう言われても文句は言えない。

　とはいえ、言われっぱなしじゃあ、リナ＝インバースの名がすたるっ！

「ゼロスには人権ないからいーのよっ！」

　胸張りきっぱり言い切るあたし。

　うしろでガウリイとアメリアがコケている。

　言われた当のゼロスは無む反はん応のう。

「それにっ！　ちゃんとさいしょに説明したでしょっ！　ズーマの奴やつは、きっとおとーさんより先にあたしの方を狙ねらう、って！

　それともあんた、あの場にいて、全然聞いてなかったわけ!?」

　あたしのことばに、アベルはふと、とまどいとも不安ともつかぬ、複雑な表情を一瞬浮かべ、

「……外でのトラブルって……まさか、そのズーマとかいう暗アサ殺ツ者シンと……？」

「…………違ちがうわよ……」

　一瞬、噓うそをつこうかとも思ったが、やはり正直にあたしは答えた。

「──そうか。違うか。やっぱりな」

　勝ちほこったように言うアベル。

　やたら気どったポーズで髪かみなどかき上げながら、

「そもそも本当にその暗アサ殺ツ者シン、父さんやあんたを狙ってるのかい？」

「……どーいう意味よ？」

「つまり、さ。おやじのところに届とどいたあの手紙が、本当にそのズーマとかいう暗アサ殺ツ者シンの書いたものかどうか、ってことさ。

　──深くかんぐれば──

　金に困ったなんでも屋が、父さんの性格がつけこみやすい、と読んで、『ズーマ』の名前でニセ手紙を送った……なんてことも考えられるな。

　自分たちを雇やとえ、なんて名ざしで書いて、さ」




　むかっ！




「ちょっとあんたっ！　それって……」

「待って。リナ」

　あたしのことばをさえぎったのはアメリアだった。

　アベルの方を、きっ！　とにらみつけ、

「それはつまり、わたしたちに『出てけ』って言ってるわけなの？」

　アメリアとあたしの視線にも動じず、アベルは小さく鼻を鳴らし、

「……僕はけっこうデリケートでね。なんでも屋ふぜいと同じ家で寝ね起おきしてる、なんて思っただけで気分が悪くなってくるんだ」

　むかむかむかむかむかっ！

　なぁぁぁぁにが『ぼく』よっ！　こぉぉれだから金持ちのくそ息子ってやつはぁぁっ！

「ま、僕としては正直、とっとと出ていってもらいたいもんだけど」

「そんな勝手は許さんっ！」

　声は、ラドックのものだった。

　廊ろう下かのむこうから、ずかずかずかっ、とこちらに向かって歩み寄る。

「父さん！」

　アベルが思わず声を上げた。

「どうしてだ!?　今の僕の話は聞いてたろ!?　こいつら、単なるかヽたヽりヽかもしれないんだよっ！」

「もし、かたりじゃなくて本物なら、お前、どうにかしてくれるのか？」

「……けど……！」

「えぇいっ！　黙だまっていろ！　アベル！」

　頭ごなしにどなられて、ひとつ舌を打ち、沈ちん黙もくするアベル。

　いーぞおやぢっ！　もっと言ってやれっ！

　あたしの内心のおーえんをよそに、ラドックは、こんどはちらりっ、とあたしの方に視線を走らせ、

「……あんたらもだ。今日みたいに、勝手に外に出られては困る。せめてわたしの許可ぐらい得てほしいもんだなっ！」

「……勝手に……って、執しつ事じのラルタークさんに、ちゃんと『出かけるよ』って伝言お願いしたはず……」

「聞いたよっ！　ただし、わたしは許可したおぼえはないっ！」

　……こいつはー……

「……あのですねえ、さっきも説明したよーに、ズーマの奴やつは……」

「狙ねらうならきみを先に、と言いたいんだろうっ！　そんなことはわかっとるっ！　しかしわたしの言うのは、だ！　実質はどうあれ、たとえ形の上だけでも、わたしは金を払はらってあんたらを雇やとっとるんだっ！　わたしの許可もなしに、勝手にのこのこ屋や敷しきの外に出ることは許さんっ！」

　これまた頭ごなしに言い放つ。

　むかむかむかむかむかむかむかむかむかむかむかむかむかむかむかむかっ！

「──まあいいっ！　今日のところは大おお目めに見てやるっ！　とりあえず、食事の準備はできているからなっ！　あとで誰だれかに案内させる！

　──行くぞっ！　アベル！」

　あたしが言い返すいとまもあらばこそ。

　一方的に言い捨てて、とっとと廊ろう下かの奥に姿を消したのだった。




「なぁぁによなによっ！　何なのよっ！　一体連中のあの態度はっ!?」

　まるで親のかたきのごとく、渾こん身しんの力を込こめて、羊ひつじのステーキぶち切りながらあたしは言った。

　あのあと、お手伝いさんのひとりに案内された、小さな食堂でのことである。

　幸い、ラドックやアベルとは別の部へ屋や。あちらもあたしたちを毛け嫌ぎらいしてはいるようだが、こちらとしても、あんなのと、顔つき合わせて食事をする気になどならない。

　食事は一応まともなものが出たけれど、それで怒いかりがおさまるわけでなし。

　とりあえず、ゼロスにざっと状じよう況きようを説明し、それからあとは、あたしのぐちがはじまった。

　今、この食堂にいるのは、ゼロスをふくむあたしたち四人だけ。それを幸いに、あたしはさらに言いつのる。

「守ってやってる、なんて恩着せがましーことまで言う気はないけれどっ！　そぉれにしたってあの態度はないと思わないっ!?」

「……まあ、自分も命を狙ねらわれてる、と思って混乱してるんじゃない？」

　やたら冷静な口くち調ようで言うアメリア。

「わかってるわよっ！　そんなことっ！」

　あたしは言った。

「セイグラムが攻せめて来たことなんて、ラドックのおっちゃんやアベルのなまいきドラ息むす子ことはなんの関係もないんだしっ！」

「わかってるならいーじゃねーか」

　あざやかな緑の色を残したままでボイルされたブロッコリーをかじりつつ、やはりへーぜんと言うガウリイ。

「……ま、確かにあの親子、好人物、てぇのじゃあないけどな。

　それに、こんなところでどなったところで、どーなるもんでもないだろ？」

「それもわかってるっ！　あたしは単にこーやって、ストレス解消してるだけよっ！」

　言って、ざしゅっ！　とブロッコリーにフォークを突っ立てた。

「……おいおい……」

「ま、お気持はわからないこともないんですけどね」

　なぜかシチューに入ってるニンジンさんを、ナイフとフォークで切りながら、ゼロスは静かな口調で言う。

「さっき、ざっとおうかがいした話によれば、セイグラムにしろズーマにしろ、直接関かかわったのはリナさんとガウリイさんだけ。アメリアさんにしろゼルガディスさんにしろ、直接のかかわりはありません。

　にもかかわらず、お二人を、こういう形でまき込んでしまい、あまつさえ命の危険に晒さらしてしまった。

　──ま、リナさんとしては、そういったもどかしさはあるけれど、テレくさいから自分の口からは言えない──

　だからとりあえず、そのもやもやを、こういった形でストレス解消している、といったところでしょうかね」

　……本人の前でれーせーに分析するなよ……

　あたしはジト目でゼロスを見て、

「……あんた……ひょっとしてまさか、あたしが善人に見えてるんじゃないでしょーね!?」

「ぜんっぜん見えません」

　にこやかな顔で力いっぱい否定する。

　……いや……そこまで言われると……

「──けれどね、仲間に対しては、そういうスジは通したがるひとみたいですからね。あなたは」

　……[image: ]っ……

　真っ向から言われ、思わずことばに詰つまるあたし。

　……ここでムキになって否定するのも何だか変だし……

　──しばし、食器の触ふれる音だけがひびく。

「──あ、そーだ、ガウリイ」

　ふと思い出してあたしは言う。

　以前から考えていたことではあるのだが、『ま、いーや』とばかり、ついつい今まで言わなかったのだが……

「ん？　なんだ？」

　つけあわせのパスタをすすりながら彼は言う。

「……ちょっとその……今夜。つきあってほしいの」

　言うなり──

「ををっ！　リナっ！　だっいたぁぁんっ！」

「やー。とうとう春が来ましたねぇ」

　口々にはやし立てるアメリアとゼロス。

「……ちょっ……!?　ちょっとっ！　そーゆー意味じゃなくってっ！……くぉらっ！　ガウリイっ！　あんた、何を赤くなってんのよっ！」

「……いや……だって……なぁ……」

「そーじゃなくてっ！……つまりちょっと、剣の練習したいから、つきあってほしいのよっ！」

「……なぁんだ……」

「期待はずれですねぇ……」

　心の底からがっかりした口調でつぶやく、アメリアとゼロス。

「……しかしまた、お前さんらしくもなく、なんだって急に剣の練習なんて？」

「……まあ、あたしも、『どりょく』だの『こんぢょー」だのってぇのは、どっちかっていうと、あばれるくらいキライなんだけど……」

　頭を搔かきつつあたしは言う。

「ズーマの動きについてけないから、なんて言って、ガウリイとあいつが戦ってるのを横で眺ながめてるだけ、ってぇのもムナしいし、かといって、かかって行った、負けました、じゃあ話にもなんないし……」

「……ま……確かにそうですね……」

　トリさんのもも肉を切りながら、ゼロスはうわのそらの口調で言った。

「……修練はしておくにこしたことはありませんし……それに何より……あの程度の奴やつ……おひとりで倒たおしてもらわなければ困ります……」

「ま、ドリョクはしてみるわ」

　答えてあたしは、ポテトフライを口の中にほうり込んだ。




　翌日。

　あたしとガウリイのふたりは。ふたたび町へ出かけていた。

　むろんこんどはラドックのおっちゃんに、ちゃんと外出許可を得て。

　……さんざんいやみったらしいこと言ったんで、結局ゼロスとアメリアを残すことにしたけど……

　今日の用事はほかでもない、しばらく前、ズーマにぶち砕くだかれたままになっていた、ショルダー・ガードの買い替かえである。

　……なんか最近、しょっちゅう壊こわれまくってるよーに思うのは気のせいだろーか？

　ほんとうは、修理、といきたいところだが、このショルダー・ガード、白セ魔イ術ル都ー市ンで買ったモノである。このあたりでは、修理材料はいざ知らず、なおせるウデを持った者はおそらくいないだろう。

　町の規模自体はそこそこなのだが、このヴェゼンディのあるカルマート公こう国こく、お国がらなのかどうかは知らないが、魔ま道どう関係の施し設せつがあまりない。

　実際、町のひとたちに聞いた話だと、こういうモノを扱あつかっている店は、この町には一軒けんだけだということらしいし。

「……そうだねぇ……ちょっとうちじゃあ修理はできないからねぇ……」

　その、一軒しかない魔マジ法ツクのアイ道テム具シヨ屋ツプ。

　見るからに、魔道なんぞとは縁えんもゆかりもなさそうなおばちゃんは、修理はできるか、と聞いたあたしに、予想通りの答えを返してくれた。

　やはり、この道の専門家、というよりも、単なる商売人らしい。

　あたしの渡した、こわれたショルダー・ガードを、それでも一応、しげしげと眺ながめながら、

「こんな材質、ここいらの鍛か冶じ屋やじゃあ扱ったことないだろうしねぇ。

　──いやね、前にもあったんだよ。やっぱりあんたと同じ魔道士みたい人が、胸ブレスト・鎧プレートを修理してくれ、って。

　そん時は引き受けちまってね。近所の鍛冶屋が、やってみせる、なんて言うもんで頼たのんだら、あんた、壊こわれたところを鉛なまりだの鉄てつ板ぱんだので埋うめちまってね。

　客の方は、『こんな重いもんつけてられるかっ！　金は払はらえんっ！』と、こうだよ。

　……あん時は難なん儀ぎしたねえ……」

　……それはふつー怒るぞ。客は。

「ま、こりゃ修理というより、右がわ片方丸々取っ替かえになるだろうからね、修理するより買い替えたほうが安い、なんてこたぁないだろうけど、なおすとなりゃあ、白セ魔イ術ル都ー市ンあたりにいっぺん送ることになるからねぇ……

　早く上がって二、三か月後、修理費に送料もかかるから、金のほうもけっこうかかっちまうよ」

「……うーん……やっぱし……」

　言ってあたしは腕うでを組む。

　あたしがいろいろ話をしているその間、ガウリイはしみじみしげしげと、店に並ならんだ魔マジ法ツクの・道アイ具テムを、子供がオモチャを見るのと同じ目で、ものめずらしそうに眺ながめている。

「……ところであんた、旅のひとだろ？　ここいらじゃ見かけない顔だけど」

「ええ。そーですけど」

「なら、さ。不親切に聞こえるかもしれないけど、白セ魔イ術ル都ー市ンあたりに足を伸のばしたときにでも修理に出した方が、ぶっちゃけた話、値段も時間もずぅっと少なくてすむよ」

「そりゃそうなんですけどね……そーゆーわけにもいかないのよ」

　あたしは苦笑を浮うかべつつ、

「今、ちょっと、この町の、ラドックってひとに雇やとわれてて……」

「ああ！　はいはい」

　おばちゃんは、なっとく顔でうなずくと、

「あんたかい。ラドックさんが探してた……ええと、確か名前は、リナちゃん、とか言ったかね？」

「ええ、まあ」

「へぇぇそうかい。ラドックさんとこなら、きっと待たい遇ぐうもいいだろう？」

　…………

「……あ……まあ……」

　あたしはあいまいなあいづちを打った。

　あのくそぎすぎすした空気のどこがいーとゆーんだ？

　あたしのそんな思いをよそに、かまわずおばちゃんは話を続ける。

「……先代さんは、商売には向いたひとだったけど……こう言っちゃなんだけど、あんまり人情のあるお人じゃなかったからねぇ……

　そこへ行くと今のラドックさんは、気さくで、気のいいひとだよ。……そりゃまあ、先代さんほど商しよう才さいはないし、道楽であちこち旅してたりするし、いろんな遊びもやってるよ。陰かげであのひとのことを、ごくつぶし、なんて言う奴やつもいるけどね。

　いくらお金があったって、いやな奴だったらどうしようもないよ。あんたもそう思わないかい？」

「……まあ……そりゃそーですね……」

　い……いかんっ！

　このままおばちゃんのぺースで行ったら、ずるずる世間話になってしまふっ！

「……まあ、そのラドックさんから、ちょっとしごとを頼たのまれたんですけど……」

　おばちゃんに調子を合わせて『さん』付けで呼び、あたしはなんとか話の軌き道どうを修正する。

「……ま、どこで不都合があるかわかりませんから、くわしいことは言えませんけど、護衛みたいなこと頼まれてるんですよ。

　そんなわけで、あんましゆっくりもしていられませんし……

　こーなったら思い切って買い替かえちゃいますっ！」

「そーかね。それじゃあ……」

　おばちゃんは、しばし考えて、

「……魔力のかかった肩当て、ねえ……在庫はいくつかあったはずだけど……

　三ラーツジヤ目・ドラ竜ゴンの骨から削けずり出したのとか……」

「へぇ」

　思わず声を上げるあたし。

　三ラーツジヤ目・ドラ竜ゴンの骨の削り出しの防具は、軽くて丈じよ夫うぶと評判だが、その原料となる三ラーツジヤ目・ドラ竜ゴンは、最近ほとんど見かけなくなり、今ではたいてい、そのテの防具は、どこに行っても在庫切れ。持ってる奴はむろん持ってるが、もともと売るつもりがないらしく、たいてい自じ爆ばくしそうなほどの値段をつける。

　それが、こんなところにあるとは……

「……けど……高いんでしょ？　それ？」

「そんなことないわよ。これまでの持もち主ぬしが十人ばかり、ことごとくおかしな死に方してるから、安くしとくわよ」

「…………いいです……」

　売るなよ……そんなもん……

「そうかい？……なら、宝ジユ石エルズの・ア護ミユ符レツトを埋うめ込んだ革レ製ザーのとか、飛ワイ竜バーンの翼つばさを張りかためたのとかがあるけど……」

　……うーん……

　イマイチ、ぴんと来ないなぁ……

　まあ、ぜーたく言っていられる状じよう況きようじゃないけど……

「あ、そうそう」

　おばちゃんは、ぽんっ、と手を打って、

「ちょいと前に、やっぱり旅のひとが、買ってくれ、って持ってきたのがひとつ、あるんだけど……材質はよくわからないんだけどさ、見てみるかい？」

「ええ」

　この際、なんでもアリである。

「……ええっと……確か……」

　おばちゃんはしばし、店の奥のほうをごそごそやってから、

「──これだよ」

　言って持ってきたのは黒いショルダー・ガード。

　材質は──まえに使ってた、大ガメの甲こうをけずり出したのと似ているが、手ざわりなどが微びみ妙ように違ちがう。

　つやのない黒地に、金のふちどり。左右にひとつずつはめ込まれ宝ジユ石エルズの・ア護ミユ符レツト。

　かざりけはあまりないが、持ちあげてみると意外に軽く、つくりもしっかりしているし、何よりがんじょうそうである。

　素すじ姓ようは若じやつ干かん不明だが、革の張り合わせや、不幸のショルダー・ガードよりはましだろう。

「……これ……高いんですか？」

　あたしの問いに、おばちゃんは、ぱたぱたと手を振ふりながら、

「いやぁ。材料もわからないし、高い金出して買い取ったわけでもなし。そう多くはいらないよ」

　よぉっしっ！

　あたしのカンは、これが、まちがいなく掘ほり出しもんだと告げていたっ！

　しかしここで、あからさまにもの欲しそーな態度を見せれば、つけこまれるのは目に見えているっ！

「……うーん……革レザーよりはよさそうだけど……材質がわかんない、っていうのがそこはかとなくブキミよねぇ……」

　かくて──

　あたしとおばちゃんとの商売上のかけひきがはじまったっ！




「やー。いい買い物したわ」

　思ったより、ずいぶん安い値段でショルダー・ガードを買い込んで、あたしはほくほく顔で店を出た。

　疲つかれた顔のガウリイといっしょに。

「……どしたの？　ガウリイ？　疲れた顔して!?」

「……いや……ちょっと……買い物につきあったの後こう悔かいしてるだけ……」

「──あ。まあ確かに、ガウリイにとっちゃあ魔マジ法ツクの・道アイ具テムなんて眺ながめててもあんまし面おも白しろくないでしょーね」

「…………いや……そーゆ意味じゃなくてな……」

　──はう……

　ガウリイは、大きく息をひとつつき、夕日に染そまる町並なみを眺めた。

　……あ……

　……ま……まあ確かに、値段の交こう渉しようやら世間話やらで、ちょぉぉっと話しこんじゃったかなー、なんて思ったりもするけど……

「ま……まあそれはそうとして、どうする？　ゼルのところ、寄っていく？」

「いや──別にいいんじゃねーか。変わったことがあったわけじゃなし。それにあんまり帰りが遅おそくなると、また何のかんのと文句言われるぞ」

「……それもそうね……

　あ。晩ごはん終わったら、今日も剣のけいこ、お願いね」

「ああ。……っと。そうだ。それで言わなきゃならんと思ってたんだが。お前さん、必ず、ってわけでもないけど、正面からの攻こう撃げきよける時、もっぱら左によけることが多いだろ。あの癖くせはなおしといた方がいいと思うぞ」

　……へ……？

「そーなの？」

「ああ」

　言ってあっさりうなずくガウリイ。

　……ま、本人が気づいてないからこそ『癖』なんだろーけど。

　今日ちょっと、意識してみよ。

「──まあ、何はともあれがんばっぞぉぉっ！」




　……あんましはりきるんじゃなかった……

　ランザード邸ていの二階にある、あたしに割り当てられた個室。

　疲つかれた体をベッドに横たえ、あたしはちょっぴし根こん性じようないことを考えていた。

　確かに、ガウリイが夕方言ったその通り。

　あらためて意識してみれば、確かにあたしは、もっぱら左に逃にげることが多い。

　かといって、意識すれば、とっさに体が動かない。

　ガウリイがあたしとの練習用に使っているのは、よくしなる細い木の棒ぼうだが、これがまあ、おもしろいよーにぴしぴしぴしぴし当たること当たること。

　……もとい。ちっともおもしろくないけど。

　おまけに、いつもとは違ちがうようによけようと意識しまくったせいで、いらない力が入ったか、いざ訓練が終わってみれば、あちらこちらの筋肉が、まあ突っ張ってること。

　練習が終わったあとでおフロに入り、湯ゆ船ぶねで体をもみほぐしはしたが……

　きっとあしたは、筋肉イタいだろーなぁ……

　などと思いつつ、あたしはいくど目かの寝ね返がえりをうち──

　ふと。

　あたしはベッドに身を起こし、マントをはおって剣を手に取る。

　いつか感じたのと同じ、予感とも違い和わ感かんともつかぬもの。

　それの正体をあたしは知っていた。

「──いるんでしょ？　そこに」

　あたしは窓に向かって言った。

　そして、しばしの沈ちん黙もく。

「──いるとも。ここに」

　ズーマの声は、やはり窓の外から聞こえた。








　　　三、決戦の　かくごを決めたこの旅路









　がっ！

　銀しろがねの光が閃ひらめいて、窓のかけがねがあっさりと切り落とされた。

　……っぎぃっ……

　窓が小さな音を立て、開き──

　輝かがやく満月を背に負って、夜空に浮かぶ影ひとつ。

　──既デジ視ヤ・感ヴユ──

「来てあげたわよ。あんたの望み通り」

　言ってあたしは剣を抜く。が──

「時間かせぎにつきあう気はない」

　言って窓わくに手をかけた。

　──ちいっ！　気づいてたかっ!?

　ならばっ！

「アメリアっ！」

　声をかけ、あたしは大きく左に跳とんだ。

　同時に。

「魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆ア！」




　こぅっ！




　今まで寝ていたベッドと窓とを、赫あかい光が灼やきつなぐ！

　しかしズーマは一いつ瞬しゆんの差で、火線から逃のがれて窓のそばに降り立った。

「ひさしぶりねっ！」

　びしぃっ！　と暗アサ殺ツ者シンを指さして、アメリアは声をはり上げた。

「こんなこともあろうかと思って、リナのベッドの下に身をひそめてたのよっ！」

　そう。ラドックはあたしたちに、それぞれひとつずつ部屋をわり当ててくれたのだが、おそらく、まず狙ねらわれるのはあたし。

　そう読んだアメリアが、こっそりと、あたしの部屋に泊とまり込こんでくれていたのだ。

　──とは言っても……

「……気づいてたみたいよ。そいつ」

「…………」

　あたしのことばに一瞬沈黙するアメリア。

　まあ、ズーマほどの使い手になれば、窓ごしに、気け配はいで中の人数を察さつ知ちする、程てい度どのことはやるだろう。

　それがゆえに、アメリアの今の一撃もかわされたのだ。

「──それはともかくっ！」

　気をとりなおして言う彼女。

「この前は油断して後おくれを取ったけど、今度はそうはいかないわっ！」

　……ふっ……

　ズーマが小さく笑った。

　その瞬間、暗アサ殺ツ者シンが、あたしに向かって地を蹴けった！

　反射的に退さがりかける足を制して、あたしはその場に踏ふみとどまる。

　これ以上アメリアに頼って、彼女にめーわくかけるわけにもいかないっ！

　新しく買った剣の切れ味と、ガウリイとの特訓の成果をこの場で──




　ぎぃんっ！ 




　あたしとズーマがすれ違ったその瞬間、新しく買ったショート・ソードは、あっさりとへし折られていた。

　ああああっ！　われながら情けなひっ！

　やっぱし付け焼き刃じゃあ無理かっ!?

　すれ違いざまにズーマの放はなった蹴りはなんとかかわしたものの、それも動きを見切ったのではなく、そう来ると踏んでのことだった。

　直後、ズーマはあたしの喉のどを目がけて左手を伸ばす！

　じょーだんではないっ！

　のけぞりながらなんとかかわす。そののどもとを、かすかな風がゆき過ぎた。

　ズーマにへし折れたショート・ソードを投げつけ、牽けん制せいしておいて、なんとか体勢をたてなおし、あたしは呪文を唱となえはじめた。

「振ダム動・ブ弾ラスっ！」

　横あいからアメリアの放った術を、ズーマはあっさり跳びかわす。

　そのままズーマに迫る彼女。

　さすがに無視するわけにもいかないか、ズーマも彼女に向きなおった。

　だがこの戦い、あきらかにアメリアが不利である。スピードだけなら、それほどズーマにひけをとらないが、パワーと技術に差がありすぎる。

　ここはなんとかしなければっ！

「明ライりテよインっグ！」

　あたしがズーマに放った明りを、暗アサ殺ツ者シンはあっさり身をひねり、かわす。

　しかぁしっ！

　あたしの放った今の『明ライテりイング』、目つぶしを狙ったわけではないっ！

　魔力の明りはズーマのそばを行き過ぎて、天井近くにはりつくと、皓こう々こうとあたりを照らし出す。

　床に影が伸びた。

　そう。

　あたしの狙っていたのはこれ。

　床に落ちたズーマの影に『影シヤド縛ウ・スりナツプ』をかけ、動きを封ふうじてから叩たたく！

　しかし──

　あたしが影シヤド縛ウ・スりナツプの呪文を唱え終わるより早く──

　どんどんどんっ！

　扉を叩くはげしい音。

「どうしたっ!?　リナっ！　何があったっ!?」

　聞こえたのはガウリイの声。

　……まあ、これだけ騒げばたいてい誰でも気づくわな。

「どうしたっ!?」

「くせものかっ!?」

「ラドック様はご無事かっ!?　誰か見てこいっ!?」

「誰かっ！　外へ行って巡じゆ視んし兵へいを呼んで来いっ！」

　使用人たちの声も届いてくる。

「──ちっ！」

　さすがに長居は無用と悟さとったか、小さく舌打ちひとつして、ズーマはあっさり身をひるがえす。

「待ちなさいっ！」

　追いすがるアメリアはむろん無視して、ズーマは窓から夜の闇へと身をおどらせた。

　だんっ！

　ほとんど同時に部屋の扉が蹴破られ、ガウリイが部屋にとび込んで来た。

「無事かっ!?」

「……ええ……あたしもアメリアもね」

　答えてあたしは、重いため息をついたのだった。




「それでっ!?　そいつにはまんまと逃げられたわけだっ！」

　ガウンにスリッパ姿のまま、あいもかわらず不機嫌な声で、ラドックはあたしたちにどなり散らした。

　……まあ、多少気持ちはわからんでもないが……

　今の一戦、アメリアの術の連打で、窓のあたりはぶち壊れてるわ壁かべには穴があいてるわ、ドアはガウリイに蹴り破られてるわ……

「これもみんな、あの暗アサ殺ツ者シンのしわざよっ！」

「うそつけっ！」

　あたしの必殺、責任転てん嫁かを、しかしラドックはあっさりうそと決めつけた。

　思わず一瞬ことばに詰まるあたし。

　しかしここで沈黙していては負けである。

「……なっ……何を根こん拠きよに噓うそだってきめつけるのよっ!?」

「……っそれはっ……！　もしあの暗アサ殺ツ者シンが壁をぶち抜けるような術が使えたなら、外から中のあんたたちごと吹っ飛ばしていたはずだろうがっ！」

「ズーマって暗アサ殺ツ者シンは、そーゆータイプの奴じゃありませんってばっ！」

　これはほんとう。

　プロ意識、というのかどうかは知らないが、ともあれあの暗アサ殺ツ者シン、あきらかに、自分の『手』でこのあたしを殺したがっている。

「なんでそんなことがわかるっ!?」

　しかしラドックはなおも言いつのる。

「それに、もしもその暗アサ殺ツ者シンがそういう手段を好まないというなら、なぜ奴は好みもしない術を使った!?」

　[image: ]っ！

「何より、結局そいつをとり逃がしたことにかわりはないだろうがっ！　まったくっ！　護衛の依頼料はふんだくっておいて、家は壊すわ殺し屋は逃がすわ！　こちらとしては文句のひとつも言わねば気がおさまらんわいっ！」

「──だから、こんな連中は追い出した方がいい、って言ったんだよ。父さん」

　いきなし横から口をはさんだのは、いつの間にやって来たのか、例のドラ息子アベルだった。

「よく考えてみたら、さっきのさわぎだって、そこの二人の狂言じゃないのか？

　とっとと追い出したほうが──」

「だまれっ！」

　あたしやアメリアが怒りの声を上げるより早く、叫んだのはラドックだった。

「前にも言ったはずだぞっ！　こいつらが、ただのたかりなら、少々の金を失うだけですむっ！　しかしそうでなければ、わたしの命が危ういのだぞっ！」

「もしそれが本当ならっ！　それこそそいつらをとっとと追い払った方がいいっ！」

　今度は負けじとアベルも言い返す。

「その、なんとかって暗アサ殺ツ者シンは、父さんより先にその女の方を狙ってるんだろうっ！

　ならなおのこと、そいつらを追い払ったほうがいいっ！　そうすりゃあその暗アサ殺ツ者シンも、そいつらを追いかけてどこかに行くさっ！」

「ならお前はわたしに、この先一生、やって来るか来ないかもわからぬ暗アサ殺ツ者シンの影におびえて過ごせとでも言うのかっ！

　たとえそれがどんな形にしろ、この目でことのなりゆきを見定めんことには、おちおち眠ってもおれんわっ！」

　確かに──

　人というのは、目に見える恐怖に慣れることはできても、見えない恐怖に長く耐えることはできないようになっている。

　それゆえ、その見えないものの正体を明かそうとしたり、見えないものの存在を、必死で否定したりする。

　しかし、ズーマという名の死の恐怖が現実のものである以上、ラドックとしてば『なかったことにするんだっ！』ではすまされない。

　彼としては、あたしたちが奴を倒せばそれでよし、もしも逆にあたしがズーマに倒されれば、すぐさまそれなりの手をうつ、といったところだろう。

　そのためには、あたしたちを自分の目の届くところに置いておく必要がある。

　……しかし……となると……

　あたしたちとしても、とっととズーマとの決け着りをつけないことには、いつまでも、このグチと親子ゲンカの中にさらされることになる。
















「──けどっ！　こんな騒ぎをしょっちゅう起こされちゃあ、それこそたまったもんじゃないよっ！」

「……うーむ……それはそうだが……」

　アベルのことばに、しばしラドックは沈黙し、

「──ともあれ、追い出す、などという案にだけは賛成できんっ！　わかったなっ！」

　言い捨てて、そのまますたすた歩み去る。

「……くそっ……」

　しばしののち、アベルも小さく吐き捨て、その場をあとにした。

　あとに残ったのは、あたしとガウリイにアメリア、そして泊まり込みの使用人さんたち。

「……あんまり気にしないでおくれよ」

　そう声をかけてきたのは、ちょっと太った使用人のおばちゃん。確か台所かどこかで、一、二度見かけたことはあったが。

「旦だん那なさまもおぼっちゃんも、旦那さまがお命を狙われてるせいで、気が立ってらっしゃるんだよ。いつもは仲のいい親子なのに……」

「……そーなんですか……？」

　アメリアが、思わず目を点にして言う。

　……確かに、今の様子を見てるかぎりじゃあ、とてもそーゆーふーには見えないが……

「そうともさ。旦那さまは、奥さまがなくなってから、男手ひとつでおぼっちゃまをお育てになって……」

　ああああっ！　出たなっ！　秘ひ奥おう義ぎ、世間話っ！

　ひとのよさそーなおばちゃんではあるが、黙って聞いてれば、夜明けまででも話しつづけるだろう。

「ならばなお、お二人のためにもっ！」

　一瞬のスキをついてあたしは口をはさんだ。

「一刻も早く、あの暗アサ殺ツ者シンをどーにかしなくちゃなりませんっ！

　ですからっ！……えーっと……そうそうっ！　暗アサ殺ツ者シンが殺しに来たなら、必ずそれを依頼した人間がいるはずですっ！　心当たりありませんか？」

　おばちゃんは、しばし考えて、

「……そうねぇ……旦那さまは、ひとの恨うらみを買うようなおかたじゃありませんからねぇ……と言ってもほら、世の中変なひとも多いから。どこで逆さか恨うらみされてるかもわからないしねぇ……、まえにここにつとめててね、不始末をしでかしてクビになった、レザックって奴やつがいたけど……あいつなんてけっこう怪しいんじゃないかと思うよ。

　──あ！　ひょっとしたら、先代を恨んでるひとかもしれないねっ！　先代さんは、やり手だったけど、けっこうあこぎなところがあったからねぇ……それを恨んでる奴もきっと多いはずだよ！　たとえばバルオムさんなんて、今じゃあこの町いちばんの大商人だけど、先代さんにはしょっちゅう出し抜かれてたしねぇ。あとは……」

　──かくて。

　あたしの不用意なひとことで、おばちゃんの、証言だか世間話だかは、夜が明けるまで続いたのだった……




　翌日──

　聞き込み、と称しようしてあたしたちが外に出たのは、昼を過ぎてのことだった。

　きのう──じゃない、今朝か。おばちゃんの話につきあって、朝ごはんを食べてから昼まで眠っていたのだ。

　……力つきるかと思ったぞ。あたしゃ。

　ラドックの家にいても、何ら事態が変わるわけでなし、ただただ文句と親子ゲンカが充満してるだけである。

　それならば、ということで、ゼロスを除のぞく三人は、聞き込みの名目で、ラドックに許可をもらって町に出たのだ。

　……まあ、実際に聞き込みやったけど。

　あとは、へし折られたショート・ソードの買い替かえ。

　こちらは、名剣、とはいわないが、まずまずのモノが手に入った。

　……あぁ……出費ばっかしかさんでゆく……

「──で？　どうだった？　聞き込みは」

　これまでのいきさつを、説明し終えたあたしに、ゼルが問いかけた。

　あたしたち三人が、ゼルガディスの泊まった宿をたずねたのは、陽ひもややかたむきかけた頃のことだった。

　今回の会談場所は、宿の一階にあるメシ屋。あたりにちらほら人影もあり、誰かに聞かれるかもしれないが、いつかみたいに、おかしな空間に閉とじ込められて襲撃されるよりはマシである。

　四人は店の隅のテーブルに陣取って、うちあわせのまっ最さい中ちゆう。

「……これは、ってぇのはいないわねぇ。正直なところ」

　あたしは不景気な顔で言った。

「あの家って、今のラドック＝ランザードに代がわりしてから、正直言って落ち目なのよ。まあ、ガタガタ、ってほどじゃあないんだけど。

　てなわけで、商売がたきのほかの商人たちも、みんな『ラドックの代になってやりやすくなった』なんて言ってるし、先代に恨みを持ってたひと、ってぇのももちろんいたんだけど、『殺し屋を雇やとうなら、先代が生きてる時に雇ってたよ』って」

「──確かに、道理だな」

　言ってうなずくゼルガディス。

「それで、よ。前にラドックにクビにされた男、レザックって名前なんだけど、こちらは現在行ゆく方え不ふ明めい」

「行方不明？」

「そ。つきあいのあった連中の話だと、ラドックの家の小銭くすねてクビになった日の夜、ヤケ酒飲みながら『こんな町出てってやるっ！』なんてわめいてて、翌よく日じつからふっつりと姿が見えなくなったらしいの。

　何かのトラブルに巻き込まれたふうでもなし、たぶん本当に町を出てったんじゃないか、ってことらしいわ。

　けどこいつも、金はあんまし持ってなかったみたいだし、そぉんなに度どき胸ようのある奴じゃなかったみたいね。

　おまけに言うなら、あそこをクビになる前にも、二、三度似たよーなことやって、あちこちでクビ切りされてたみたいよ。

　……まあ、こーゆー奴がわざわざ金払はらって、ズーマみたいな暗アサ殺ツ者シン雇って、ラドック殺しを頼んだ、とは考えにくいわね」

「──とすると、あとは逆恨みのセンか……それこそ調べようもないな……」

「そーなのよ……」

　あたしは深いため息ひとつ。

「ところで──聞こうと思ってたんだが……」

　口調にやや、不きげんな色を混ぜてゼルガディスは言った。

「話は変わるが、ゼロスの奴は一体何をしてるんだ？」

「チェスやってます」

　これまた不きげんに答えるアメリア。

「……あの野郎……やる気あるのか!?」

「ないんじゃない」

　と、これはあたし。

　ゼルとアメリアの二人に、交互に視線を送りつつ、

「──いーこと二人とも。カンちがいしないで、ゼロスはただの『旅の連れ』よ。『仲間』でも『味方』でもなくて、ね」

「……まあな……」

「そりゃあそうだけど……」

　二人は口々につぶやいた。

　冷たい言い方のようだが、これはまぎれもない事実でもある。彼の真意がどこにあるか、わからない以上、あんまし仲間意識を持ちすぎたり、頼りにしたりするわけにもいかない。

「それよりゼル、きのうは予告通りズーマの奴が出てきたわけだけど、最近ここいらの宿に、怪しい男が泊まったりしてない？」

「──あんたらしくもない質問だな」

　あたしの問いに、しかしゼルは小さく肩をすくめ、

「このあたり、怪しい奴なんて腐くさるほどいるさ。俺おれも含ふくめて、な。

　それに、そのズーマの奴、ガウリイの旦那とタメが張れるほどの腕なんだろ？　なら普段は自分の実力を隠かくす、くらいの芸はできるかもしれん。

　ついでに言えば、ズーマは俺たちより先にこの町に来ていたかもしれん。これで、その中に混まじっているかもしれない一人を見つけることなど無理な話だ」

　……そりゃそーか……

「そーするとやっぱし、相手の出かたを見るっきゃないわけね……」

　あたしは重いため息をつく。

「ところで、気になってたんだがな、あの魔族たちの方は、この件と一体どう関わっているんだ？」

「……そこなのよ……」

　ゼルの問いに、あたしはしばし考えて、

「あたしを狙う暗アサ殺ツ者シンが、この町に来い、って言ってきた。

　言われたとおりやって来てみると、やっぱし、あたしとガウリイに恨みを持ってる魔族が仲間を連れてやって来た。

　……これって、『ただのぐーぜん』で片づけるには、ちょいと無理があるわ。

　けど、ズーマって暗アサ殺ツ者シンの性格から考えて、あたしを倒すために魔族の力を借かりた、とは考えにくいのよ。どっちかってゆーと、自分の手で殺したがるタイプみたいだし」

「なら、魔族のほうから接せつ触しよくしたってことか？」

「……それもねぇ……セイグラム──あの魔族のほうにしてみれば、なんだって人間の暗アサ殺ツ者シンごときと手を組まなくちゃあいけないか、ってことになるでしょ」

「ふと思いついたんだけど」

　右手を上げて言うアメリア。

「ズーマのほうは、リナの殺しと、もうひとつ、ラドックおじさんの殺しを引き受けてることになるわけだけど、ラドックおじさん殺しのほうの依い頼らい人にんと、あの魔族たちが結びついてる、っていうのは？」

「たまたま、前にあたしたちと戦った魔族と？」

「……やっぱりちょっと苦しいかな……？」

「──ま、なんにしても、要は戦って倒さなくちゃならん相手だ、ってことだろ」

「……いや、まあそーなんだけどね……ガウリイ……」

　確かに──

　ミもフタもないガウリイの意見ではあったが、今のあたしたちにできることは、相手の出方を見て、戦って勝つことだけだった。

　……どっちにしろ持久戦かぁ……疲れるなぁ……

　あたしはふたたび、深いため息をついたのだった。




「ラドック様がお待ちです」

　ラドック邸ていに戻もどってきたあたしたちを出迎えたのは、執しつ事じさんのことばだった。

　三人は、顔を見合わせ、同時にため息ひとつずつ。

　……やれやれ……今日もまた文句か……

　よくもまあこう、毎日毎日、あきもせずに文句が言えるもんである。

　ともあれ、相手は一応雇い主。無視するわけにもいかないだろう。

　執事のラルタークさんが、あたしたちを案内したのは居間だった。

　そこにはすでにラドックと、なぜかゼロスとアベルの姿もあった。

　あたしたちを案内したあと、執事さんは、部屋のすみっこにひっそりと控ひかえる。

「遅かったな」

　席をすすめることすらせずに、あいもかわらず不きげんな口調で彼は言った。

　無視してソファにかけるあたし。ガウリイとアメリアの二人もいっしょに腰かける。

「──まあいい。今日は別に、文句をつけるために集まってもらったわけじゃない」

　めずらしいこともあるもんである。

　ラドックは、ぐるり、と一同を見渡して、

「実は、旅に出ることになった」

『でぇぇぇっ!?』

　アベルを含む、一同の声がハモった。

「正気かい!?　父さんっ!?」

　言って身を乗り出すアベル。

「今が一体どんな時か、わかってるのかいっ！　命を狙ねらわれてるんだよっ！　そんな時に、どういうつもりか知らないけど、いきなり旅に出るなんてっ!?」

「品しな薄うすの商品があるんだっ！　買いつけに行かなきゃならんっ！」

　アベル以上の音量でがなり立てた。

「けど──！　それなら、誰かほかの者を出せばすむことじゃないかっ！」

「わたしも同感よっ！」

　アメリアも横から口をはさむ。

「町の中ならまだしも、旅の途中なんて、襲ってくれと言うのも同じっ！　それこそ相手の思うつぼよっ！」

「商売上の問題だっ！」

　さきほどにも、さらに勝る音量で言われ、二人は沈黙した。

「これまでも、商品の買いつけは、いつもわたし自身が行って、品質を確かめてきたっ！　たとえどんなことがあろうとも、このやりかただけは変えるつもりはないっ！」

　きっぱりとした口調で言い放ち、こんどはあたしたちに目をやって、

「──むろん、きみたちにも、護衛としてついて来てもらうっ！　これも契けい約やくの一いつ環かんだっ！　まさか文句は言わないだろうなっ！」

　……なるほど。そーゆーことね。

　マトモなことを言ってはいるが、たぶん本音は別のところにあるのだろう。

　とはいえ、いちおースジの通った話をしている以上、ここでツッコミを入れるわけにもいかないか……

　──ま、いいか。

「わかりました」

　きっぱり答えるあたしの顔を、意外な顔で見つめるラドック。

「それで──出発は？」

「そうだな……なるべく早いほうがいいが、いろいろと準備もある。

　あさって、といったところだな」

「わかりました。──実は、町のほうにもうひとり仲間がいるんですけど──」

「町に？」

「ええ。いろいろと情報を探るために、ね。彼も連れていってかまいませんね」

「依頼料は増えんぞ」

　……変なところでちゃっかりしてやんの……

「──かまいません」

　血を吐く思いで答えるあたし。

　文句のひとつも言いたいところだが、ゼロスがほとんどいそうろうをやってる上に、あたしたちも、ラドックの目から見れば、これといったことはやってない。

　へたな交渉のしかたをすれば、逆に、そのあたりのことを指摘され、依頼料が減へる、などというおそれもあるし。

　ラドックは、ひとつうなずくと、

「よし。これで決まりだ。なら、準備に──」

「父さん」

　ラドックのことばをさえぎり、言うアベル。

「……なんだ？　まだ文句があるとでも？」

　しかし、アベルは首を横に振り、

「いいや。もう反対はしない。しないけど、僕もついて行く」

「──正気かっ!?　アベル」

　まともにあわてて、今度は、まるっきり逆にラドックが叫ぶ。

「命を狙われてるんだぞっ！　命をっ！」

「知ってるよ。さっきぼくもそう言った。

　けど、僕も父さんの子だ。いずれは商売を継つぐことになる。なら、父さんのやり方を見ておきたいんだ」

「……しかし……何も今でなくても……」

　さすがに困った顔で言うラドック。

「とにかく、ぼくはもう決めたんだ。止めてもついて行くからね」

　一方的にそう言うと、そのままくるりっ、と背を向けた。

「──待て！　アベル！」

　ラドックの声も全く無視し、さっさと居間をあとにする。

「……えぇいっ！」

　ラドックは、呻いていすから立ち上がり、あわててアベルのあとを追う。

　ドアのところでふりむいて、

「ともかく、準備はしておけ」

　言ってドアの向こうに姿を消した。

　しばしの沈黙をあとに残して。

　やがて、それまでじっと、部屋の隅に直立不動で立っていた、執事のラルタークさんが、ぺこりっ、と無言でひとつ礼をして居間を出て行った。

　残されたのは、ゼロスを含む四人だけ。

「……しかしリナ、今回はえらくすなおだったなー」

　さらに少したってから、ガウリイが口を開いた。

「お前さんなら、絶対文句つけると思ったんだがなぁ……特に依頼料のことなんて」

「まー、いろいろ思うところがあってね」

　あたしは少しことばを濁にごす。

「ほんとう言うと、ラドックの本音にも気づいてたんだけど……」

「本音？」

　と、こんどはアメリアが問いかえす。

「──ゼロス、あんたはどう見たの？」

　黙って座っているゼロスに、いきなり話を振ってみる。

「いやぁ。僕は今回、ほとんど部外者のふりしてますから、意見なんてそんな、えらそーなことは……」

「いいから言ってみなさいよ」

「では、少しだけ──

　おびき出し、ですね」

「たぶん」

　彼の意見にうなずくあたし。

「……あの……さっぱりわからんのだが……」

　頭を搔かきつつ言うガウリイ。

「つまり──よ。ラドックは、この状況に耐たえられなくなった、ってことよ。

　このままのこの家にいるかぎり、ズーマが襲って来たとしても、さわぎで人がやって来る、しかたなしにズーマが逃げる、なんてことのくりかえしになるのはわかりきってるわ。

　そのたびに、屋や敷しきのどっかは壊されるわ、決着が延びれば延びるだけ、あたしたちのためにかかる経費は増えてゆくわ。

　おまけに決け着りがつくまでずっと、ラドックは、自分が命を狙われてる、って恐怖と戦いつづけなくちゃなんない。

　これまで、殺すの殺さないの、なんて世界とは無縁に生きたラドックにとっちゃあ、こんな状況が長々と続く、なんてのは、かなりたまんないと思うの。

　で──よ。

　旅に出なけりゃならなくなった、なんてこと言って、あたしたちを町の外に連れ出そう、ってわけよ。

　とどのつまりは──

　ズーマにとって、襲いやすい状況をわざとつくりだして、とっとと決着をつけよう、ってわけね」

「ちょっと！　それって！」

　声を上げて立ち上がるアメリア。

「わざとリナを危険にさらすようにした、ってことっ!?」

「なにぃぃぃぃっ！」

　さすがにアメリアのひとことはわかりやすかったか、ようやくガウリイが声を上げた。

「──おいリナ！　それじゃあ……なんだって、そうとわかってて承知したんだっ!?」

「……あたしもね、とっとと決着つけちゃいたいのよ。いつ襲ってくるかわかんないものを、ずっと警戒してるなんてヤだし。

　それに考えてもみなさいよ。このままずるずる今の状態が続くなら、いつまでたってもあたしたち、こんなところで、ラドックの文句と親子ゲンカにつき合ってなきゃなんないのよ」

『……[image: ]っ!?』

　さすがにこれはイヤだったらしく、ガウリイとアメリアは同時に小さな呻き声を上げた。

「……けど、よく考えたらそれはないんじゃない？」

　いきなり冷静な口調で言うアメリア。

「……なんで……？」

「だって、もし万一旅先で、あなたがズーマに倒されるようなことになったら、次に狙われるのはあのおじさんよ。そうなれば満足な護衛も雇えないし」

「ちっちっちっ」

　あたしは右手の人さし指を振り、

「甘あまいわね。アメリア。

　もしもあたしがズーマにやられたとしても、護衛はすぐに手に入るわ。

　──つまり、あなたたちよ」

　一瞬、きょとんっ、とした表情を浮かべるガウリイとアメリア。

　いまひとつ、ぴんと来てないようである。

「つまり、よ。もしもあたしがズーマに殺されちゃったら、みんなどうする？」

「どうする……って、やっぱ、まずは葬そう式しきだよな」

「わたし、遺品をあさる」

「とりあえず笑いますね。僕は」

　……人情ないのか……こいつらは……

「……いやそーじゃなくって……たとえばっ！　ズーマを倒して、とりあえずかたきを討うとうかな、とか思わないわけっ!?」

「……そりゃあまあ……あ……」

　小さく声を上げるアメリア。ようやくあたしの言わんとすることをわかってくれたようである。

　……ガウリイの方はまだだけど……

「つまり──よ。

　あたしがズーマに殺されて、みんなが、そのかたきを討とう、って思った場合、みんなはたぶん、ラドックにつられてズーマが出てくるのを待つはずよ。

　結局、好むと好まざるとにかかわらず、あたしのかたきを討とうと思うなら、ラドックの護衛をしなけりゃならなくなっちゃうのよ。

　もしもズーマがラドックまで殺しちゃったら、そのあとあいつがどこに行くか、なんて、それこそわかったもんじゃないもん。

　──わかった？　ガウリイ」

「……なんとなく……」

「許せないわっ！」

　ふたたび、力いっぱいこぶしをにぎり、バックに炎をゆらめかせ、怒りの声を上げるアメリア。

「人の情すら踏ふみつけて、わが身を利することのみ計はかる！　相手がそういうつもりならっ！　リナっ！　あんなのにつきあうことなんてないわよっ！　見み捨すててどっかへ行っちゃいましょうっ！」

「……そーゆーわけにもいかないでしょぉ……」

「どうしてっ！」

「だって……もう前金もらっちゃったし、それに、さっきも言ったように、あたしとしても、とっとと決着はつけちゃいたいしね」

「……まあ……お前さんがそう言うなら、そっちはそれでいいとして、だぞ」

　ガウリイがぽつり、とつぶやいた。

「……で、魔族連中のほうはどうなるわけだ？」

　…………

　しまったぁぁぁぁぁっ！　考えてなかったぁぁぁぁっ！

「……ま……まあ、なんとかなるわよ」

　極きよく力りよく平静を装よそおって、あたしは答えたのだった。




　空は、どんよりと重い色を見せていた。

　一行が、ヴェゼンディ・シティを発たった、その翌よく日じつの午後のこと。

　名もなく、人の通りも少ない街かい道どう。

　あたしたち一行の馬車は、ごとごとと、車輪の音をひびかせて、石ころのむき出しになった道を行く。

　なんでも、ヴェゼンディからすこし北に行った、ゼラムとかいう町のあたりで採とれる、香こう草そうの仕し入いれ、ということらしい。

　メンバーは、やはり顔をかくしたままのゼルと、ゼロスをふくむあたしたち五人。そしてラドックと、やっぱしついて来たアベル。

　御ぎよ者しやには執事のラルタークさん。なんでもこなすひとである。

　あとは、おんぼろ幌ほろ馬車が一台と、老いて疲れた馬一頭。

　むろん馬車は、帰りの荷物を積むためのもの。あたしたちは、のろのろと進む馬車のまわりについて歩く。

　──人の姿を見かけるほうが珍めずらしいような、こんなイナカでも、やはり野盗のたぐいはいるらしく、きのう泊とまった宿屋でも、盗とう賊ぞくたちの噂うわさは聞いた。

　いちおうそれを警けい戒かいして、馬車の右がわにあたしとガウリイ、左がわをアメリアとゼルガディス、そして後ろにゼロスが続く。

　ランザード親子は、行きは馬車がカラだというので荷台の上。もっとも、乗りごこちはあまりよくなさそうではあるが。

「──ちょっと待った！」

　ガウリイが、いきなり声を上げた。

　あわてて馬を止めるラルタークさん。

「──何ごとだっ!?　いきなりっ!?」

　ここまで来て、あいも変わらず不きげんな声で、幌の中からがなり立てるラドック。

「敵よ」

　あっさり答えるあたしのことばに、さすがに一瞬沈黙し、

「……や……奴かっ!?」

「違うな」

　言いながら、ブロード・ソードを抜くゼルガディス。

　そう。気配は複数。それもこの感じからして、それほどの使い手ではないだろう。

　たぶん──ただの野盗たち。

　いきなし関係ないのが出てきたなぁ……

　しかしっ！　あたしにとってはいい気き晴ばらしっ！

　ラドックのぐちに、毎日のごとく続いた親子ゲンカ。そして魔族やズーマの襲撃。

　そんなこんなでたまりまくったうっぷんを、ここは一発、思いっきり晴らしちゃるっ！

「──隠れてないで出てきたら？」

　あたしは大きく声を上げた。

「……挑ちよう発はつしてどうするっ!?」

　馬車の中からかかったラドックの声はむろん無視。

　しかし、あたしの呼びかけにも、森はただ、昏くらい緑の木々を風になぶらせているだけ。

　おそらく、ひっそり隠かくれていたのを、いともあっさり見抜かれて、とまどっているのだろう。

「どうしたの!?　出てきなさいよ。それとも、不意うちはできても、相手と正面きって戦うのはこわい、ってわけ!?」

「──な……なかなか生なま意い気きな口をきいてくれるじゃねえかっ！」

　ようやくあたりに、耳ざわりなだみ声が響ひびいた。

　ざわりっ、とあたりの茂しげみをゆらし、ばらばらと姿を現わす男たち。

　予想通りの野盗たち。その数およそ二十人。

　──少ない……

　あたしたちは、もはや完全に囲まれてはいるものの、ざっと見渡したところ、たいした連中でもなさそうである。この数ならば、あたしひとりでもあっさり切り抜けられるだろう。

「ほれみろっ！　言わんことじゃないっ！　すっかり囲まれたじゃないかっ！」

　しかし、あたしたちの実力を知らないラドックは、ひとり馬車の中でうろたえている。

　ラルタークさんは、さすがに多少驚いてはいるようだが、決して取り乱してはいないし、アベルの様子はあたしの位置からは見えないが、少なくとも、おやじさんの方みたいにわめき散ちらしてはいない。

　ラドックのことばなどにはむろんかまわず、盗賊団のおやぶんはことばを続ける。

「……まあしかし、だ。元気がいいのは悪いこっちゃない。身ぐるみ置いてくなら、命だけはかんべんしてやってもいいぜ」

「やかましい」

　ミもフタもないあたしのひとことに、男は一瞬絶句した。

「あたしたちは先を急いでんのよ。はっきし言って、あんたたちみたいなザコにかかわっているヒマなんてないのよ」

「……ざっ……ざヽこヽだとぉぉぉぉぉっ!?」

　あ。さすがに怒った。

「えぇいっ！　そこまで言われちゃあ黙っておれんっ！　やろうどもっ！　こうなったらかまわねえっ！　皆殺しだっ！」

『おうっ！』

　一いつ斉せいにときの声を上げ、切りかかってくる野盗たち。

　……ふっ……おろかな……

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　唱となえた呪じゆ文もんを解き放つあたし。

　同時に生まれた十数本の炎の矢が、向かい来る盗賊たちを目がけて一気に降ふりそそぐ！

「だぁぁっ！」

「ぎぉえっ!?」

　思い思いの悲鳴を上げて、いきなしうろたえる野盗たち。

　今のが当たったのは、わずか一人か二人だったが、いきなり出ばなをくじかれて、まともに算を乱している。

「今よっ！　行けっ！　ガウリイっ！」

「おうっ！」

　そこにガウリイが切り込んだ。

　あたしの位置からは、馬車がじゃまして見えないが、どうやら反対がわでも戦いははじまっているらしい。刃と刃の触れる高い音と、アメリアの、呪文を唱える声が聞こえた。

　後ろでも盗賊数人を、ゼロスが錫しやく杖じよう一本でからかっている。

　なさけないのがラドックで、ただただひたすら馬車の中から、時々思い出したかのように、悲鳴を上げてみたり、なにやらわめいたりするばかりで、外のようすをうかがおうとすらしない。

「青ブラ魔ム烈・ブ弾レイ波ザー！」

　ごがぁっ！

　あたしの術の直撃を食らい、まともに吹っ飛ぶ盗賊Ａ。

　この状況では、さすがに、馬車やみんなを巻き込むおそれのあるような大技が使えるわけもない。あたしとしてはしかたなく、散さん発ぱつ的てきにつっかかってくるザコたちを、小技でちまちま攻撃するのみ。

　……これではストレス解消どころか、ただめんどくさいだけである。

「──やっぱりただのザコだったわね」

　目の前に、さっき会話を交わした、ボスらしき男の姿をみとめ、あたしは皮肉な笑みを浮かべて言ってやる。

　男は怒りの色に顔を染そめ、

「……えぇいっ！　こうなったらっ！」

　言って右手を大きく上に上げたそのとたん。

　ゅんっ！

　風のうなりを耳にして、あたしはとっさに身をかわす。

　瞬間。

　うぃぃぃぃんっ！

　一本の矢が、小さくその身を震わせながら、馬車の荷台につっ立っていた。

　──まだ森の中にいたかっ!?

　あわててあたりの気配を探れば、たしかに今、矢が飛んできたその方向、しげみの中にかすかな殺気。

　そこかっ！

　あたしは呪文を唱えはじめる。

　しかし、術が完成するより早く。

　ひゅっ！

　ふたたび矢羽が風を切った！

　目標はあたしではない。馬車!?

　しまったっ！

　大きくひと声、馬がいななく。

　馬車をあたしたちからひき離すつもりで、馬に矢を当てたかっ！

　気づいた時にはもう遅おそい！　いつもとはうって変わったスピードで、馬車は暴走をはじめていた！

　ガウリイやゼルたちも異変に気づいたが、すでに馬車は離れてしまっている。

　えぇいっ！

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　どぅんっ！

　あたしが見当で放った術で、森の一部と、そこに潜んでいた殺気とが、一瞬にして、黒い塵ちりと化す！

「なっ……!?」

　驚きよう愕がくの声を上げる盗賊団のボス。

「……ばかなっ！　話がちがうっ！」

　……話が違う？

　男のことばを聞きとがめたが、今はそれを詮せん索さくしているヒマはない。

「ガウリイ！　そいつは生け捕どりにしといて！」

　男を指さし、言い捨てて、あたしは呪文を唱えはじめた。

「翔レイ封・ウ界イング！」

　高速飛行の術をとなえ、あたしが宙ちゆうに舞った時には、馬車ははや、曲がりくねった街道の、かなたに姿を消している。

　しかし道はただ一本。なんとか追いついてみせるっ！

　まわりに風の結界をまとい、あたしは地面すれすれに、街道ぞいをつっ切ってゆく。

　重量と、高度と速度との総和が、術者の技量に比例するこの術、あのスピードの馬車になんとか追いつくには、多少コワいが、地面すれすれをゆくしかない。
















　やがて──

　両側を木々に覆おおわれた街道の、はるか向こうに、ちらりと馬車の影が見えた。

　おいついたっ！

　さらに気力をふり絞り、速度を上げようとした、まさにその瞬間。




　ごぅんっ！




　視界を赫あかい火炎が埋うずめた。




「──なっ!?」

　吹っ飛ばされて、まともに地面に叩たたきつけられた。

　まわりに風の結界がなければ、へたをすれば今ので死んでいる。

　──炎フレのア・ア矢ロー。

　無数に飛んできたそれが、翔レイ封・ウ界イングで飛んでいたあたしを横から直撃したのだ。

「──っ！」

　あわてて風の結界を解き、体勢をととのえるあたし。

　ざざわっ。

　あたりの木々がざわめいて、呪文の主が姿を現わした！

　レッサー・デーモン

　それも四匹！

　なっ!?

　なんでこんなもんが、こんなところにっ!?

　魔族としては最下級の連中だが、それでも、たいていの精せい霊れい呪文は無効化する能力を持っており、ちょっと腕が立つ程度の戦士や魔道士では歯が立たない。

　むろん、このあたしにしてみれば、それほど怖い相手というわけでもないのだが、今はこんなのと遊んでいる場合ではないっ！

　馬車の姿は、すでにふたたび視界から消え、ガウリイたちの姿もはるか後ろに見えなくなっている。

　ともあれ、とっとと決着をつけるのみっ！　あたしは呪文を唱えはじめた。

　るごぉぉうっ！

　レッサー・デーモンが吠ほえた！

　同時に生まれた十数条の炎フレのア・ア矢ローが、あたしに向かって降りそそぐ！

　呪文をとぎれさせぬようにしながら、あたしはなんとかこれをかわす。

　そこを狙って、次の一匹が炎の矢を生み、解き放つ！

　えぇいっ！　うっとーしいっ！

「冥ラグ王ナ崩・ブ魔ラ陣スト！」

　闇やみの柱の結界と、黒のプラズマに全身を灼やかれ、レッサー・デーモンが消滅した！

　まず一いつ匹ぴき！

　動どう揺ようの気配すらも見せようとせず、残った三匹は、やはり次々に炎の雨を降らせてくる。

　よけながら、次の呪文を唱えるあたし。

　──しかし、このレッサー・デーモンたち、あまりにも攻撃が単調すぎる。まさか、あたしの足止めか!?

　やがて、次の呪文が完成した。

　あたしから見て、二匹のデーモンが一直線上にならぶ位置にまわりこみ、唱えた術を解き放つ！

「魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆ア！」




　じゅごわっ！




　あたしの放った魔力の炎は、一匹の胸に大穴を開け、後ろの一匹の頭を蒸じよう発はつさせる！

　あと一匹！

　しょうこりもなく、またまた炎の矢の連打。

　まちがいない。こいつら、あたしへの足止めである。

　しかし、誰が？

　あの盗賊たちのしわざとは思えないし……

　ともあれ今は、先にこいつらを倒すっきゃないっ！

「覇ダイ王ナス雷ト・撃ブ陣ラス！」

　レッサー・デーモンのまわり、五ご紡ぼう星せいの位置に落ちた雷光の舌が、デーモンの体を貫つらぬきはね回る！

　蒼あお白い光が消えたそのあとには、ケシズミと化したレッサー・デーモンの体が転がっていた。

　よぉしっ！　終了っ！

　あとは、ふたたび馬車のあとを追い──

　馬車の消えたほうに視線を送り、そのあたしの動きがぴたりっ、と止まった。

　ただひとり、よろよろと、おぼつかない足どりでこちらに歩み寄る人影を認めて。

「──アベル!?」

　あわてて彼にかけ寄るあたし。

「どうしたの!?　一体!?」

　服はぼろぼろ。全身はすりきずだらけで、片方の足を引きずっている。

「……馬車から飛び降りた……」

　口の中も切っているらしく、ややくぐもった声で言う。

「……父さんと……ラルタークがまだ、降りられずにいる……早く追ってくれ……」

　言って近くの木にもたれかかる。

　とことん痛そうではあるが、どうやら、重じゆう傷しようというわけでもないようだ。

「──わかったわ」

　こくんっ、とあたしはうなずくと、ふたたび呪文を唱えはじめた。

「翔レイ封・ウ界イング！」

　やがて──

　さらにしばらく進むうち、向こうに何かが見えてくる。

　あれは!?

　もちろん馬車なのだが──走っている途中でバランスでも崩くずしたか、まともに横倒しになっている。

　馬車のすこし手前で術を解とき、あたしは地面に降り立った。

　乗っていた二人の姿は見当たらず、横倒しになった馬だけが、苦しそうに息をついていた。

「……う……」

　小さな呻うめきを聞きつけて、あたしがそちらをふりむけば、近くの木の根もとにしゃがみこむラルタークさんの姿。

「……あ……あんたですか……」

「だいじょうぶですか!?　ラドック──さん、は？」

　ラルタークさんは、かすかに顔をしかめて、

「……私は大丈夫です……それより……あの、ズーマとかいう暗アサ殺ツ者シンがいきなり現われて………」

「ズーマが!?」

「……あなたにこう伝えろ、と……『ラドック＝ランザードは預あずかった。見殺しにする気がないなら、テュフォンの村の東、山の中にある猟りよ師うし小ご屋やに、お前とガウリイ＝ガブリエフ、二人だけで来い』と……」

　──挑戦、か……

「いやぁ。それは大変ですねぇ」

　いきなり後ろからした声に、あわててあたしがふり向けば、はたしていつからそこにいたのか、静かに佇たたずむゼロスの姿。

「──びっくりさせないでよ……みんなは？」

「あっさり片づけて、こっちへ向かってるはずです」

　──ふむ──

　この時あたしはなんとなく、今回、ゼロスが何をやっているのか、わかったような気がした。

「ゼロス、ラルタークさんをお願い。とりあえず、みんなのところに戻もどるわよ」




「おっ……おれは何も知らねぇよぉぉぉっ！」

　頼んでおいた通り、ガウリイのとっ捕つかまえてくれた、盗賊団のボスらしき男は、あたしたちにまわりを囲まれ、とことん情けない声を上げた。

「うそいーなさい。ちゃんとあたしは、あなたが『話が違う』って言ったの聞いてんのよ」

「……あ……あれは……」

　問いつめるあたしに、男は一瞬口ごもり、

「……きのうの夜……男がアジトにやって来た………」

　観念したか、やがて男は話しはじめた。

「……全身黒ずくめで……ズーマ、って名乗ってた……

　ふつうの奴なら、その場で片づけて、身ぐるみはいじまうんだが……な……なにしろ、後ろにデーモンなんぞ連れてるもんだから、手が出せねえで……」

「デーモンを!?」

　思わず問い返すあたし。

「それって──レッサー・デーモンだった!?」

「そんなことまで知るかよっ！　デーモンなんざ、話に聞いたこたぁあるけど、見たのはきのうがはじめてだっ！」

　……そうするとやっぱり、あたしの足止めをしたレッサー・デーモンはズーマが？

　とすれば、召しよう喚かん術じゆつ士しとしても、かなりのウデを持っている、ということになるが……なんか多少イメージ違うなぁ……

「……まあいいわ。それで？」

「……そいつぁ、いきなり金きん貨かをばらまいて、協力しろ、と来た。

　明日──まあ、早い話が今日だな。この道を、こういう一行が通るから、襲しゆう撃げきして、馬車と護衛の連中をひき離せ。成功したら、もっとおたからをやる、と、こうだ。

　デーモンなんぞで脅おどされて、まさか断われるわけもねえ。

　護衛連中のウデはたいしたことはねえ、もしもの時はデーモンたちを助けに出してやるって言われて引き受けたんだが……

　いざ実際に戦やってみれば、あんたたちはやたらと強えし、約束のデーモンたちの援えん護ごもねえ。

　それで、つい、話が違う、って……」

「なるほど……ねぇ……」

　ということは、もとよりラドックをさらうつもりだったか……

　おそらく、この機に乗じて、あたしとラドックの二人を同時に片づけよう、という腹なのだろうが……

「納得してくれたかい？　……なぁ、なら、もう行ってもいいだろ？」

「そんなわけがないでしょっ！」

　言って、びしぃっ！　と男を指さしたのはアメリア。

「その常日ごろの悪あく行ぎようの数々！　目こぼしなどしてもらえると思うのならば大間違いよっ！　近くの村の役人に引き渡すからっ！　追って沙さ汰たあるまでおとなしくしてなさい！」

「うひぃぃぃぃっ！　それだけはなんとかっ！　改心するっ！　改心しますから、ここはなんとかっ……！」

「問答無用っ！　本来なら、この場で天の裁さばきが下っても……」

　なおも続く、二人のやりとりを聞き流しつつ、あたしは別のことを考えていた。

　いよいよ、ズーマが本気で動きだしたか……

　たぶんあいつは、次で決着をつけるつもりだろう。

「……決戦……か……」

　あたしは誰だれにも聞こえぬ声で、ぽつり、と小さくつぶやいた。




　……ざわり……

　昏くらい空を背に、木々の梢こずえが風に鳴る。

　あれから二日ほどの後。

　この季節、このあたりの天候というのはいつもこうなのだろうか。あたしたちがヴェゼンディを発たって以来ずっと、空は灰色の雲一色に染まっていた。

　人がふたり、なんとか並んで通れるほどの細い山道。

　黒々と佇たたずむ木々の陰かげに、丸太づくりの小屋ひとつ。

　言うまでもない、ズーマの指定した、その場所である。

「──行くか」

　ぽつり、とつぶやいたガウリイのことばに、あたしは無言で小さくうなずいた。

　やはり、二人だけでここまで来るには、ガウリイの方はどうか知らないが、あたしにはけっこう思いきりがいった。

　なにしろ、いくどか戦いながらも、一度も勝てなかった相手である。何よりも、その精神的なプレッシャーが大きい。

　ガウリイとの剣の練習、むろん続けてはいるのだが、さすがにあーいったものは、いきなり上達するものでもない。

　一対一なら、たぶん勝てない。

　以前に一度、ズーマを退しりぞけたことがあったが、あのときもっぱら活躍したのはガウリイの方。あたしはほとんど、ただ横で見ていたよーなもんだった。

　頼みの綱はガウリイなのだが、気になることが少しある。

　ズーマが、レッサー・デーモンたちを操あやつっていた、という話である。

　もしも奴やつが、デーモンを、数をたのみに出してきて、あたしとガウリイの分断を図ればあたしにとってはかなり苦しい戦いになる。

　できればアメリアやゼルガディスたちの援護を頼みたいところだが、あっちに人質がいる以上、あまりへたなまねはできない。

　みんなは、ふもとのテュフォンの村でおとなしく、あたしたちの帰りを待っているはずである。

　引っかかることはまだあった。

　ズーマが、あたし一人でなく、ガウリイもいっしょにこの場に呼んだこと。

　あいつにとっては、殺しの対象はあたしとラドックだけのはず。にもかかわらず、ガウリイを呼んだということは、前に戦って敗れた時の雪せつ辱じよくだろう。

　しかし、ラドックを人質に取る手口といい、ガウリイへの雪辱を晴らそうとするところといい、なんとなく、らしくないような気がするのだ。

　それとは別に気になっているのは、セイグラムたち魔族三人。

　あれからちょっかいをかけては来ないが、まさか、あれだけで終わったとも思えない。

　──しかし、あれこれ思い悩んでいてもしかたないっ！

　まずは当面の問題、ズーマをなんとかするのみっ！

　ロクな勝算もないままに、やがてあたしとガウリイは、猟師小屋の前にたどり着く。

　むろん、それほど大きな建物ではない。外から中の気配をさぐれば、かすかに人の気配がひとつ。

「──まず、オレが入る」

　言ってガウリイは、小屋の扉とびらに手をかけた。

　……っぎいいっ……

　いかにもたてつけの悪そうな音を立て、小屋の扉はあっさり開いた。

　その場でガウリイの足が止まる。

　彼の横から、ひょいっ、と中をのぞき込めば、小さなだんろと、小さなテーブルがおざなりに置いてあるだけの、味もそっけもない、がらんとした部屋。

　部屋の隅すみには、ベッドがわりか、かいばが山積みされており、その上には──

「……ラドック……さん……？」

　ひとりの男が、両手を後ろで縛しばられて、かいばの上に転がっていた。

　こちらに背を向けてはいるが、たぶん間違いない。ラドック＝ランザード当人だろう。

　どうやら生きてはいるようだが……

　あたりには、他に人の姿も気け配はいもない。

　身を隠せるような場所もなし。むろんただの猟師小屋に、隠かくし扉や秘密の通路もないだろう。

　……もっとも、ズーマの奴ならば、あたしから気配を隠すくらいのことはやるだろうが、ガウリイの方も、何の気配も感じてはいないようである。

「──どうする？」

「ちょっと待って」

　問いかけるガウリイに答えて、あたしは呪じゆ文もんを唱となえはじめた。

　そして──

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ざぅんっ！

　あたしの放はなった術は、ラドックの下のかいばを貫つらぬいた。

　そこにズーマが隠れている、というおそれもあるのだ。

　しかし、全く何の手ごたえもなく、あたしの術は、ただ単にかいばを吹き散らしたのみ。

　それでバランスが崩くずれたか、ラドックの体が、ごろんっ、とこちらを向く。

「……う……」

　彼は小さなうめき声を上げた。

　間違いなく当人である。

　──しかしそうすると、ズーマは一体……？

　その時。

　あたしはふと、背中に気配を感じた。

　──しまった！　後ろかっ!?

　あわててあたしがふり向けば、そこには──

「──アベル!?」

　おそらく、ここまで走って来たのだろう。肩で大きく息をつきながら立ちつくすアベルがそこにいた。

「……アベル……だと……!?」

　気がついたのか、ラドックの小さな声が中から聞こえた。

「父さんっ！」

　止めるいとまもあらばこそ。

　あたしの横をすり抜けて、アベルは小屋の中にかけ込むと、ラドックの手を縛しばる縄なわをほどきにかかる。

「……ばかもんっ！　なぜ来たっ!?」

「心配だったからさっ！」

　言われてことばを失うラドック。

　と──

「リナぁぁ！」

　いきなり聞こえるアメリアの声。

　おどろいてふり向けば、彼女ばかりか、ゼルやゼロス、ラルタークの姿まである。

　たぶん、飛び出したアベルを止めに来たのだろうが……

　……いきなしみんなで来てどーする……

「……やれやれ……だいぶ話が違うねえ……」

　聞き覚えのある声は、あたしの後ろの方からした。

「──なっ!?」

　あわてて思わずふり向けば、小屋の後ろ、何もない空中に、ぽっかり浮かぶ白い塊かたまり。

　ざわりっ、と空間を波打たせ、それは、無数の闇やみの触しよく手しゆを生んだ。

　その触手は、次の瞬間、ざんばらの髪と体を形作る。

「──グドゥザ!?」

　思わず声を上げるアメリア。

　しかし──なんだってこいつがここに!?

「……全く……これ以上、こんなめんどうなこと、つきあってられねぇな」

　声は、こんどは木々の間から。

　わざわざ足音を立てながら、ゆっくりと、あたしたちの前に歩み出た。

「──また会ったな。合キ成メ獣ラの坊や」

　デュグルドは、帽ぼう子しのつばを、かるくもち上げてそう言った。視線をゼルからすこしずらし、

「……復ふく讐しゆうにつき合え、って言うからここまで来ましたけどね……こりゃあ、復讐っていうより茶ちや番ばん劇げきだ。いいかげん飽きも来ましたし……そろそろ終わりにしましょうや。ラルターク老」

『なっ……!?』

　ガウリイとゼル、そしてアメリアが同時に声を上げた。

「……ふむ……そうじゃの……」

　こともなげにそう答えると、ラルタークは、口の中で小さく呪文を唱えはじめた。

　人間には、決して発音できるはずもない、小さな響きが風に混まじる。

　森がざわめいた。

　逃げているのだ。

　鳥が。獣が。そして虫たちが。起こるであろう異変を感じて。

　しかし──遅おそかった。

　……ぅおおぉ……ん……

　それが、力ある言葉だったのだろう。低い響きが大気を震わせた。

　瞬間──

　ずぐんっ！

　耳の奥が鳴る。

　不快な空気があたりに満ちた。

「……困りましたねぇ……」

　平然たる声を上げたのはゼロス。

「約束と、少々違いませんか？」

「なぁに。このくらいはおまけしてくれてもいいじゃろ？」

　これまた平然と言うラルターク。

　ぎぃっ。

　獣の悲鳴とも何ともつかぬおかしな声は、森の中から上がった。

　ぎぎぃっ！　ぎぢっ！　ぎぢぎぢっ！

　それも、ひとつやふたつではない。数十の単位である。

「──何をしたのっ!?　一体っ!?」

「なぁに。たいしたことでもないよ」

　あたしの問いにラルタークは、表情ひとつ変えずに答えた。

「ただちょっと、な。そこらの動物たちに、精アス神トラ世ル・サ界イドから呼び出した下級魔族どもを憑ひよ依ういさせただけじゃよ」

　──なっ!?

　思わず絶句するあたし。

　今、ラルタークのやったこと。すなわちそれは──

　るごわぁぁぁぁぁぁぅっ！

　やがて苦鳴が獣けものの雄お叫たけびに変わった時。

　森の中から、ラルタークによって喚よび出された、無数のレッサー・デーモンたちが姿を現わした！

「さぁて！」

　ばさりっ！　とマントをひるがえし、デュグルドが歓喜の声を上げる。

「はじめようぜ！　楽しいパーティをなっ！」








　　　四、闇蠢うごめき　そして死闘の終わる時









　ぐるぉあああああっ！

　戦いの幕を切って落としたのは、レッサー・デーモンたちの大だい合がつ唱しようだった。

　同時にデーモンたちの正面──早い話が、あたしたち一同と小屋をとり囲むように、無数の炎フレのア・ア矢ローが現われる！

　おそらく、その数、数百本！

　どずげげげげげっ！

　いくらなんでもじょーだんじゃないっ！

　あたしはあわてて呪じゆ文もんを唱となえつつ、ガウリイにタックルをかけて、小屋の中に飛び込んだ！

　──ほとんど同時だった。

「風よっ！」

　あたしが小屋の中で、風の結界を張り終えるのと──




　ぼごぅっ！




　爆音とともに、小屋の外壁がはじけるように炎上したのは。

「──っなっ!?」

　あたしの風の結界の中、思わず声を上げるアベル。

　デーモンたちが一いつ斉せいに、炎フレのア・ア矢ローを放ったのだ。

　もしも風の結界だけか、あるいは小屋だけだったなら、灼しやく熱ねつした空気で蒸むし焼きにされていただろう。

「行くわよっ！　ガウリイっ！」

「おうっ！」

　すかさずあたしは風の結界を解き、次の呪文を唱えはじめる。

　同時に光の剣を抜き、小屋の外へととび出すガウリイ。

　いくらレッサー・デーモンたちの第一弾をなんとかしのいだといっても、相手を倒せなくては話にならない。敵が第二弾を放つ前に、どれだけデーモンたちの数を減へらせるか。早いうちにそれができなければ、戦いは、不利なままでずるずる続くことになる。

「振ダム動・ブ弾ラス！」

　ごがぁっ！

　火の手を上げる小屋の、ドアと反対がわの壁に、術で大きな穴を開け、

「アベル！　あたしが表から出て、デーモンたちの気を一いつ瞬しゆんそらすから！　あなたはそこからラドックさん連れて、森の中に隠れて！」

　言ってアベルの答えも待たず、呪文を唱えて、ドアのあった方から外へと飛び出す！

　思った通り、ゼルとアメリアも無事である。たぶん二人で、とっさに二重の風の結界を張り、熱と炎を防いだのだろう。

　ガウリイをまじえ、すでに三人で戦いを展開している。

　ラルタークとゼロスの姿は見えないが、まあ、今のでどうにかなった、などということだけはないだろう。

「明ライりテイよング！」

　増ぞう幅ふくの術を使ってから唱えた明りを、あたしは空中高くに解き放つ。

　さすがに増幅バージョンだけあって、真夏の太陽──とまではいかないまでも、十分な輝かがやきであたりを照てらし出した。

　そして大地に影が生まれる。

　あたしは続けて、増幅の呪文を唱えはじめた。

　しかし、今の『明ライテりイング』はそーとー目立ったか、ダース近い数のレッサー・デーモンたちが、一気にあたしに注目した。

　るぐぉぉぉぉぉぉっ！

　またまた生まれる炎フレのア・ア矢ロー！

　ちょっと待てっ！　ンないっぺんにっ!?

　呪文が間に合わないっ！

　無数の炎フレのア・ア矢ローが解き放たれた！

　瞬間、あわててダッシュをかけ、その場を逃のがれる！

　だが、数が数である。──全部は逃げ切れないっ！

　ふしゅっ！

　──しかしこの時。

　あたしを、おそらく直撃するはずだった何本かを含ふくめるすべての炎フレのア・ア矢ローが、まるで空間に溶とけ消えるかのように、一瞬にして姿を消した。

　…………？

「──サービスですよ。ただし、一度だけ」

　ゼロスの声は、どこからともなく聞こえて来た。

　むろんその姿を探しているヒマはない。

　ともあれこの一瞬はありがたかった。デーモンたちが第三弾を放つより早く、あたしの呪文は完成した！

「餓デイ竜スフア咬ング！」

『明ライテりイング』が生んだあたしの影が、いくつもの竜の顎あぎとと化して、まわりにいる、レッサー・デーモンたちの影へとおどりかかる！

　ぎぎゃぁぁぁうるっ！

　影の竜に嚙かみ砕くだかれた自分の影と、全く同じ部分からどす黒い血を吹き出しながら、レッサー・デーモンたちは、断だん末まつ魔まの悲鳴を上げた。




「はっ！」

　ざむっ！

　おそらくは、剣に魔力を込めているのだろう。ゼルのブロード・ソードの一撃が、あっさりとレッサー・デーモンの腹を薙なぐ。

　ぎぃっ！

　手近にいた別の一いつ匹ぴきが、怒りの声を上げながら、またまた炎フレのア・ア矢ローを生み出した。

　しかしこの、レッサー・デーモンの炎フレのア・ア矢ロー、数がまとまると確かに脅きよ威ういだが、一匹だけが放つものなら、それほど致ち命めい的てきなシロモノではない。

　ある程度の魔道士になると、相手が一人だけならば、炎フレのア・ア矢ローを放つ時、微妙にそれぞれのタイミングや狙ねらいをずらしたりして、よけられにくくするものなのだが、こいつらの放つ炎フレのア・ア矢ローは、狙いも放つタイミングもいたって単調。数は多いし、当たれば確かにかなりのダメージを受けるが、戦い慣なれた人間ならば、冷静によく見ていれば、身をかわすのはそれほど難しいことでもない。

　レッサー・デーモンが炎フレのア・ア矢ローを放つタイミングを読んで、ゼルは呪文を唱えつつダッシュをかけた。

　軌き道どうを見切ってあっさりかわし、そのまま間合いを一気に詰つめる！

　だがその瞬間！

　飛び来る闇やみのつぶての前に、彼はあわてて足を止めた。

　デュグルド！

「今度は殺してやるぜっ！　合キ成メ獣ラの坊や！」

　言いながら、ゼルに向かって突っ込んでゆく！

「烈エルメ閃キア・咆フレイム！」

　唱えた呪文を解き放つゼル。烈エルメ閃キア・槍ランスの強化版で、やはり肉体そのものにはダメージを与えないが、人間の精神くらいなら、いともあっさり破壊できるだけの威いり力よくはある。

「ちっ！」

　さすがにこれを受ける気はないか、鋭い舌打ちをひとつして、デュグルドは横に身をかわす。

　ゼルの放った術は、後ろにいたレッサー・デーモン一匹を直撃した。

　びくんっ！　と体を大きくふるわせ、デーモンは地じ響ひびき立てて倒れ込み、そのまま二度と動かなくなる。

　一方、デュグルドはふたたびゼルに向かって突っ込んでゆく。

　迎えうつべく、剣を構えるゼルガディス。

　そこへ──

　るごぉうあっ！

　デーモンがデュグルドの後ろから、またもや炎の雨を降らせてくる！

　味方がいようがおかまいなしである。いずれにしても炎など、デュグルドのような純魔族には効きかないが。

　炎を背中に負いながら走るデュグルド。ゼルとの間合いに入る直前、魔族は大きく横に跳とぶ！

　その背中を追っていた炎が、ゼルに向かって降りそそいだ！

　ゼルもまた、デュグルドの動きに合わせて横に跳ぶ。しかしわずかにタイミングが遅かったか、一いち条じようの炎が、彼の左腕をかすめ、コートの袖そでが一瞬にして炭と化す。

　またも解き放たれた、デュグルドの闇のつぶてを、なんとかブロード・ソードではじくゼル。ほとんど防戦一方である。

「終わりだっ！」

　叫ぶと同時に、デュグルドの体の周囲にまとわりついていた闇のつぶてが、魔族の手もとに集結した。

　そしてそれは、一瞬のうちに、闇の剣つるぎを形作る。

　ばぢぃっ！

　空気をふるわせ、デュグルドの闇の刃やいばと、ゼルの魔力を込めた刃が交こう錯さくした！

　二本はがっきり嚙かみあって、互いの力を殺し合う。
















　しかし──

　その瞬間を狙っていたのか、横手にいるレッサー・デーモンが炎フレのア・ア矢ローを生み出す。

　まずいっ！　今あれでやられたら、ゼルはよけようがないっ！

　デーモンが、小さく笑みを浮かべた──ような気がしたその瞬間。

　びぅんっ！

　一条の光が空を走り、デーモンの頭を四散させた！

　ガウリイ！

　撃うち出された光の剣の刃が、炎フレのア・ア矢ローを生み出していたデーモンの頭を直撃したのだ。

　彼もまた、もっぱらレッサー・デーモンたちを相手どり、かなり苦しい戦いを展開していた。

　最初のうち、小屋から飛び出したガウリイは、あるいは光の剣でレッサー・デーモンたちを薙なぎ斬きり、あるいは刃を撃ち出していた。

　しかし今は、かなりの数のデーモンたちが、彼一人に集中砲火を浴あびせている。

　レッサー・デーモンたちの攻撃に、連係などほとんどあったものではないが、それでも数が数である。何とか身をかわし、あるいは光の剣で炎をはじいてはいるが、反撃のチャンスがなかなか摑つかめないようだ。

　彼の光の剣、一度刃を撃ち出すと、ごくごく短い間ではあるのだが、次の刃を生み出すまでに時間のブランクが生まれる。

　だがあの集中攻撃の中では、その一瞬さえ命取りになり得る。ゼルへの援えん護ごの一撃にしても、たまたまデーモンたちの攻撃がやむ一瞬を捕とらえてのこと。そんなチャンスがそうそうしょっちゅうやってくるものでもないだろう。

「えぇいっ！」

　ガウリイは焦あせりの声を上げながら、飛び来る炎の矢をなぎ払はらった。




　アメリアに向かったレッサー・デーモンたちの数は、それほど多くなかった。

　しかしそれより問題なのは──

「……くふふぅ……また会ったねぇ……」

　つぶやいて、グドゥザは赫あかい口を、笑えみの形に歪ゆがめてみせた。

　対するアメリアは、すでに呪文の詠えい唱しように入っている。

「今度はまちがいなく殺してやるよ……」

　ざわりっ、とグドゥザの髪が波打った。

　同時にまわりのレッサー・デーモンたちの数匹が炎フレのア・ア矢ローを放つ！

　呪文を唱えつづけたままで、あっさり身をかわすアメリア。

　──あたしが天に向かって、増ぞう幅ふくした明りを放ったのはこの時だった──

　グドゥザの顔に刻きざまれた笑みが深くなる。

　同時にざざわっ！　と髪が伸び、大地に落ちた自分の影の中へと消えた。

　そして、いつかの戦いと同じく。

　それはアメリアの影の中から伸び出して、彼女の足をからめ取る！

　前回と根本的に違うのは、敵にレッサー・デーモンたちがいること！

「おやりっ！　お前たち！」

　グドゥザの声が響いた。

　るぐぉうぁっ！

　レッサー・デーモンたちが吠ほえる！

　虚空に出現した、数十条の炎の矢が、足を止められたアメリアめがけて降りそそいだ！




　ッゴゥンッ！




　炎の矢が、爆炎となってはじけ散り、あとには──

　なにごともなかったかのように立つアメリアの姿！

　すでに次の呪文を唱えはじめている。

「防御呪文かっ!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるグドゥザ。

　もともとアメリアの本職は巫み女こ。防御・回復系の魔法はお手のものである。ちゃんと呪文さえ唱えられれば、これくらいのことはやってのける。

「──おのれっ！」

　ざわりっ、と、グドゥザの髪かみがアメリアの足を這はい上がる。

　しかしこの時、アメリアの呪文が完成した。

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　狙いは自分の足もと──グドゥザの髪！

　これで外れるわけはない。彼女の術は、魔族の黒い髪を吹きちらした。

「ぎぅっ!?」

　思わず声を上げ、あわてて影の中から自分の髪を引き抜くグドゥザ。

　いかに髪、いかにトカゲのシッポのようなシロモノだとしても、魔族にとっては、それも立派な『体』の一部。切り捨てたあとならとにかく、つながっている時にダメージを食らうのは、やはりイタいようである。

「……小娘っ！」

　怒りの声を上げるグドゥザ。かまわずアメリアは呪文を唱えながら、グドゥザを目がけてダッシュをかける！

「えぇいっ！　何をやってる！　お前たちっ！　さっさとあの小娘を始末おしっ！」

　グドゥザの命めいにデーモンたちが、またもや炎の矢を生み出した。

「霊ヴイ王ス結フア魔ラ弾ンク！」

　アメリアの唱えた術は、あたしの知らないものだった。

　同時にレッサー・デーモンたちが、彼女に向かってまたまた炎の矢を走らせた。

　まるっきり、なんとかのひとつ覚えだが、しかしそれも、これだけ数がまとまれば立派な脅威である。

　よけきるのは無理かっ！

　さきほどの防御呪文がまだ効いているかどうかっ!?

　だがしかしっ！

　アメリアは、飛び来る炎の矢の大半から身をかわし、かわしきれない何本かは、あろうことか、左の手のひらで受ける！

　ばぅっ！

　あっさり炎が四散した。

　そうか。

　今のアメリアの呪文、おそらくは、ゼルの、剣に魔力を込めるのと原理は同じ。両の手のひらに増幅した魔力を集結したものなのだろう。

　そのまま一気にグドゥザとの間合いを詰つめる！

「……人間ふぜいがっ！」

　魔族の長い黒髪が、まるで風に吹かれたかのように、アメリアに向かって長くたなびく。
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　グドゥザの髪が小さくふるえ、虫の羽音にも似た、低い音を生む。

　次の瞬間。




　ヴンッ！




　振動は魔力の衝撃波と化し、アメリアを目ざしてつき進んだ！




　どぅんっ！

　重い地響き立てながら、四体のレッサー・デーモンが地に倒れ伏す。

　あたしの生んだ影の竜に、精神と肉体の両方を嚙み破られて。

　デーモンたちを倒した影の竜は、やがてあたしの影へと戻もどる。

　まずは四体！

　しかし、焼け石に水──とは言わないが、まだまだ状況が苦しいことに変わりはない。

　ついでに言うと、今の一撃で、あなどりがたし、と見てとられたか、別の何体かが一いつ斉せいにあたしの方を向く。

　……まずいな……

　森の中に逃げれば、デーモンたちの視界から逃れることもできるだろうし、炎の矢の直撃を受けることもまずないだろう。

　しかし逆に、デーモンたちが見当だけで炎の矢を放ってきた場合、火に囲まれて逃げられなくなるおそれもある。

　あたしは呪文を唱えつつ、その場でくるりっ、ときびすをかえし、なおも火の手を上げる小屋に飛び込んだ。

　焼け崩くずれてはいないものの、室内もほとんど火の海である。灼やけた空気が肌はだをちりつかせる。

　そのままあたしは小屋をかけ抜け、アベルたちを逃がした穴から外にとび出す。

　ごく単純な目くらましだが、何も考えていないレッサー・デーモンたちにはこれで十分だった。

　小屋を駆け抜けて、木々の間に飛びこんだそのとたん──




　ぶごぉっ！




　巨大な炎の舌したをふき上げ、猟りよ師うし小ご屋やは、一瞬にして焼け崩れた。

　あたしが飛び込んだのを見たデーモンたちが、小屋に炎の矢を放ったのだ。

　ふたたびあたしはきびすをかえし、デーモンたちに向かってまわりこみながら走る。

「黒ブラス妖ト・ア陣ツシユ！」

　どぉむっ！

　腹にひびくような重い音を立て、さらに二匹が、一瞬にして黒い塵ちりと化した。

　これで──六匹！

　ほかのみんなが倒した分と合わせれば、すでに十匹以上は倒しているはず。確実に数は減っているが、それでもまだ、半数以上が残っている。

　フル・パワーの竜ドラグ破・ス斬レイブでも使えば、もうちょっと早くすむのだが、それではモロにガウリイたちを巻き込むことになる。

　ここは確実に、狙いうちで倒して行くしかない。

　さてさて、次はどの術で行くか。

　次の呪文を唱えようとしたその時。

　後ろに気配を感じ取り、あたしはあわててふり向いた。

　そこにはただひとり、呆ぼう然ぜんと立つアベルの姿。

「ちょっとあんた──!?」

　あたしは彼の手を取ると、しげみの奥へと引っ張り込む。

　どうやら何かがあったようだが、さすがのあたしも、レッサー・デーモンたちの目の前で立ち話などする根性はない。

「何があったの!?　ラドックさんは!?」

「……森の中に逃げ込もうとしたらっ……デーモンが火の矢を投げてきて……父さんは僕ぼくをつき飛ばして、森の中に逃げろ、って……

　それから姿が見えないんだっ！

　今まで、あちこち探してたんだけど……」

　ああっ！　このくそ忙いそがしい時にっ！

「お父さんはだいじょうぶよっ！　きっとっ！」

　根こん拠きよもなしに言い切るあたし。

「この戦いが終わったらみんなで探しましょうっ！　今はとりあえず、あなたはここでじっとしててっ！」

　そう言うと、あたしは呪文を唱えつつ、ふたたび戦場へと戻る。

　しげみから分け出たそのとたん、そばにいたレッサー・デーモンとばったり目が合う。
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「覇ダイ王ナス氷ト・河ブ烈レス！」

　あたしの術に、デーモンの体が凍こおりつき、四散した！




　デュグルドが手にした刃の色が変わってゆく。

　深い闇の色から灰色へと。

　彼の操あやつる、つぶてを集結させた闇の剣、さすがにガウリイの光の剣や、あたしの神ラグ滅ナ・ブ斬レードほどの威力はないようで、ゼルの魔力をまとわりつかせた剣と嚙みあうそのうちに、急速に力をなくしつつある。

　もっともゼルの、剣に込めた魔力の方も、ほとんど同じぺースで消しよう耗もうしているが。

　このままなら、先に消耗した方が負ける。

　だがデュグルドには、そんな力勝負をする気はどうやらなさそうだった。

「お前の負けだぜっ！　合キ成メ獣ラの坊や！」

　言うなり、魔族のまわりにまたもや十数個の闇のつぶてが生まれた！

　この状態であれを放たれたら、ゼルによける術はないっ！

「がぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　悲鳴を上げ、大きく後ろに退さがったのは、しかしデュグルドの方だった。

　見ればデュグルドの胸のあたり、一本の短剣が深々と、柄つかの近くまでもぐり込んでいる。

「ぐぐぁぁぁぁぁぁぁっ！……っがぁぁぁっ！」

　苦く悶もんの悲鳴を上げながら、デュグルドは、それでもなんとか、右手で短剣を引き抜くと、いまいましげに投げ捨てた。

　──むろん、ただの短剣で魔族にダメージを与えられるわけはない。おそらくゼルは、あらかじめ呪文を唱えておき、デュグルドの闇の剣を自分の剣で受けた時、隠し持っていた短剣に魔力を込めて、左手で魔族を刺したのだろう。

　スキを逃さず、デュグルドに向かって突っ込むゼル。その行く手を一匹のレッサー・デーモンが阻はばんだ！

　しかしゼルは、これを予想していたらしく、余よ裕ゆうの動きでその一体を斬り倒し、進路を変えて、別の一匹も屠ほふる。

「合キ成メ獣ラふぜいがぁぁぁぁっ！」

　苦痛の色をにじませて、デュグルドは怒りの声を上げる。

「……よくもっ……！　よくもやってくれたじゃねえかっ！」

　しかしゼルガディスは、魔族のことばをあっさりと鼻先で笑い飛ばす。

「他人のことを坊やだの合キ成メ獣ラふぜいだのと言うわりには、パターンが知れてるな。底が浅いぜ」

「……きさま……！　今度こそ殺してやるぜっ！」

「そのセリフは何回か聞いたがな……実現したことはただの一度もない」

　言って呪文を唱えはじめるゼルガディス。

　口ではなんのかんのと言ってはいるが、さすがに今の一撃は、けっこうダメージが大きかったらしく、デュグルドの動きはこころなしか頼たよりない。

「……ちっ……」

　デュグルドは、小さく舌打ちひとつして、やおら大きく跳び退すさり、一体のレッサー・デーモンのもとへとかけ寄った。

「……た……確かに今のはちょいとこたえたぜ……だがな……」

　デュグルドは静かに右手を持ちあげて──




　どずっ！




　その手でレッサー・デーモンの胸板を貫いた！

　……なっ!?

　断末魔の悲鳴を上げてのたうつデーモン。

「……くふ……ふふふふ」

　その黒血を全身に浴びながら、デュグルドは低い笑みを漏もらした。

「……くふぅっ……さすがに効くぜぇ……こいつらの怒りと恐怖はよ……」

　──こいつっ！

　魔族の力の源となるのは、生きとし生けるものたちの負の感情。

　デュグルドは、ゼルから受けたダメージを補うために、レッサー・デーモンを自らの手で殺し、その恐怖や絶望を食らったのだ。

　いかにこの世界への具ぐ現げんのしかたが違うとはいえ、これはほとんど共とも食ぐいである。

「──さぁて」

　ゼルの一撃を受けたショックで消えていた、闇のつぶてがふたたび生まれる。

「今のは油断だったが──今度はっ！」

　大きく後ろに退りつつ、呪文を唱えるゼルガディス。

　この術は──!?

「崩ラ・霊テイ裂ルト、だとっ!?」

　デュグルドもまた、術の正体にようやく気づく。

　づぶりっ。

　闇のつぶてだけを残して、デュグルドの体が大地に沈み込む。

　アメリアとの戦いで、グドゥザが使ったのと同じ戦法──精アス神トラ体ルのかけらをおとりとして残し、本体は術を回かい避ひする、いわばトカゲのシッポ切り。

　ゼルが呪文の詠唱を終えた。

　しかしそれより一瞬早く、デュグルドの本体は、大地に姿を消していた。

　しかたなしに別の目標を探すゼル。

　デュグルドが、ふたたび出てくる瞬間を狙って術を放つなら、しとめることもできようが、レッサー・デーモンたちのこの砲火の中では、そんなゆーちょうなことも言っていられない。

　それに、唱え終わった術を、中断も開放もせずに、えんえんと留とどめておくこともできない。

　一瞬彼の目が、アメリアと戦うグドゥザの上でぴたり、と止まる。

　しかしグドゥザは、アメリアと、接近戦のまっ最中。

　むろん崩ラ・霊テイ裂ルトは、目標単体に対しての術だが、術をしかけた時に生まれる青い光に巻き込まれたら、一体どうなるのかはわからない。

　しかたなくゼルは、手近にいたレッサー・デーモンに向かって、崩ラ・霊テイ裂ルトを放つ。

　こぉっ！

　青い光の柱に包まれ、次の瞬間、レッサー・デーモンの体はその場にくずれ落ちた。

　……レッサー・デーモン相手にこの術、というのは、ちょっともったいないよーな気はするが。まあ、ムダにならなかっただけましか……

　その時を見計らっていたらしく、森のしげみの奥から、いきなりデュグルドが飛び出して来た。

　森の奥ですでに再び出現して、ゼルが術を解き放つのを待っていたかっ!?

「とんだムダだったなぁっ!?　合キ成メ獣ラの坊やっ！」

　すでにデュグルドのまわりには、闇のつぶてが浮かんでいる。

　対するゼルは、呪文を放った直後。くわえて剣に込めていた魔力も、今はほとんど尽つきているはず！

　しかたなく、呪文を唱えつつ、彼は魔族との間を取ろうとする。

「逃がすかよっ！」

　デュグルドが闇のつぶてを解き放った。




「はっ！」

　アメリアの気合いが一いつ閃せんした！

　右手のひらに溜ためた魔力で、向かい来る、グドゥザの魔力衝撃波を迎撃する！




　ごぅっ！




　見えない力と力がはじけ、空気が渦うず巻まき、風が鳴る。

　そして、その風がおさまったあと──

「……くっ……」

　さすがに相そう殺さいしきれなかったか、アメリアは、小さく呻うめいて、わずかに足もとをふらつかせた。

「女の足をお止めっ！」

　言ってすかさず、アメリアとの間合いを一気に詰めるグドゥザ。

　その声に応えてレッサー・デーモンたちが、アメリアの退路を断つかたちで炎の矢を解き放つ。

　後ろから炎の矢に追いたてられて、しかたなく、アメリアもまた呪文を唱えつつ、グドゥザに向かってかけてゆく。

　──まずいっ。彼女が両手に生んだ魔力の塊かたまりは、魔力衝撃波の威力を殺そいだ時点で、力をほとんど失っているはず。今、グドゥザのふところに飛び込んだとて、攻撃の手段はおろか、相手の攻撃を防ぐ術すべすらない！

　むろんそれは、アメリアにもわかっているのだろう。グドゥザとの間合いに入る直前に、大きく彼女は横に跳ぶ！

　しかし魔族はそれを予想していたか、彼女が跳んだその瞬間、グドゥザの髪が彼女の手足をからめ取る！

「今度は逃がさないよっ！」

　そして、グドゥザの髪のひと房ふさが、アメリアの首にからみつく！

　首を締しめ、アメリアの呪文を封じる気かっ!?

　しかし、からみついた髪が、彼女の首をしめつけはじめるより早く、アメリアの視線が、ちらりっ、と横に動いた。

　いかにも意味ありげな目の動きが気になったか、グドゥザもつられて一瞬、そちらに注意を向けた。

　──ちょうどゼルガディスが、唱え終わった崩ラ・霊テイ裂ルトをぶちかます相手を探し、グドゥザに視線を移したその瞬間だった。

「!?」

　ゼルの呪文が何であるかを悟さとり、恐怖と迷いとで、しばしグドゥザの動きが止まる。

　だがゼルはすぐに視線を移し、レッサー・デーモンの一匹に向かって術を解き放った。

　ようやく胸をなで下ろし、我にかえるグドゥザ。

　この瞬間、アメリアの術が完成した！

「霊ヴイ王ス結フア魔ラ弾ンク！」

「しまったっ!?」

　気づいた時にはもう遅い。

　どっ！

「ぐぎゃぁぁぁぁっ！」

　アメリアの、魔力を込めた右の拳を腹にたたき込まれ、魔族は鋭い悲鳴を上げた。

　だがまだ致ち命めい傷しようにはいたらないっ！

「このぉぉぉっ！」

　今のでかえって逆上したか、グドゥザの髪が、アメリアの首を締め上げはじめる。

　……かはっ……！

　苦く悶もんの表情を浮かべつつも、左の拳をふるうアメリア。

　どむっ！

「つぐぁぉぉぉっ！」

　悲鳴を上げはしたものの、グドゥザはムキになって、なおも彼女の首を締めつづける。

　かくんっ！

　アメリアの右ひざが折おれた。

　グドゥザがかすかな笑みを浮かべる。

　だがしかし、次の瞬間、伸び上がりざまに放ったアメリアの拳が、魔族の顔をまともにとらえていた！

「ぎぎゃぁぅっ！」

　そここそが、グドゥザの本体と言っても過言ではない。さすがにこれはたまらなかったらしく、アメリアから、髪をふりほどき、後ろに大きく跳び退った。

　一方アメリアの方も、ダメージは小さくなかったらしい。小さくせきこみながら、その場にかくんっ、としゃがみこむ。

　それを好機と見て取ったか、一匹のレッサー・デーモンが彼女に向きなおり──

　ざんっ！

　瞬間、そのデーモンの上半身と下半身とは、きれいに両断されていた。

　ガウリイの光の剣によって。




「魔ガ竜ーヴ烈・火フレ咆ア！」

　きゅぼっ！

　あたしの放った赤い火線は、レッサー・デーモン二匹をまとめて葬ほうむり去った。

　これで──九匹っ！

　さすがにここまで来ると、デーモンたちの数もかなり減ってきた。やはり撃エ墜ー王スはガウリイだが。

　デーモンたちの数が減り、炎の矢の数が減れば減るだけ、ガウリイの、デーモンたちを倒すぺースは上がってきている。

　……しかしこうやって見ると、やっぱしガウリイ、いいウデをしている。確実にデーモンたちの数を減らしつつ、ちゃんとみんなへのフォローも忘れない。

　もはやレッサー・デーモンたちが全滅するのは、おそらく時間の問題だろう。

　だが、ゼルとアメリアはかわらず苦戦をしいられているし、それに何より気になることは……

　──ざわっ。

　唐とう突とつに、なんともいえない悪お寒かんを感じ、あたしはあわててその場を跳び退のいた。

　たった今まで背にしていた、森のほうをふり向けば──

　かすかな葉ずれの音とともに、やがて現われる黒い影。

　──っなっ!?

「ズーマ!?」

　なんだって、よりによってこんなタイミングで出てくるんだっ！　こいつはっ!?

　しかし今はとりあえず、おどろきまくっているヒマはない。あわてて呪文を唱えるあたし。

　はっきし言って、あたしにとっては、レッサー・デーモンたちなんぞより、こいつひとりの方がよっぽどコワい。

　さんっ！

　草を蹴り、ズーマが疾はしる。ただまっすぐに、あたしだけを目ざして！

「火フアイ炎アー・球ボール！」

　あたしの放った光の球から、ズーマはあっさり身をかわす。

　だがしかしっ！

　光の球とズーマがすれ違うその瞬間。

　ぱちんっ！　とあたしは指を鳴らした！

「ブレイク！」




　ぐごぉっ！




　光の球ははじけ散り、赫あかい炎をまき散らす。

　アレンジ・バージョンの術である。これはまともに直撃したはず！

　とはいえ以前にも一度、ズーマはあたしの火フアイ炎アー・球ボールを受けながら、なおかつ向かって来たことがあった。

　どうやら、かなり高位の防御呪文のストックも持っているようである。

　となれば当然今の一撃も、とどめを刺させたかどうかは疑問である。

　気を抜かず、あたしは次の呪文を唱える。

　こんどは防ぎようのない術で一撃しちゃるっ！

　あたしのにらんでいた通り、ごく一瞬の間を置いて、炎の中からあたしに向かって、飛び出す黒い影ひとつ！

　呪文など、唱えはじめたばかりである。あたしはしかたなく後ろに退りつつ、影シヤド縛ウ・スりナツプ用のナイフをふところから取り出し、ズーマに向かって投げ放つ！

　ズーマがあたしの投げたこれを、影シヤド縛ウ・スりナツプとかん違いでもして、足を止めてくれればありがたいのだが──

　かまわず──どころか、より一層スピードを増しつつ突っ込むズーマ。

　あたしの放ったナイフを宙で受け止め、ふたたびあたしに向かって投げ返す！

　狙いは頭っ！

　うわわわわわわっ!?

　あわててとっさに身をかがめる。動どう揺ようしたのがマズかったか、あたしはモロにバランスを崩して後ろにつんのめった。

　しゅんっ！

　その頭上ほとんどすれすれを、ズーマの投げかえしたナイフが過ぎる。

　なんとかよけたっ！

　しかし体勢はたてなおせないっ！

　ぺたんっ、と尻もちをつくあたし。その目の前にズーマが迫せまる！

　呪文は──まだっ！

　えぇいっ！　いちかばちかで蹴けりでもくらわしてやるっきゃないかっ！

　逆に足を折られるおそれもあるが、今から逃げに走ったとしても、とてもふりきれるもんではない。となればたとえ悪あがきでも、とにかくやってみるっきゃないっ！

　あたしがかくごを決めた瞬間。

　ぴたりっ、とズーマの足が止まった。

　その目の前を走り、過ぎ行く一条の光。

　──光の剣！

　ズーマは静かに、その視線をガウリイへと向けた。

「ひさしぶりだな」

　光の剣を右手にぶら下げ、ガウリイは言う。

　──むろん、それに答えるズーマではないが。

「リナ、先にデーモンたちを頼む！　オレはとりあえず、こいつをなんとかしてみる！」

「──わかった」

　言ってあたしは立ち上がる。

　われながら、根性のない話だが、ここで無意味に意地を張っても、意味がないどころか、

　足を引っぱるだけである。

　あたしは呪文を唱えつつ、残るレッサー・デーモンたちを叩たたきにかかった。




　じわりっ。

　光の剣を片手に、ガウリイは、暗アサ殺ツ者シンとの間合いを詰める。

　この戦い、はっきし言えばガウリイの方が有利である。

　なにしろ彼の光の剣、剣の腹を叩いてはじく、だの、両手で刃をはさんでへし折る、だのといった、ズーマのお得意パターンが使えない。

　ズーマの方には呪文があるが、ガウリイと切りまじえつつ、何かの呪文を唱えるなど、ほとんど無理な話である。

「はっ！」

　ガウリイが一気にダッシュをかけた。

　同時にズーマは大きく後ろに跳ぶ。

「炎フレのア・ア矢ロー」

　暗アサ殺ツ者シンの目の前に出現した、二十本近い炎の矢が、ガウリイ目がけて解き放たれた！

「また炎この　矢れかよっ!?」

　などとこぼしつつ、それでも突っ込むぺースは落とさずに、向かい来る炎を、あるいは身をかわし、あるいは光の剣でたたき落とす。

　ズーマもまた、自らの放った術のあとを追うように、ガウリイ目がけてつっこんでゆく！

　そして二人が交こう錯さくする！

　ガウリイは光の剣を降りおろし──

　ばぢぃっ！

　しかしズーマはこともあろうか、その一撃を、自分の左の手のひらで受けた！

　おそらく、アメリアと同様、手のひらに増幅した魔力を集め、それを盾たてがわりに使ったのだろうが……

　こいつっ！　一体いつの間に呪文をっ!?

　同時にズーマは右手のひらをガウリイに向かってつき出した！

「ちっ！」

　おかしな予感でも感じたか、あわてて後ろに跳び離れるガウリイ。

　二人はふたたび、距離を置いて対たい峙じした。




　ざざぁっ！

　砂ぼこりさえ立てながら、ゼルは、手近に転がるレッサー・デーモンの死体の陰にすべり込んだ。

　っぽっ！

　ごく一瞬の間を置いて、デュグルドの放った闇のつぶてが、デーモンの体に小さな穴をうがった。

「ばかめっ！　それで隠れたつもりかっ！」

　声を上げてデュグルドが跳ぶ！

　デーモンの体を飛び越え、ゼルガディスの頭上からおどりかかった！

　だがっ！

　しゅんっ！

　銀しろがねの光が空を薙なぐ！

「ぐああああああああっ！」

　デュグルドの悲鳴があたりに響いた。

　そのまま大地に転がり落ちる。

　ほとんど同時にデーモンの陰からゆらり、と立つゼルガディス。

　呪文はなんとか完成したのか、彼の手にしたブロード・ソードには、ふたたびうす赫あかい輝きがはりついていた。

「バカはきさまだよっ！」

　言うなりデュグルド目がけてダッシュする！

　ざむっ！

　今度こそ。

　ゼルガディスのブロード・ソードは、ようやく立ち上がったデュグルドの胴をまともに薙いでいた。

「ぐがぁぁぁぁぁぁっ！」

　魔族の絶叫が響く。

　しかし──まだデュグルドは倒れない！

「……っぐぅっ……！」

　苦く鳴めいを上げつつも、左手で、自分の胸に刺さった短剣を引き抜いた。

　むろん、魔力を込めた短剣だろうが──

「……さっき俺が魔力を込めた短剣は、一本だけだったとでも思ったか？

　同じ手に何度も引っかかりやがって。

　えらそうに言ってもしょせんは力押ししか芸がないのか？　魔族ってぇのは？」

　今まで言いまくられたおかえし、とばかりに言いつのるゼル。

　むろんここまで追いこまれては、デュグルドには反論のことばもないはず。

　レッサー・デーモンたちもほとんどすでに倒れており、残ったものもあたしとじゃれている。さっきと同じ回復法は使わせない。

「……くそっ！　くそっ！」

　だがしかし、魔族は闘志を失ってはいない。

「殺すっ！　殺してやるっ！」

　叫さけぶなり、デュグルドは、マントをひるがえしてかけ出した。




　口の中で呪文を唱えつつ、ゆらり、とアメリアは立ち上がった。

　足もとはまだ少し、おぼつかないが。

「……決け着りを……つけてやるよっ……」

　苦しげな声でうなるグドゥザ。

　すでに双方、かなりのダメージを受けている。

　ふたたび突っ込んでゆくアメリア！

　グドゥザの髪がざわめく！

「霊ヴイ王ス結フア魔ラ弾ンクっ！」

　そして三み度たび。

　アメリアは両手に魔力を収しゆう束そくさせた。

　が──

　ざさわっ！

　グドゥザの髪がからめ取ったのは、魔力をためたその両の手だった。

　魔力とたがいに相そう殺さいしあい、グドゥザの髪の一部が消滅する。

「ぐぐぅぅぅぅうっ！」

　かまわずに、なおも髪をからみつかせる。

　ある程度のダメージ覚悟で、アメリアが両手に生んだ魔力を相殺し、それから彼女を倒す気かっ!?

　髪はやがて、彼女の全身にからみついた。

　しかしあきらめることなく、アメリアは、次の呪文をとなえている。

　グドゥザが小さく笑った。

「──この状態で、髪から魔力を放てば一体どうなるかな？」

　さすがに一瞬絶句するアメリア。

「試してみるのはこれがはじめてだけどね──！」
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　無数の髪が、小さな羽虫にも似た音を立てる。

　びくんっ！　と声もなく、アメリアが身をのけぞらし──

「ぐがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　木々の間にこだまする、断末魔の悲鳴は、グドゥザのものだった。

　後ろから、頭をまともに、デュグルドの右手に貫かれて！

「……デュ……デュグル……ド……」

　長い黒髪が力を失い、無数の闇のかけらとなって宙に溶とけた。

　どこからこの気力が出て来るのか、アメリアは、いましめを解かれてすぐに、地面にへたり込みつつも、次の呪文を唱えはじめる。

「……あの……！　合キ成メ獣ラ野郎を殺してやるっ！」

　憎悪のこもった声でデュグルドはかたりかける。

「だからこそっ……！　グドゥザ！　お前の残った力、借り受けるぜっ！」

　こいつっ！

　レッサー・デーモンのみならず、こともあろうにグドゥザを食ヽおヽうヽとするとはっ!?

　ゼルの挑ちよう発はつに、とうとう自分を見失ったか!?

「……きっ……きさま……」

　味方のはずだった魔族に向けたグドゥザの声は、しかし、半ばから風に溶け、消えた。

　ざざぁっ。

　グドゥザの体は、無数の黒い塵と化し、風に吹かれて宙に散る。

「……まだだっ！」

　よろりっ、とデュグルドの体がかたむく。

　こちらへと向かい来る、ゼルの方へと視線を移し、

「まだ──足りんっ！……力がっ……！」

　さすがにさきほどゼルにやられたダメージは大きかったらしく、弱っていたグドゥザの断末魔を『食った』くらいでは、どうやらすぐには回復しないようである。

　そこに──

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　攻撃は背中から来た。

「がぁっ！」

　たまらず悲鳴を上げるデュグルド。

　むろん、アメリアの放った一撃である。

「……きさっ……！　……きさ……まっ……！」

　思わず彼女の方をふりかえるデュグルド。

　その瞬間。




　ざんっ！




　後ろからのゼルの剣が、魔族の背中をまともに斬きり下ろした！

「……………………！」

　ざぁっ！

　今度こそ──

　断末魔の悲鳴を上げる間すらなく、デュグルドの体は黒い砂と化し、大地に黒くわだかまった。

「……なんとか終わったな……」

「……ええ。こっちは、ね」

　ゼルのことばに、アメリアは小さな笑みを浮かべた。




　ざっ！

　そしてズーマが地を蹴った！

　高々と宙に舞い上がる暗アサ殺ツ者シン目がけて、光の剣の刃をガウリイは撃ち出した！

　びぅんっ！

　しかしズーマはこれを、左手に生んだ魔力であっさりはじき、おかえしとばかり、右手に生んだ魔まり力よく塊かいを、ガウリイにむかってたたきつける！

「くっ！」

　ふたたび剣の刃を生み出して、これをなんとか吹き散らせるガウリイ。

「黒ダー霧ク・ミ炎スト」

　続けて呪文を放つズーマ。こいつっ！　一体いつの間に呪文をっ!?

　あたりを闇で覆おおう術で、攻撃力は皆無だが、これに包み込まれた空間は、視界が完全にゼロとなる。

　ガウリイの姿が一瞬、闇の中に消え──

　すぐにそこから飛び出すと、ズーマを迎えうつべくふたたび剣を構える。

　が。




　ごうっ！




　魔力の衝撃波は、横から来た。

　ズーマは黒ダー霧ク・ミ炎ストで、ガウリイの視界から逃れたその直後、一体どうやったのかはわからないが、空中で軌き道どうを変えて、横手から攻撃をしかけたのだ。

　風のうなりを耳にしたか、あるいはただのカンなのか、ガウリイは、一瞬早くそれに気づくと、むきなおりざまに光の剣をひるがえす！

　ざひゅっ！

　空気が鋭い悲鳴を上げた。

　ガウリイの光の剣は、ズーマの放った魔力衝撃波を、いともあっさりと両断した。

　かまわず彼に突っ込むズーマ。

　ガウリイが光の剣を構える。

　剣の間合いに入る、その直前。ズーマが大きく右手を振る。

　──魔力衝撃波!?

「なっ!?」

　とてもよけられる間合いではない。しかたなく、ガウリイは、光の剣でふたたびそれをたたっ斬る。

　機を逃さずにズーマが迫る！

　片手で剣を持つ手を封じ、もう片方の手で攻撃をしかける気かっ!?

　それを察したガウリイが、剣を持つ手首だけをひねり、至近距離からズーマに向かって刃を撃ち出した！

　しかし狙いが甘かったのか、あるいはすでに読まれていたのか、暗アサ殺ツ者シンは、かるく身をひねり、まさに紙一重でこれをかわす。

　ガウリイの首を狙って伸びるズーマの右手！

　しかしガウリイは、体を後ろに倒しざま、ズーマの腹に蹴りをたたき込んだ！

　うめき声ひとつ上げるでもなく、暗アサ殺ツ者シンは、大きく後ろに跳び、着地した。

「炎フレのア・ア矢ロー！」

　その瞬間を狙って、横手からしかけたのは、デュグルドを葬ほうむったゼルガディス！

　いかなズーマとて、よけられる間合いではないっ！

　だがっ！

　ばじゅっ！

　ズーマの右手のひと振りで、飛び来る炎フレのア・ア矢ローのことごとくが吹き散らされた！

「ばかなっ!?」

　思わず一瞬足を止め、驚きよう愕がくの叫びを漏らすゼル。

「邪魔だ」

　声と同時に、ズーマが右手から放った魔力衝撃波が、まともにゼルを直撃した！

　そんなっ!?

「ぐぁっ！」

　まともに吹っ飛ぶゼルガディス。

　──あたしが、レッサー・デーモンの最後の一匹を倒したのはこの時だった。




「アメリア！　ゼルの回復お願いっ！」

　彼女にゼルの回復を頼んでおいて、あたしは呪文を唱えつつ、戦いを続けるズーマとガウリイの方に向かう。

　アメリアもゼルも、かなりのダメージを受けている。今はとても、ズーマなんぞを相手に戦える状態ではない。

　……しかし……今のズーマの攻撃パターン……

　あるいは──ひょっとして──

　何はともあれ、やってみるっきゃないっ！

　ガウリイとズーマが間合いを取った瞬間を見定め、あたしは術を解き放つ！

「獣ゼラ王ス牙・プ操リツ弾ド！」

　これまたあたしが最近開発した、呪文増幅を必要とする術で、増幅してようやく発動し、その威力は覇ダイ王ナス雷ト・撃ブ陣ラス、冥ラグ王ナ崩・ブ魔ラ陣ストなどとほぼ同等。やはり魔族にも効果あり。

　敵一体にしか効果はないが、根本的に違うのは、動きをコントロールできること。

　すなわちこの術、かわすことも防ぎきることもほぼ不可能。

　──そう。人間には。

『力ある言葉』に応えて、あたしの指先に生まれた光の帯が、ズーマを目ざしてつき進む！

　異常を察さつして身をかわすズーマ。しかしあたしの『思考』に即そく座ざに反応して、光の帯は軌道を変える！

　ガウリイも、盾にされることを警けい戒かいしたか、ズーマから身を遠ざけてゆく。

　口の中で呪文を唱えるズーマ。

　それはかつて、あたしが何度か耳にしたのと同じ響きを持っていた。

　──やはりっ！

　全身に冷たい汗が流れた。

　同時に、呪文が完成したか、やおらズーマが足を止めた。

　あたしの放った光の帯は、まともに彼を直撃し──

　びきぃぃぃんっ！

　その瞬間、光の帯は、鋭い音を立て、砕け散る。

　そのあとには、平然と佇たたずむズーマの姿。

　防がれたのだ。あたしの術が。あっさりと。

「──ズーマ……あんた……」

　硬かたい声であたしは言った。

「同化してたのねっ！　セイグラムとっ！」




「──そう──」

　暗アサ殺ツ者シンの顔を覆おおった布の下から漏れたのは、まぎれもない、顔なき魔族のものだった。

「──我は力の大半を失い、この男は両腕を失った。

　共に、お前たち二人の手によって。

　この男の意識を我は感じ取り、そして話を持ちかけた。

　──失くした力を取り戻す気はないか、と──」

　ようやくあたしは理解した。

　かつて、ヴェゼンディで刃を交えたその時に、なにゆえ『無む貌ぼうのセイグラム』が、ふたたび仮面をつけていたか。

　なにゆえ闇の結界を破られ、仮面を割られただけで身を退いたか。

　たぶん、仮面の下にあった、暗アサ殺ツ者シンズーマの素顔を隠かくすため。

　ズーマが、らしくない行動を取ったり、セイグラムの戦闘パターンが変わっていたのもこのせいか。
















「──いつか──必ず──」

　暗アサ殺ツ者シンは、セイグラムの声でことばをつむぎ出す。

「我はお前にそう言った。しかしあの剣つるぎによって受けた痛手は、しばしの時では回復できん……

　ゆえに我は、この男と同化した。魔族本来の姿を失って」

　……あたしとガウリイへの復ふく讐しゆうのためだけに、魔族としての自分さえ捨てたかっ!?

「それで──？　ラルタークのとりもちで、昔の魔族仲間呼びよせて、あたしたちに戦いを挑んだ、ってわけね。

　……けど一体、何をたくらんでるの？　ラルタークたちは」

「──教える必要はない。死んでゆく者には」

　声は、ズーマのものだった。

　来るっ！

　大地を蹴って『ズーマ』が疾はしる！　迎えうつべくまわりこむガウリイ。

　うかつにしかけちゃまずいっ！　今の『ズーマ』には、よほどの大技でもない限り、呪文を唱える時間は必要ないのだ。

　あたしもふたたび呪文を唱えはじめた。

『ズーマ』はまずガウリイに向かった。たとえ『ズーマ』といえど、光の剣を手にしたガウリイは、あたしを攻撃する片手間にあしらえるような相手ではない。

『ズーマ』がまたもや魔力の衝撃波を放ち、ガウリイの光の剣がこれを切り裂さく。

　瞬間、『ズーマ』が大きく上に跳んだ。ガウリイの頭上高くから、ま下のガウリイに向かって、たてつづけに衝撃波を浴びせる！

「ぐぉぉっ!?」

　ま上に向かって光の剣を構えるガウリイ。しかしさすがにこれはキツいか、攻撃を防ぐのでせいいっぱいである。

　そのガウリイに向かって頭から落ちてゆく『ズーマ』！　激突する直前、左手のひらに魔力塊を生み出すと、こともあろうか、その手を光の剣の刃に伸ばす！

　今だっ！

「烈エルメ閃キア・槍ランス！」

　あたしは術を解き放った！

　さすがにこれはよけきれなかったか、術は『ズーマ』を直撃した！

　しかしそれでも、『ズーマ』の動きは止まらない！

　ばぢっ！

　魔力と光がぶつかりあった。

『ズーマ』はそこを支点に、くるりっ、と体を回転させ、そのいきおいを利用して、ガウリイに蹴りをあびせかける！

「なんとっ!?」

　あわてて後ろに飛び退のくガウリイ。『ズーマ』の蹴りは、胸の前をかすめて過ぎた。

　──そのはずなのに。

　ばぐんっ！

　にぶい音を立て、ガウリイの胸ブレス甲ト・プ冑レートが、胸の部分ではぜ割れた！

　爪つま先さきに何かしかけをしてたかっ!?

「しまったっ！」

　思わず声を上げるガウリイ。

　二つに割れた胸ブレス甲ト・プ冑レートが、彼の動きを一瞬さまたげる。

　しかし『ズーマ』には、その一瞬でこと足りた。

　どんっ！

　魔力衝撃波の直撃を受け、ガウリイは後ろに吹っ飛んだ！

「ガウリイっ！」

　あたしの声が聞こえたか、彼はかすかに体を動かす。

　どうやら立ち上がろうとしているようだが、今のダメージはさすがに大きかったのか、ただもがいているだけである。

　一方『ズーマ』も、倒れはしなかったものの、足もとがややふらついている。

　あたしの放った烈エルメ閃キア・槍ランスを受けたダメージは、やはり小さくはなかったようである。

　しかしまだ、余力がある。

「これで決け着りがつく」

　つぶやいた声は暗アサ殺ツ者シンのものなのか、はたまた魔族のものなのか。

「──やめろっ！」

　今まさに動こうとした、あたしと『ズーマ』の動きを止めたのは、森の中からの声だった。

　──あああああっ!?　なんだって、こんなところにのこのことっ!?

「……もう……いいだろ……」

　つぶやくように言いながら、アベルはあたしたちの前に現われた。

　その彼に、『ズーマ』は静かな視線を送る。

「……もう……いいじゃないかっ！　なんだって殺すんだよっ!?」

　しばし沈黙したのちに、『ズーマ』は視線をアベルからあたしに戻す。

「答えてくれっ　父ヽさヽんヽっ！」

　──えっ──

　アベルの叫びに、一瞬、あたしの頭の中がまっ白になる。

　……父さん……ってあんた……？

　暗アサ殺ツ者シンは、ふたたびその視線を静かにアベルへと向けた。

「──なぜ──気づいた……」

　血を吐はくようなその声は、まぎれもなく、ラドック＝ランザードのものだった。




「だって──親子じゃないかっ！　そうだろっ!?」

　泣き出しそうな声で叫びかえすアベル。

　ラドック──今や魔族と同化したズーマは、やはり静かに視線をそらす。

　……そうか……

　他人をダシに、あたしたちを呼んだり、人質を取ったりする手段、ズーマらしくないとは思っていたが……

　なんのことはない。自分自身をダシにしていたのだ。

　自分で自分に、『死にたくなければ──』などと手紙を書きよこし。

　むろん、あたしを片づけたあとは、何ごともなく日々を過ごし、ほとぼりがさめてからしゃあしゃあと、『やはりわたしはあの連中をおびき出す道具にされていただけだったのだ』などと言うつもりだったのだろうが。

　始終あたしたちに向かってどなり散らしていたのは、たぶん、ともすれば吹き出しそうになる、あたしたちへの殺気をごまかすため。

　──おそらくアベルもまた、ラドックが、裏で殺しをやっていることを、うすうすかんづいていたのだ。

　だからこそ、あれやこれやと文句をつけて、あたしたちを追い出そうとしていたわけなのだろう。

「──祈るがいい……アベル……」

　ぽつり、と暗アサ殺ツ者シンは言った。

　ラドック＝ランザードの声で。

「リナ＝インバースが勝利することを……

　でなければ──

　──わたしはお前を殺さねばならん……」

「……なぜなの……？」

　こんどはあたしが彼に問う。

「なぜ、ちゃんとした商売についてて、ちゃんとした暮らし送ってて……

　なぜ、裏で『ズーマ』なんて名のって暗アサ殺ツ者シンなんかやってるの……？」

「……わたしにも……わからん……」

　彼は小さく首を横に振った。

「それに──何をどう言ってみたところで、言いわけにしかすぎん。

　わたしはこういうふうにしか生きられん男だった。

　──それだけのこと──」

　ざわりっ、と、全身の肌が粟あわ立だった。

　あわてて呪文を唱えはじめる。

「ゆくぞ」

　言ったその声はすでに、暗アサ殺ツ者シンズーマのものだった。

　あたしは疾はしった！

　ガウリイの方に向かって。

『ズーマ』に、並の呪文が通用しないのは実証ずみ。魔族に対してダメージを与えうる術ですら、人間の魔道技術と魔族の魔キヤ力パ容シテ量イを持った彼なら防いでしまう。

　竜ドラグ破・ス斬レイブを使ってすら、倒せるかどうか自信はない。

　かつて、あたしの竜ドラグ破・ス斬レイブを防ぎきった男もまた、人と魔との融ゆう合ごう物ぶつだった。

　となれば、倒す手段はただひとつ。

　烈エルメ閃キア・槍ランスのダメージから、回復しないそのうちに、接近戦で勝負するのみ。

　──かなり分ぶの悪い勝負だが。

「光の剣か!?　そうはさせんっ！」

　声を上げ、あたしの前に立ちはだかる『ズーマ』。多少動きが鈍にぶってはいるが、それでもまだまだ、かなりのものである。

　──えぇいっ！　いちかばちかっ！

　呪文はすでに唱え終わっている！

「神ラグ滅ナ・ブ斬レード！」

　叫んだあたしの手の中に、闇の刃が生まれ出た！

　この術は、セイグラムもズーマも知らぬはず！　これが当たれば──

「なにっ!?」

　思わず小さく声を上げたものの、左右の手のひらに魔力を生んで、左であたしの闇の刃を受ける！

　まずいっ！　このパターンはっ！

　右の攻撃が来れば、はっきし言ってよける自信はあたしにはないっ！

　だがしかし！

「ぐぉああああああああっ!?」

　絶叫を上げて跳び退ったのは『ズーマ』の方だった。

　闇の刃は、『ズーマ』が手のひらにためた魔力ごと、その左手を、いともあっさりと切り裂さいたのだ。

　この威力は、『ズーマ』にとっても、そしてあたしにとっても予想外。

　……ひょっとしてこれって、光の剣より強いんじゃあ……？

　ざっ！

　身をひるがえし、『ズーマ』が地を蹴った！

　向かうその先には──ガウリイ！

　まさかこいつっ!?

　あわててあとを追うあたし。

　じょーだんじゃないっ！　たぶん『ズーマ』はっ……！

　しかし、追いつけるわけはない。『ズーマ』はあっさりと、身を起こしかけたガウリイのもとへとたどり着く。

　どむっ！

「っがっ！」

　脇わき腹ばらを蹴られてガウリイが転がる。『ズーマ』はその場にかがみ込み──

　間にあうかっ!?

　その背中から、あたしは闇の刃をふり下ろす！

　びぎぅんっ！

　空間が、きしんだ悲鳴を響かせた。

　そう。『ズーマ』は間一髪、あたしの闇の刃を受け止めたのだ。

　右手に構えた光ヽのヽ剣ヽで。

　さすがに、魔族の魔キヤ力パ容シテ量イに支ささえられているだけあって、びくともしない。

　闇の生み出した光の刃と、人の生み出した闇の刃。ふたつがしばしせめぎ合う。

　──身を引いたのは、はたしてどちらが先だったろうか？

　あたしと『ズーマ』は、間合いを取って対たい峙じしていた。

　彼の左手は、すでに使いものにはならず、消しよう耗もうもかなりのはずである。

　しかしあたしのこの術もまた、魔力の消耗が激しすぎる。

　こうやっている、一刻一刻の間にも、疲れが蓄ちく積せきされていくのが、自分でもはっきりとわかる。

　長引けば──たぶん、負けるのはあたしの方。

「──決めるわ。この一撃でっ！」

「来るがいい」

　声に応えてあたしは疾る！　闇の刃をたずさえて──

　目前に迫る『ズーマ』の姿！　光の剣をふりかぶり──

　暗アサ殺ツ者シンのその動きが止まった。




　ざんっ！




　瞬間──

　あたしの闇の刃が、『ズーマ』の腹を薙ないでいた。




「──父さんっ！」

　叫んでアベルはかけ出した。

　地に倒れ伏ふした『ズーマ』　いや。ラドック＝ランザードのもとへ。

「父さん！　父さんっ！」

　叫んでラドックの体をゆさぶる。

　あたしは闇の刃を消して、二人に視線を投げかけた。

　やがて、彼はかすかに目を開く。

「父さんっ！」

「──笑うがいい……リナ＝インバースよ……」

　しかしその口から漏れた声は、顔なき魔族、セイグラムのものだった。

「……お前たちを倒すため……この人間と同化して……

　──結局は──

　この人間の心がゆえに、我は破れた──」

　──そう。

　闇の刃が、彼の腹を切り裂いたその瞬間。

　彼が見ていたのはあたしではなく、自分の息子、アベル＝ランザードだった。

　その瞬間、ラドックは、一体どんな想おもいを抱いたのか。

　それを確かめる術すべは、すでにない。

「──笑うが……いい……」

　もう一度だけ、そう言うと──

　彼の右手が、ことりっ、と、力なく垂たれた。




「…………」

　何かものいいたげな目で、しかしやはり、黙ったままで、アベルはぺこりっ、とひとつ、あたしたちに頭を下げた。

　ふたたび、ヴェゼンディ・シティ。

　アベルを送りとどけてのことである。

　ここまで帰る道すがら、彼は始終、寡か黙もくだった。

　ただ、ぽつり、ぽつりと語った話の断片によると──

　ラドックの旅行好き、あれは根っからのものだったらしい。

　しかし、いつの頃からか、アベルは自分の父親に、かすかな違和感を抱きはじめた。

　──たぶん、その頃からなのだろう。ラドックが『ズーマ』と名のり、暗アサ殺ツ者シンの道を歩きはじめたのは。

　理由は──

　結局、わからずじまい。

　しばらく前にも、旅から帰り、旅先で見つけた、と、ラルタークを連れ帰って来たらしい。

　違和感は、さらに強くなった。

　しかし、それを間いただす機会もつかめぬままに、やがてあたしたちがやって来て──

　アベルはくるりときびすを返し、やがてそのまま、ヴェゼンディ・シティの人ごみの中へと姿を消した。

　約束の依いら頼いり料ようは払はらう。

　彼は一度、ぽつり、とそう言ったが、あたしはそれを断わった。

　自分でも、なぜかはわからないが。

「──だいじょうぶかな？　彼？」

　アメリアがぽつりとつぶやいた。

「だいじょうぶよ。きっと」

　あたしは答えた。確信を持って。

「……ま、それにしても……だ」

　じろり、とゼルは、ゼロスをジト目でながめて言う。

「あんた、今回一体何やってたんだ!?」

「いやあ。はっはっは」

　頭を搔かき搔き、笑ってごまかすゼロスくん。

　実は、まだいっしょにいたりするのである。

「……最後の戦いの時も、結局戦いが終わってから、のこのこ現れやがって」

「まあ……あの時はとりあえず、いきなりデーモンたちのしっぽにはたかれて、しげみの中で気を失ってましたから。はっはっは」

「……ったく……」

　ゼルがそれ以上ツッコミを入れないところをみると、あたしを一度だけ助けた時のゼロスの声は、あたしにのみ届とどいていたようである。

「……ところでリナ、あのラルタークとかって奴、結局どうなったんだ？」

「知んない」

　問うガウリイに、ミもフタもなく答えるあたし。

　結局あのとき──ラルタークは、戦いのどさくさまぎれに姿を消したままだった。

「……知んない……ってお前そんな……」

「ほっときゃあ、そのうちいやでもむこうの方から出てくるわよ。──ま、そんなことより、よ」

　あたしはつとめて明るい声を上げた。

「そいじゃ、行くわよっ！　ディルスへっ！」














　　　エピローグ









　……さわり……

　夜の闇を渡る風が、かすかな緑のにおいを運ぶ。

　ちょっと大きな町ならば、宿にある酒場からのざわめきが、こんな時間でも聞こえてきたりするのだが。

　さっき通り抜けた時には、酒場には、客どころか、カウンターの奥にすら人はいなかった。

　……まあ、こんなへんぴな村なら、それが当たり前なのかもしれないが。

　ディルス王国へと続く裏街道。

　村に一軒しかない宿屋には、あたしたち一行のほかに、客の姿は見えなかった。

　なんでも、宿のおやじさんによれば、客がある方が珍めずらしいらしいが。

　……それでどーやって生活してるんだろーか……？

　ともあれあたしは、夜中にひとり、こっそりと、部屋を抜け出し、こうやって、宿のまわりをうろついていた。

　──むろん別に、盗とう賊ぞくいぢめをやりに行くわけでも、意味なく散歩しているわけでもない。

　待っているのだ。

　そして──それは、思ったより早くやって来た。

「お散歩ですか？」

　声は、あたしが宿の裏手にまわった時に聞こえた。

　あたりには、木の柵さくや荷車、なんだかよくわからないが、積み上げられた木箱などが、輝く満月の光の下で、黒い影と化し、わだかまっていた。

「──いいえ──」

　あたしは静かにかぶりを振った。

「あなたを待ってたのよ。ゼロス」

「……へぇ……」

　闇の色をした神官は、そう言うと、手近な木の柵にもたれかかる。

「それはまた、どうして？」

「一応、お礼を言っとこうと思ってね。──一応、だけど」

「お礼、ですか？」

「そう。全部が終わってやっと、あなたが今回、何をやってたのかがわかったような気がしたの」

「と、言いますと？」

「つまり　ラルタークに対する抑おさえと──

　そしてたぶん、あたしのテスト」

「へぇ……」

　おもしろそうに答えたゼロスの全身が、すうっ、と闇に溶け、消えた。

「──いつ気づきました？」

　声にふり向けば、月を背に、積み上げられた木箱の上に、ちょこんっ、と腰かけたゼロスの姿。

「……僕が魔族だ、ってことに……？」

「わりと最初っから、ね」

　言ってあたしは小さな笑みを浮かべた。
















「前にあたしの術を封じたマゼンダ……あんなまね、はっきし言って人間にできることじゃないのよね。あたしも実際、同じような術、研究してみたことがあるからわかるんだけど……

　そんなのを、いともあっさりと倒しちゃうような奴が、ただの人間なわけないでしょ」

「……いやあ……じゃあ、ほとんどはじめっからバレてたんですね。はっはっは」

　いつもと変わらぬのーてんきな笑い声。

「ご明めい察さつの通り。マゼンダさんも同じく魔族でした」

「けど、それをあんたが倒した──ってことは、そっちにもいろいろ事情がある、ってことね。

　あのラルタークとも、味方、って雰囲気じゃあなかったし」

「まあ、それは──秘密です」

　人さし指を口の前に当て、彼はいつもと同じ口調で言う。

　相手がただの奴ならば、力ずくで聞き出す、などということもできようが、残念ながらあたしでは、こいつには勝てない。

　──今は、まだ。

「……しかし、なんですねえ……今回ラルタークさんとは、『僕の正体をみんなにはバラすな。かわりにそっちの正体もバラさない。今回はおたがい不ふか干んし渉よう』って約束しといたんですけど……

　あなたにバレてたなら、あんまり意味がなかったみたいですねえ」

「……みんなはまだ気づいていないみたいだけど」

「特にガウリイさん、ですか」

　彼のことばにあたしは苦笑を浮かべ、

「……まー、彼はあーゆーひとだから……

　ゼルやアメリアは、うすうす、おかしいな、って思ってるみたいだけど、魔族だ、ってまでは気づいてないみたいね。

　──ところで、ゼロス、ってえのは本名なわけ？」

「ええ。獣ブリ神ー官ストゼロス──獣グレーター王・ビーストゼラス＝メタリオムに仕つかえるもののはしくれです。

　……もっとも今は、別件ですけど」

　言って彼は苦笑を浮かべた。

「──はじめはね、『写本』をこの世界から消すのが僕の役目でした。

　たとえば、前に出てきたような合キ成メ獣ラを量産でもされたら、僕くらいの魔族になればともかく、下級の魔族たちにはかなり困ったことになりますからね。

　それに実際、写本はしょせん写本です。不完全な部分が多すぎます。

　以前の合キ成メ獣ラにしても、本来なら、ちゃんと人間がコントロールできるはずですし、あるいはディルスの王宮にあった記述──」

「──!?」

　あたしは思わず息を飲む。

「それってまさか──金ロー色ド・オのブ・魔ナイト王メア!?」

　あたしのことばに、ゼロスは珍しく顔をしかめ、

「みだりにその二つ名を口にしないでくださいっ！」

　かなり強い口調で言う。

「……その二つ名でさえ……僕程度の魔族が耳にするには過ぎた御み名な……」

　……ンなに強大な存も在のだったのか……あれは……？

　あたしとしては、『魔王たちの中でいっちゃん強いやつ』ぐらいにしか思ってなかったのだが……

「──ともあれ、前回『写本』をまたひとつ焼いて、それを獣グレーター王・ビーストのもとにご報告に戻ったんですけどね……

　そこで、今回のしごとを与えられた、というわけです」

「つまり──あたしの監かん視し？」

「少し違いますが──護まもり、導みちびくこと。

　当人を前に、これ以上、あまり詳くわしくは話せませんけどね」

「……ちょっと待ってよ。それじゃあ、あなたがあたしにこの増幅の呪タリ符スマンを売ったのって、あたしを護れ、って任務を受ける前だったわけ!?」

「むろん、そーです」

「……なら、その時は全然関係のなかったはずのあたしに、なんだってこんなもん売ってくれたの？」

「いや、あれは……」

　ゼロスは苦笑を浮かべつつ、頰ほおのあたりを搔かきながら、

「単なるもののはずみ、って奴です」

　……どーやらこの性格は地のようである。

「ま、それはともあれ正直言って、今回の計画、あんまり乗り気じゃなかったんですよ。僕は。

　今回のこの計画を指し揮きしているのが冥ヘル王マス様ターだということ。

　──確かに、千年前の降魔戦争の時、冥ヘル王マス様ターの神官ブリーストたちはみんな滅ほろぼされて、動ける部下がいない、ってことは確かですけどね。

　やはり獣ブリ神ー官ストの僕としては、あまり面白くないわけです。

　失礼を承知でついでに言うなら、そのしごとの一部が、あなた──すなわち人間ごときをしばし護れ、ということ──」

「それであたしを試したわけね。はたして本当に、自分が護ってやるほどの価か値ちのある人間かどうか」

　──あの程度の相手、おひとりで倒していただかなければ困ります──

　ゼロスのあのことばは、たぶんあたしに対するテストだったのだろう。

　彼はこっくりとうなずいた。

「……で？　あたしは合格だったわけ？」

「正直言って、やや不満ですけどね──まあ、まだ見切れていない、あなたの潜在能力と、お仲間の力に免めんじてぎりぎり合格点、といったところですね」

　彼ことばに苦笑するあたし。

「──ところで」

　ゼロスはあたしに問う。いつもと変わらぬ笑みのまま。

「どうなさるおつもりですか？　僕が魔族と知った以上？

　決着をつける──とか？」

「そうね──」

　あたしはしばし考えて、

「みんなにはまだ、黙っといたげる」

「──ほう？」

　面白そうな声を上げるゼロスにあたしは指をつきつけて、

「踊らされてるのはシャクだけど、どうやら今は、黙って踊ってるしかテはないみたいだからね。お望み通り、しばらく踊ったげるわよ。

　それならまだ、みんなには、あんたの正体バラさない方がいいでしょ？」

「いやあ。それは助かります」

　いけしゃーしゃーと言うゼロス。

「……けど、そのつもりならなんだって、わざわざ僕にこんな話を？　知らんぷりしていた方が、いざという時、多少なりとも、あなたにとっては有利だと思うんですけど？」

「これまであったいろいろを、一応はっきしさせときたくて、ね。

　それに、あなたに、知らずに踊らされてるんじゃなくて、知ってて踊ってるんだぞ、ってことを教えたくて。

　……まあ、たいした違いはない、って説もあるかもしんないけど、なんとなく、くやしいよーな気がしたから」

「──なるほど」

　苦笑を浮かべ、しみじみうなずくゼロスくん。

「ただの人間じゃない、という話を聞いてはいましたが──たしかにある意味ではその通りですね」

「……ほめてるつもりなの？」

「ほとんど最高の賛さん辞じですよ。──僕たち魔族が、人間に対するものとしては、ね」

「それで──次はあたしたち、一体どこに行けばいいわけ？」

「そうですね。このまま──」

　ゼロスは手にしたその錫しやく杖じようで、西の空にかかった月を指す。

「ディルス王国の北──異ク界レア黙バ示イブ録ル、オリジナルのもとへ──」








あとがき










部下Ｓ　　






　ぼんそわーるっ！　みなさんっ！

　新しん装そう版ばんから入られた方ははじめまして！　私、Ｌ様の部下でＳと申しまして、旧きゆう版はんのあとがきでは時とき折おり司会進行や作者抹まつ殺さつのお手伝いなどをさせていただいておりました！

　しかし！

　最近のあとがきでは心の底から出番がもらえず、上司の命令で、『どうせヒマなんだろうから』と、素材ツアーに行っては即そく座ざにチケットを納入し、帰っては爆ばく破は採さい掘くつをくり返すだけ、そんな毎日を送っていたのですが！

　かくのごとき地じ道みちな下働きが認められ、ついに！　ついに！

　上司からの信しん頼らいを勝ち取ってっ！

　こうして単独であとがきを任せられる運びとなったのですっ！

（鳴り響くファンファーレ）

　ファンファーレ用に楽がく団だんを雇やとって服もオーダーメイドで新しん調ちよう！　もちろんみんな自じ腹ばらですが、あとがきという栄えある場所を一任された以上、その程度の出費など、いかほどのこともありましょうかっ!?

　ではまずっ！　あとがきを任せられたその証明にっ！　ここに、上司Ｌ様からお預かりした手紙があるので読み上げますっ！

（封ふう筒とうの封を切って便せんをひろげる音）

　えー……コホン……




『今回、本のページ数の関係であとがきは二ページしかないらしいです。

　めんどいので任せた。


Ｌ』






　……え……？

　にぺえじ……？　たった……？

　ちょっ……ちょっと待ってくださいっ！　にぺーじって！　っていうかそんな貴重なスペースで手紙の読み上げに前後一行アケで四行も使うってどういうことなのやらっ!?

　そもそも私にはまだまだ言いたいことがあって！

　第一このスレイヤーズという物語そのものも私の存在あとがき：完

















口絵・本文イラスト　あらいずみるい












スレイヤーズ６




ヴェゼンディの闇やみ
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